
令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民の皆様に信頼される市政運営を実現するための行政情報の発信や人材育成と、多様性を尊重する社会の実現のための人権
啓発に取り組みます。

総務部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総務部長 冨岡 啓二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

来庁者の利便性や満足度
の向上につながる庁舎の
改善を毎年度実施する。

来庁者や職員とともに取
り組む庁舎環境の改善

来庁者や職員などから得
られる庁舎環境改善に係
る意見の中から、対応可
能な改善項目について、
予算などを勘案した上で、
可能な限り速やかに実施
する。

受付案内や電話交換の業務従
事者から毎日報告される業務
報告にある改善可能項目につ
き、即座に対応が可能なもの
は数日内に取り組むほか、日
数を要するものについても数
週間以内に取り組む。

• 建設から１７年以上が経
過し、トイレや給湯器な
どの水回りや、外構のイ
ンターロッキング、タイ
ルの段差等の不具合が生
じたことから、来庁者や
職員の利用に支障がない
よう、速やかに修繕を実
施した。

行政手続の適正化と透明
化を図るため、職員全体
の法務能力を向上させる
体制の整備を行い、併せ
て３か年かけて実施した
文書管理巡回点検指導の
実績を基に、文書管理の
適正化を推進する。

法務能力向上研修の実施
及び歴史的文書を含めた
文書管理の改善

• 職員の法務能力を向上
させるとともに、法令
等の改廃情報等による
迅速かつ正確な例規改
正や更新を行うことに
より、市民に対して速
やかな情報提供が適正
に行われている。

• 市の公文書の管理が、
ルールに従い適正に行
われている。

• 各所属の管理班長又は主任
を対象とした法制執務研修
を、令和８年３月までに実
施する。

• 歴史的文書に係る具体的な
選別基準や保存手順を確立
する。

• 法制執務における能力向
上を目的とした研修を令
和７年１０月に実施し、
１５課の担当者が参加し
た。

• 歴史的文書の選別基準等
について、各所属に周知
を行い選別作業の実施を
依頼した。

総務課 設定者 課長 河本 圭介
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市長・副市長が円滑に政
策判断・市政運営を行う
ことができるよう各種環
境を整える。

スケジュールの管理（過
密化の軽減）及び情報共
有

優先度及び重要度を踏ま
えたスケジュールの調整
により、重要案件にかか
る協議時間を確保する。

市長・副市長の意向を随時確
認し、関係部署との調整や政
策判断に必要とする情報の収
集・把握に努める。

緊急度及び重要度に応じたス
ケジュール調整を行うととも
に、班内での情報共有を図り、
適宜、資料の作成や協議時間
を確保することができた。

市民に分かりやすい行政
情報を発信するとともに、
公式ＬＩＮＥなどを活用
して積極的な情報提供を
行う。

市民が広報紙・ホーム
ページに容易にアクセス
できるよう、公式ＬＩＮ
Ｅなどを活用して積極的
に情報発信する。

公式ＬＩＮＥでの情報発
信件数を増やし、市政情
報を積極的に発信する。

市の施策やイベント情報など
の発信を公式ＬＩＮＥで年間
４５０件以上行う。

公式ＬＩＮＥを通じて施策や
イベント情報をタイムリーに
発信することが定着し、
３５０件以上の発信を行った。
今後も積極的な情報発信に努
めていきたい。

秘書広報課 設定者 課長 村上 武史
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一人ひとりの職員が持つ
能力を最大限に発揮し、
組織力の向上を図る。

「人材の確保」・「職員
の能力開発」・「人材マ
ネジメント」を総合的に
推進する。

• 優れた能力や資質を有
する人材の確保

• 研修計画の着実な実施
による職員の意識や能
力の向上

• ＯＪＴや人事評価を活
用した人材マネジメン
トの推進

① DXの推進など時代に即し
た人材育成・確保基本方
針への見直し

② 積極的な人材獲得活動の
展開（効果的な情報発信、
インターンシップの活用、
採用方法の更なる見直し
等）

③ 若手職員の早期戦力化
④ 職員のキャリア形成支援
⑤ 人事評価制度の見直し

• 職員の「仕事のやりが
い」、「成長の実感」、
「人材育成に関する意
識」等を把握するため、
「職員意識調査」や「若
手職員座談会」を実施し
た。調査結果や職員の意
見等を踏まえ、今後の人
材マネジメントの要とな
る『人材育成・確保基本
方針』を策定することが
できた。

• 『令和７・８年度職員採
用試験実施計画』に沿っ
て、各種試験を実施し、
新規採用者を確保するこ
とができた。また、職務
経験者試験のＳＰＩ試験
にテストセンター方式を
取り入れたことで、受験
者の利便性の向上に加え、
職員の負担軽減及び業務
の効率化を図ることがで
きた。

職員課 設定者 課長 活田 浩久
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• 採用説明会への参加や学
校訪問等により学生の
ニーズ把握に努め、技術
職向けに専用のパンフ
レットを作製した。

• 人事評価については、勤
勉手当や昇給への反映に
ついて、職員が働きがい
を実感でき、高いモチ
ベーションを持てるよう、
よりメリハリの利いたも
のへと見直すことができ
た。

すべての職員が活躍し能
力を発揮できるよう職場
環境を整備する。

• 働き方改革の推進
• 職員の健康管理等に関

する取組の強化

① 多様で柔軟な働き方の検
討・導入

② 高齢期職員の活躍推進
③ メンタルヘルス対策の推

進
④ ハラスメント対策の推進

• 今年度からフレックスタ
イム制を導入し、多様で
柔軟な働き方を推進した。

• ハラスメント対策の強化
については、職員向けに
カスタマーハラスメント
の対応指針と対応マニュ
アルを策定した。

職員課 設定者 課長 活田 浩久
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質の高い行政サービスを
提供する。

効率的・効果的な行政経
営を推進する。

• 給与等の適正化
• 業務の効率化や業務改

善の推進

① 定員の適正管理
② 国・県・近隣市との均衡

を考慮した給与等の見直
し

③ 研修を業務にフィード
バックする取組の強化

④ ＤＸを活用した業務改善

• 給与等の適正化について
は、職員組合と協議を重
ねながら、人勧や県人勧
を踏まえた適切な対応を
行った。

• 庶務事務システムと人事
給与システムのリプレイ
スを実施し、各種届出等
の電子化によるペーパー
レスの推進や新たに出退
勤の打刻を導入すること
により、勤怠管理の適正
化を図ることができた。

職員課 設定者 課長 活田 浩久
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人権を尊重し、多様性を
認め合う人権教育・啓発
の推進

人権教育・啓発に関する
研修、講座、イベントの
実施

• 多様性を尊重する、市
民の人権意識の高揚を
図る。

• 講座参加者の満足度、
理解度の向上を目指す。
（満足度80％以上を維
持する。）

• 人権教育・啓発指導者養成
講座（７月）

• 人権教育・啓発指導者研修
会（８月）

• じんけんフェスタ（11月）

• 人権教育・啓発指導者養
成講座及び同指導者研修
会を開催。昨年に比べ若
干参加者は減少したが、
講座の満足度は８０％以
上を維持できた。

• じんけんフェスタにおい
ては、市内中学生及び高
校生から多数の人権作文
やポスター等の応募作品
を得て、市民全体で人権
について考える機会を創
出した。

男女が共に個性や能力を
発揮することができる共
同参画社会づくりの推進

ワークライフバランスを
推進し、あらゆる分野で
の政策・方針決定過程へ
の女性参画の拡大をめざ
す。

• 岩国市内におけるワー
クライフバランスに取
り組む事業者の登録数
を増やす。

• 女性活躍推進の気運の
醸成を行う。

• 市内事業者に対しアドバイ
ザー派遣を実施する。

• 市内企業と連携し、女性活
躍推進に向けた講座を実施
する。

• 市内２事業者に対しアド
バイザー派遣を実施し、
ワークライフバランスに
取り組む事業者の登録数
を増やすことができた。

• 令和７年度は初めて市民
を対象に加え、市内企業
と市民参加による女性活
躍推進セミナーを開催し
た。

人権課 設定者 課長 岡原 隆光
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男女が健康で安心・安全
に暮らせる社会づくりの
推進

岩国市ＤＶ対策基本計画
の推進

• ＤＶ相談窓口の周知を
図り、市民に寄り添い
相談に対応する。

• ＤＶ防止に向けた取組
の実施

• 広報やホームページ、ＳＮ
Ｓ等あらゆる機会を通じて
相談窓口の周知を図る。

• ＤＶ防止にむけた講座の実
施

• ＤＶの被害に遭っても我
慢したり相談できずにい
るケースが多く、広報や
ホームページ、ＳＮＳ等
あらゆる機会を通じて相
談窓口の周知を図った。

• 保育園での読み聞かせや、
中学生や学生を対象とし
たデートＤＶ講座を実施
した。

人権課 設定者 課長 岡原 隆光
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公平、公正で適正な入
札・契約事務の執行

公平、公正な入札制度
の調査・研究

入札の公平性及び公正性
の向上

入札及び契約事務の調査・研
究、及び関係機関等との連携

• 県内の発注機関と連携し、
入札制度や建設工事に係
る各種制度の状況を共有
した。

• 他自治体の契約事務の状
況を参考とし、本市の契
約事務手続きの見直しを
行った。

契約監理課 設定者 課長 藤澤 政博
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公共事業に必要となる用
地を円滑に取得する。

事業担当課から提出さ
れた用地取得計画書に
基づき着実に用地を取
得する。

• 地権者に信頼されるよう用
地交渉のスキルの向上を図
る。

• 地権者が気軽に相談できる
よう環境を整える。

• 補償基準に基づき適正な補
償金額を算定する。

• 各種研修会へ参加する。
• 職員同士の情報共有を図り、

意見交換を活発に行う。
• ＨＰに掲載している用地買収

業務に関する情報を更新する。
• 用地買収等に係る不動産につ

いて、適正な価格を算出する。

• 取得する用地の価格を
決定する不動産評価委
員会において、３２件
の議案を提案し、承認
を受けた。

• 各事業課より依頼を受
けた６７件の用地取得
を計画通りに行った。

• フリーアドレスデスク
導入に伴い、情報共
有・意見交換などしや
すい環境となった。

用地課 設定者 課長 沖村 雅洋
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土地取引等に関する事
務・手続を適正に行う。

• 法令に基づく事務
手続や調査等の実
施

• 地籍調査事業の計
画的な推進

• 地籍調査成果品等
の維持管理及び適
正な利活用

• 土地開発公社の適
正な管理

• 国土法や公拡法などに係る
事務処理を適正かつ円滑に
行う。

• 事業担当課と連携して地籍
調査事業の推進を図る。

• 老朽化した地籍調査成果品
のデジタル化の推進を図る。

• 用地の先行取得に係る事務
処理を適正に行う。

• 関係部署との連携を密にし、
課題や問題点について組織的
に取り組む。

• デジタル技術を用いた維持管
理を進める。

• 資金の調達、資産の運用の効
率化を図るとともに業務改善
の検討を進める。

• 地籍調査の結果、新た
に認証を受けた錦町大
原地区の一部（約７０
筆）の地籍図データを
地図情報システムに取
り込むほか、法務局よ
り届く登記済み通知の
修正を行った。

• 老朽化した地籍調査資
料のうち由宇地区の一
部のデジタル化を進め
た。

• 土地開発公社において
インターネットバンキ
ングを導入しており業
務の効率化を進めた。

用地課 設定者 課長 沖村 雅洋
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

「逃げ遅れゼロ」の実現に向けた取組を推進します。

総務部（防災危機管理担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 防災危機管理担当部長 廣田 雅之

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

発災又はおそれがある時
には適切な情報収集のも
と早めの避難を、平時に
は災害に対する備えを促
す。

• 災害発生の予測
• 確実な情報伝達
• 自主防災組織の育
成・強化

• 避難行動に関する支
援

• 適時適切に避難情報を
発令する。

• 自主防災組織を育成・
強化し地域防災力の向
上を図る。

• 自ら避難することが困
難な避難行動要支援者
に対して支援する。

• 気象情報等の収集、分析を
行い、状況に応じた発令を
行う。

• 自主防災組織の活動支援や
防災講話等による防災意識
の醸成を図る。

• 個別避難計画の作成を推進
する。

• 適時適切に避難情報を発
令することができた。

• 例年どおり防災講話を開
催するとともに、地域防
災リーダー養成研修では
初めての取り組みとして
避難所開設訓練を実施し、
防災力の向上を図ること
ができた。

被災者が一定期間滞在す
ることができる避難所に
おける良好な生活環境の
確保を図る。

• 避難所の生活環境改
善

• 適切な避難所運営

• 避難所の良好な生活環
境を創出する。

• 効率的に円滑な避難所
運営が実施できるよう
体制等を整える。

• 生活環境改善に必要な資機
材や備品を整備する。

• 避難所の開設、運営マニュ
アルを作成し、避難所開設
訓練を実施する。

• 避難所の良好な生活環境
を確保するため、資機材
を整備した。

• また、整備した資機材を
活用し、避難所開設訓練
を実施した。

消防団が多様化する災害
に対して、迅速かつ柔軟
に対応できるよう体制、
環境を整える。

• 施設、備品の計画的
な更新

• 消防団員の確保
• 消防団組織の再編

• 災害対応に支障をきた
さないよう施設、備品
を適切に管理する。

• 地域に密着して多様な
災害に対応できるよう
組織の再編や団員の確
保を図る。

• 老朽化した施設、備品を計
画的に更新する。

• 処遇改善や多様な媒体によ
る情報発信等を行い、団員
の確保を図る。

• 消防団組織の適正な規模や
配置等を再検討し、再編計
画を策定する。

• 計画通りに消防車両等を
更新することができた。

• 折り込みチラシやイベン
ト等での募集チラシ配布
等により、３０人以上の
新入団員を確保した。

• 持続的な運営と迅速な災
害対応、さらに団員の負
担軽減につなげるため、
組織再編に関する基本方
針を定めた。

危機管理課 設定者 課長 藤村 聡明



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

総合計画の将来像の実現
に向け、効果的な施策を
計画的に推進する。

総合計画の基本目標に
沿った施策を計画的に推
進していくため、まちづ
くり実施計画を策定する。

重要度、緊急度、事業効
果等を勘案し、総合計画
や総合戦略に掲げる施策
の実現に資する事業を優
先的に採択する。

• 総合計画や総合戦略における
事業の位置付け及び優先度・
緊急度を明らかにする。

• 財政フレームの投資一般財源
の範囲内で事業を選択する。

総合計画や総合戦略に基
づき、優先順位の高い投
資政策的事業を採択した
「まちづくり実施計画」
を策定し、令和８年２月
に公表した。

計画期間が終了する第２
次総合戦略に代わる、第
３次総合戦略を令和７年
度末までに策定する。

第２次総合戦略の成果や
課題を整理した上で、今
夏に国がまとめる地方創
生２．０の基本構想も踏
まえたものとする。

各課からの意見を取りまとめ、基
本目標や施策等の体系を構築しな
がら、適切な数値目標を設定する。

現総合戦略の成果や課題
を整理した上で、国の地
方創生２.０の基本構想も
踏まえた第３次総合戦略
を令和８年３月に策定し
た。

総合計画及び総合戦略に
掲げる目標を達成するた
め、進行管理を厳格に行
う。

総合計画や総合戦略にお
ける各種取組に対する進
捗を検証し、その状況を
公表する。

総合計画の目標年次にお
ける「達成度を測る指
標」や総合戦略における
「数値目標」「ＫＰＩ」
等の達成状況を確認し、
取組の進捗を検証すると
ともに、その状況を公表
する。

• 指標・数値目標・ＫＰＩの実
績等を取りまとめ、進捗状況
を検証する。

• その検証結果を各課にフィー
ドバックするとともに、ＨＰ
等で進捗を公表する。

総合計画及び総合戦略に
おける令和６年度の達成
度を測る指標や数値目標
等を検証し、進捗状況を
ＨＰで公表した。

政策企画課 設定者 課長 田中 雅彦
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

大規模事業等について、
役割分担のもと県や国に
よる事業化を実現する。

各課の要望を取りまとめ、
国に対しては自民党要望
を、山口県に対しては県
予算要望を行う。

市では実施が困難な大規
模事業等について、国や
県に対して適切な要望活
動を行い、国家予算や県
予算での事業採択・実施
を目指す。

• 各課からの要望を要望書に
取りまとめ、国及び県に対
して要望活動を行う。

• 要望に対する県等の対応方
針の回答を確認し、各課に
情報共有を行う。

各課からの要望を取りまとめ、
重点要望項目等を整理し、国
や県による事業採択・実施に
向けて、県及び自民党へ要望
を行った。

広域行政を推進し、圏域
全体の一体的な発展を図
る。

広島広域都市圏における
連携事業を活用し、本市
の情報を積極的に発信す
る。

広島広域都市圏の市町と
連携して取り組むことで、
圏域内の交流を促し、圏
域全体の発展と本市の活
性化を目指す。

関係団体や庁内関係課に対し、
圏域で実施するイベント等へ
の参加を促すとともに、事業
実施の調整を図る。

広島広域都市圏における取組
について、庁内外に参加を促
すとともに、職員の人事交流
による共同研修を実施した。

基幹統計に係る事務・手
続を正確に行う。

国勢調査、経済センサス
（活動調査）等の実施

調査員・指導員を指導し、
対象者からの問合せに適
切に対応できるよう調査
内容を正確に把握する。

調査期限内に調査票を回収し、
正確に調査票が記入されてい
ることを確認した上で集計を
行い、期限内に関係省庁に提
出する。

調査員・指導員に対し、分か
りやすい資料を作成して説明
を行うなど指導を行い、期限
内に関係省庁に調査票を提出
した。

政策企画課 設定者 課長 田中 雅彦
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

持続可能な行政経営を行
うため、一般財源の状況
を把握した上で、その確
保及び適切な配分に努め
ます。

一般財源の状況を把握し、
投資政策的経費に適切に
一般財源を配分する。

投資政策的経費に配分す
る一般財源を確保しなが
ら、持続可能な行政経営
が行えている。

• 財政計画を踏まえ、今後の
一般財源の見通しを把握す
る。

• 今後の一般財源の状況を勘
案しながら、投資政策的経
費に一般財源を配分する。

• 令和７年１１月に見直し
を行った財政計画を踏ま
え、今後の一般財源の見
通しを把握した上で予算
編成に取り組んだ。

• 令和８年度当初予算にお
ける投資政策的経費の一
般財源は、見直し後の財
政計画におけるその一般
財源を下回り、目標を達
成することができた。

財政課 設定者 課長 永迫 大士
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市債については、将来負
担の軽減を図るため発行
の抑制に努めるとともに、
発行する場合には、財政
的に有利な普通交付税算
入率の高いものの活用に
努めます。

市債を発行する場合は、
普通交付税算入率の高い
ものを活用する。

市債を発行する場合には、
普通交付税算入率の高い
ものの活用に努めること
により、一般財源の負担
を軽減することで、将来
に向けて一般財源を確保
する。

予算編成時に財政的に有利な
市債が活用できないか十分に
検討し、活用可能なものにつ
いて、市債を充当する。

• 令和７年度の補正予算や
令和８年度の当初予算に
おいて、普通交付税への
算入率が高い合併特例債
や過疎対策事業債などに
加え、緊急防災・減災事
業債や緊急自然災害防止
対策事業債、緊急浚渫推
進事業債など、財政的に
有利な市債の活用を図っ
た。

• また、将来負担の軽減の
ため財政計画において、
市債発行の抑制を図るこ
ととしていた。令和８年
度当初予算における令和
８年度末市債残高が、見
直し後の財政計画におけ
る市債残高を下回り、目
標を達成することができ
た。

財政課 設定者 課長 永迫 大士
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

公有財産の総括的な管理
を行い、未利用財産の有
効活用に向けた取組を行
う。

総括的に公有財産の管理
状況を把握するとともに、
未利用財産については有
効活用に向けて、貸付け
や処分等を財産所管課と
連携し行っていく。

① 公有財産の取得・処
分・活用状況や備品
の管理状況が把握で
きている。

② 財産に関しての保険
手続を適正に行い、
不測の事態に備える
ことができている。

③ 未利用となっている
財産の有効活用が図
れている。

① 公有財産管理システムに
ついて、各課からの異動
報告や照会結果を適宜反
映し、公有財産の一元的
な管理を行う。

② 市が保有する建物や工作
物、備品について、異動
を反映するとともに、事
故発生時において適切な
保険手続を行う。

③ 未利用財産について財産
所管課と連携し、貸付け
や処分等、利活用に向け
た検討や手続を進める。

① 財産所管課からの財産の
異動、貸付けや処分等の
情報を逐一公有財産管理
システムに反映させ、市
有財産の一元管理を行っ
た。

② 各課からの依頼に基づき
保険加入・解約手続きを
行い、事故発生時にも随
時適切に保険対応手続き
を行うことができた。

③ 「未利用財産の利活用に
関する基本方針」に基づ
き未利用財産の調査を
行った。利活用状況のリ
ストを作成し庁内で情報
共有し、貸付け、庁内利
用や売払いの要望があっ
た際に活用するとともに、
入札等候補地について財
産所管課との協議を行っ
た。

施設経営課 設定者 課長 沖本 貫志
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安心安全で次世代に負担
をかけない公共施設を目
指して、質と量の最適化
に計画的に取り組む。

岩国市公共施設個別施設
計画に沿って、公共施設
の質と量の最適化を目指
し、計画性を持って着実
に実行する。

① 人口や施設の利用実
態に対し、施設の量
が最適である。

② 多様化する市民ニー
ズの把握・分析、施
設の計画的保全や健
全な管理運営が行わ
れ、施設の質が最適
である。

① エリア別公共施設アク
ションプログラムに沿っ
た取組への支援を行い、
重点的かつ効率的に公共
施設の再編・再配置を進
める。

② 中長期的な視点による財
政支出の平準化や、ライ
フサイクルコストの縮減
を図りながら建物や設備
の計画的な改修・更新等
を進めるため、予防保全
の観点を含む公共施設保
全計画の策定に向けた取
組を行う。

③ 効果的、効率的な施設の
管理運営のため、指定管
理者制度や使用料等の見
直しに向けた取組を進め
る。

④ 施設の安全確保に向け、
施設管理者への日常点検
等の実施の周知を図る。

① 関係課へのヒアリングや
個別案件の相談等を通し
て、進捗状況や課題を整
理し、対応案の検討や協
議・検討の結果に応じた
施設の方向性の変更を
行った。

② 施設の劣化状況評価や機
能性評価を基にした改修
の優先順位を整理し、長
寿命化の基本的な考え方
や改修内容を示した公共
施設保全計画を策定した。

③ 指定管理者制度について、
関係課への研修会、ガイ
ドラインの改正、仕様書
の見直し等を行った。使
用料見直しについて、関
係課への説明会やヒアリ
ング等を行い、使用料見
直しに関する基本的な考
え方を整理した基本方針
を作成した。

施設経営課 設定者 課長 沖本 貫志
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総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

④ 施設管理者に向けて、法
定点検や日常点検の実施
について、周知を図った。
また、改定した自主点検
の手引きを基に説明会を
実施した。

施設経営課 設定者 課長 沖本 貫志
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総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

効率的・効果的な公共交
通サービスの構築

地域内支線の維持・確
保・デマンド交通等への
見直しを行う。

• 地域の要望、施設の移
転・廃止に合わせた路
線の見直し等を行う。

• 運行効率の悪い路線の
見直しを行う。

• 路線の見直し等
• デマンド（予約乗合）化

• 美和病院の移転開院にあ
わせて、生活交通バスの
路線の追加を行うととも
に、利用が少ない生活交
通バスや過疎地域乗合バ
ス路線の見直しを行った。

• 予約乗合タクシーは、新
たな需要を踏まえ、南北
河内地区の運行エリアを
拡大した。

効率的・効果的な公共交
通サービスの構築

鉄道のより一層の利用促
進と在り方の検討を行う。

• 利用促進による利用人
数の増加を図る。

• 錦川清流線の方向性に
ついて検討を行う。

• 錦川鉄道㈱が実施する錦川
清流線の無料乗車イベント
の支援

• 全国鉄道資源活性化サミッ
トの開催

• 錦川清流線あり方検討（錦
川清流線が運行することに
より生み出している様々な
効果検証など）

• 左記２イベントを１０月
に開催し、相乗効果によ
り錦川清流線の新規利用
者の獲得を図った。

• 錦川清流線の方向性につ
いては、３年にわたる
様々な視点からの分析・
検証を総合的に勘案した
結果、令和８年度からは
「みなし上下分離方式」
を導入し、鉄道を存続さ
せることとした。

交通政策課 設定者 課長 秋友 康伸

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

公共交通を守り育てる意
識の醸成・体制づくり

効果的なモビリティ・マ
ネジメントを推進する。

公共交通を利用する意識
を高める。

• パンフレットの更新・配布
• 乗り方教室の実施
• 外国語表記でのモビリ

ティ・マネジメント

• 既存の時刻表や地図を４
月と１０月に更新・配布
し、各パンフレットは随
時、更新・配布した。

• 小学生を対象にバスや船
の乗り方教室を実施した。

• 市内のバスの乗り方を紹
介する英語表記でのパン
フレットを作成・配布し
た。

公共交通を守り育てる意
識の醸成・体制づくり

公共交通の担い手を確保
する。

公共交通の安全な運行を
担う運転士の確保のため、
支援を行う。

• 第二種運転免許取得の助成
• 運転士就職奨励金の支給

• 第二種運転免許取得の助
成及び運転士就職奨励金
の支給を行い、市内交通
事業者の運転士の確保を
図った。

交通政策課 設定者 課長 秋友 康伸

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

課税客体の適正な把握に
努め課税誤りのない状態
を目指す。

• 相互チェック体制の
確立

• 研修会等への積極的
な参加

• 次期固定資産評価替
えへの準備

• 経験年数に関わらず適
正な課税が遂行できる。

• 課税誤りをなくす。
• 次の固定資産評価替え

に向けての体制整備が
できている。

• 研修会参加への勧奨
• 班内研修の実施
• 指導の強化
• 固定資産評価替え作業の経

験のない職員の育成

• 研修会には積極的に参加
し、法令や実務について、
研鑽している。

• 相互チェックは実施して
おり、より良い方法がな
いか引き続き検討してい
る。

• 固定資産評価については、
経験のない職員にも積極
的に評価作業をさせ、次
期評価替えに向けて準備
を進めている。

税制改正を適正に賦課に
反映させる。

• 課内における税制改
正の周知

• 班内研修、ミーティ
ングの実施

• 税制改正について賦課
内容が理解できている。

• 参考図書等の供覧により知
識を増やす。

• 月１回班内研修の実施

• 国からの資料や参考図書
を供覧することにより、
税制改正について周知し、
理解を深めている。

• 課内会議や各班における
班内ミーティング、研修
などを通じて、スキル
アップを図ることができ
た。

課税課 設定者 課長 廣重 達士

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

納税者に対して賦課内容
を分かりやすく説明する
ことができる。

• 業務マニュアルの充
実及びアップデート
の実施

• 賦課に対する情報共
有

• 個々の知識等のレベル
アップが図れている。

• 問合せに対して適正な
回答ができる。

• 過去のノウハウを活かしマ
ニュアルについては随時
アップデートを実施する。

• 困難な案件について課内で
の情報共有を課内会議時に
実施する。

• 業務マニュアルについて
は、随時アップデートす
ると共に、必要に応じて
新規に作成することによ
り、充実を図ることがで
きた。

• 困難な案件や問題案件等
については、課内で情報
共有し、個々の知識や対
応力のレベルアップを
図った。

課税課 設定者 課長 廣重 達士

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安定的な財源の確保 市税収納率の向上 • 現年度市税収納率
概ね９９％

• 滞納繰越市税収納率
概ね３０％

• 納税者の現状を踏まえて納
税相談を通じ、現年度納期
内納付を推進する。

• 財産調査を行い、適切な滞
納処分もしくは滞納処分の
執行停止を実施する。

• 収納班と滞納整理室が合
同で、現年度未納者に対
し、納税折衝や催告を行
い、現年度納付を推進し
た。

• 預貯金電子照会システム
により、機動的に財産調
査を行い、滞納処分もし
くは執行停止の見極めを
行うことができた。

未収金対策の強化 現年度未収金の縮減 現年度市税収納率の向上
を図る。

新たな滞納を防止するため、
現年度分の納期内納付への取
組を推進する。

• 累積滞納者を含まない現
年度未納者に対し、収納
班と滞納整理室合同で集
中的に催告及び滞納処分
を執行した。

徴収の公平性の確保 • 職員個々のスキル
アップ

• 円滑な業務遂行のた
めの基盤づくり

• 納税者の現状を適切に
把握し、納税意欲向上
に向け丁寧に対応する
とともに、適切な滞納
整理により税負担の公
平性を確保する。

• 職員の業務の平準化

• 各種研修の受講等により職
員個々のスキルアップを図
る。

• 関係機関との連携をより一
層強化し、組織的な収納体
制の強化を図る。

• 職員の業務分担に偏りが生
じないような各班・室の体
制構築を図る。

• 収納班と滞納整理室職員
にまんべんなく各種団体
の研修を受講させ、さら
に個々のスキルアップを
図ることができた。

• 警察官や県税事務所職員
に滞納者宅・店舗の捜索
に立ち会っていただき、
国税とも意見交換を重ね
関係を深化し、連携強化
を図ることができた。

収税課 設定者 課長 松林 武久

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

• 各班の業務の見直しを随
時行いながら、平準化を
図った。

収税課 設定者 課長 松林 武久

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 松尾 佳一
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

デジタル技術を戦略的に活用することで、行政サービスの質と効率性を向上させ、持続可能な市民生活とまちづくりを推進し
ます。さらに、組織内の連携を強化し、市民に対してより良いサービスを提供することに尽力します。

総合政策部（デジタル改革担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 デジタル改革担当部長 岡田 淳

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

デジタル技術を活用して
事務事業の効率化及び市
民サービスの向上を図る。

• デジタル技術の積極
的な活用

• 新たにデジタル技術
を導入する業務担当
課の支援

• 導入済みのデジタル
技術の普及促進及び
改善

• デジタル人材の育成

• 岩国市デジタル化推進
計画に基づき事務事業
のデジタル化を着実に
進める。

• 各課がデジタル技術を
導入するに際して、円
滑に導入できるよう支
援する。

• 導入済みのデジタル技
術を円滑に運用し、活
用者数の増加を図ると
ともに、利用者の要望
等を踏まえ、随時見直
しを行う。

• 職員の所属や職位に応
じて身につけるべきデ
ジタル技術の知識、能
力、経験等を設定した
体系的な人材育成を行
う。

• 国の政策や情報通信技術の
動向を踏まえ、岩国市デジ
タル化推進計画の見直しを
行い、事務事業のさらなる
デジタル化を図る。

• 特に防災、危機管理の分野
におけるデジタル化に取り
組む。

• 各課が実施する窓口サービ
ス、要介護認定、保育園等
業務、集団けんしん予約な
どのデジタル化を支援する。

• キャッシュレス決済機能を
有するＰＯＳレジに決済手
段を追加するとともに、導
入済みのデジタル技術の活
用者数増加を図る。

• 研修会の開催等を通じて人
材育成を行う。

• 岩国市デジタル化推進計
画の見直しを行い、事務
事業のデジタル化に向け
ては、幅広い知識を持っ
たデジタル人材の育成が
重要であることを明確化
した。

• 要介護認定、保育園等業
務へのデジタル技術導入
を支援し、デジタル化を
実現した。

• 遠隔接客システムの運用
見直しや、キャッシュレ
ス決済機能を有するＰＯ
Ｓレジに決済手段を追加
することで市民サービス
の向上を図った。

• 新たな取組として、民間
企業への短期派遣研修を
行うなど、デジタル人材
の育成に向けた各種研修
を実施した。

デジタル推進課 設定者 課長 甲斐野 達哉
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

デジタル技術を戦略的に活用することで、行政サービスの質と効率性を向上させ、持続可能な市民生活とまちづくりを推進し
ます。さらに、組織内の連携を強化し、市民に対してより良いサービスを提供することに尽力します。

総合政策部（デジタル改革担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 デジタル改革担当部長 岡田 淳

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市役所内の各種情報シス
テムを安定的に稼働させ
ることで持続的に質の高
い行政サービスを提供す
る。

• 稼働中システムのメ
ンテナンス

• 更新時期を迎える情
報システムの更新

• 現在稼働中の多岐にわ
たる情報システムを持
続的、安定的に稼働さ
せる。

• 更新時期を迎える各種
システムの更新を関係
各課及び関係業者と連
携して円滑に行う。

• 情報システムの関係各課及
び保守担当業者と連携を密
にし、安定的に稼働させる。

• 標準準拠システムへ移行済
みの基幹系システムの安定
稼働に努めるとともに、未
移行の基幹系システムにつ
いて、円滑に移行できるよ
う、関係各課及び関係業者
と連携を密にする。

• 複合機の更新、新情報シス
テム基盤の拡張などを実施
する。

• 関係各課、保守担当業者
と連携し、大きな問題も
なく情報システムを安定
稼働することができた。

• 標準準拠システム未移行
のシステムについて、円
滑に移行できるよう関係
各課及び関係業者と調整
を行った。

• 本年度実施予定の複合機
の更新、新情報システム
基盤の拡張など各種業務
を計画通り実施した。

デジタル推進課 設定者 課長 甲斐野 達哉
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

デジタル技術を戦略的に活用することで、行政サービスの質と効率性を向上させ、持続可能な市民生活とまちづくりを推進し
ます。さらに、組織内の連携を強化し、市民に対してより良いサービスを提供することに尽力します。

総合政策部（デジタル改革担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 デジタル改革担当部長 岡田 淳

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

行政経営改革プランの推進 行政経営改革プランの行
動計画における年度計画
を着実に実行する。

令和７年度の達成状況の把
握、成果の検証において、
「順調」とした項目７０％
以上を目指す。

行動計画の取組に係る主担当部
署への働きかけ、達成するため
の支援、進捗管理を行う。

• 主担当部署への働きかけ、
支援、進捗管理を行い、
目標達成に向けた体制を
維持した。

• 「順調」とした項目が
７１．４％となり、設定
した目標を達成した。

窓口業務の効率化・サービ
スの質の向上

• 窓口担当課が窓口支援
システムを円滑に運用
できるよう支援する。

• 市全体の業務改善の取
組を支援する。

• 窓口支援システムを使用
することで、各課のバッ
クヤードの事務処理時間
を短縮する。

• 便利で質の高いサービス
を提供することで、市民
の手続に係る時間を短縮
する。

• 窓口最適化検討会議を開催し、
各窓口担当課業務の調整及び
連携を支援する。

• 行政運営の効率化やデジタル
ツールを用いた業務改善の方
法を検討し、市全体の業務改
善を支援する。

• 導入したツールの見直しと運
用を再確認する。

• 窓口最適化検討会議で洗い
出した課題について、各課
と連携し解決に向けた取組
を進めた。

• 窓口支援システムの帳票登
録・改訂支援を継続的に実
施し、システム活用の定着
を図った。

事務執行の適正化 財務に関する事務を対象
とした地方自治法に基づ
く内部統制制度の導入に
向け、制度や事務を行う
上でのリスクと対応策等
について周知を図る。

財務事務を行う上でのリス
クと対応策の周知が図られ
る。

• 財務事務におけるミスを防止
するための学習機会を設ける。

• 財務事務を行う上でのリスク
と対応策を整理し、周知を図
る。

• 財務事務のセルフチェック
を目的に全職員に対してe-
ラーニング形式の研修を実
施した（延べ８５２人）。

• 事務ミス防止や業務マニュ
アル作成の研修を企画・実
施した。

• リスクチェックに関する資
料を配布し、対応策の周知
を図った。

行政改革室 設定者 次長 林 優子



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

「基地との共存」を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 石本 英二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安心・安全対策の推進 安心・安全対策（４３項
目）の要望のうち、未達
成項目の進展を図る。

未達成項目の実現あるい
は実現に向けた協議が進
展している。

1. 基地外居住者の居所の明
確化

2. 日米地位協定の見直し・
運用改善
・損害賠償手続の迅速化
・被疑者の起訴前の拘禁
移転

3. 住宅防音工事に関する制
度の拡充
・対象区域の拡大
・対象施設の事務所・店
舗等への拡大

1. 実態を把握できるよう山
口県基地関係市町連絡協
議会として要望を行った
が進展がなかった。

2. 渉外知事会等を通じ、早
急な見直しなど、重点的
に要望を行った。日米両
政府に関わる全国的な課
題であるため、粘り強い
取組が必要である。

3. 現在行われている第一種
区域等（対象区域）の見
直しに当たっては、空母
艦載機の滞在時や外来機
による訓練等を考慮する
こと、また、昨年９月に
実施されたFCLPの影響
を対象区域見直しに反映
するよう要請した。

基地政策課 設定者 課長 岡田 雅敏
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

「基地との共存」を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 石本 英二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

４．事務所・店舗への拡大に
ついては、昨年１０月、
国から、住宅併設の事務
所・店舗等が新たに対象
となる旨の説明があり、
一定の要件は付くものの
制度実現の見通しとなっ
た。

基地政策課 設定者 課長 岡田 雅敏
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

「基地との共存」を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 石本 英二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

航空機の騒音軽減や事故
防止

1. 岩国基地への申入れ
2. 航空機騒音の測定、

集計、分析による実
態把握

3. 岩国日米協議会の
「確認事項」の見直
しに関する協議の継
続

1. 岩国基地への申入れ
の減少
①飛行運用において、
市民生活への配慮が
なされている。

②航空機事故等が発生
していない。

2. 騒音測定データ及び
分析が騒音対策に有
効に活用され、市民
へ適切に情報提供さ
れている。

3. 「確認事項」の見直
しが、日米双方の合
意によりまとまる。

1. 事故の発生はもちろん、
騒音苦情の増加や飛行運
用に問題がある場合、岩
国基地へ申入れを行う。

2. 市が設置する騒音測定器
による計測、基地情報提
供協力員及び基地政策嘱
託員からの情報に基づき、
騒音に関する的確な情報
整理や分析を行うととも
に、ＨＰ等を通じ、市民
への情報提供を適切に行
う。

3. 国や米軍と「確認事項」
の見直しについて、継続
して協議を行う。

1. ２．市が設置する騒音測
定器、情報提供協力員及
び嘱託員による情報を整
理、分析し、ＨＰ等によ
り適切に情報提供を行っ
た。また、盆・正月等の
飛行自粛要請や時間外運
用、騒音苦情件数の増加
等の問題がある運用に対
する申し入れを行った。
騒音状況は、空母艦載機
移駐後における平均的な
水準であり、大きな航空
機事故は発生していない。

3. 当見直し協議自体に進展
はなかったが、基地に関
する問題が生じた場合に
は、その都度基地側と解
決に向けた協議を行うな
どした結果、支障は生じ
なかった。

基地政策課 設定者 課長 岡田 雅敏
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

「基地との共存」を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 石本 英二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

米軍構成員等による事件、
事故の防止

1. 米軍構成員等による
事件・事故防止のた
めの予防対策の実施

2. 事件・事故等の発生
した場合の申入れ等
の適切な対応

米軍構成員等による事
件・事故等が発生してい
ない。

1. 米軍構成員等による事
件・事故を未然に防止す
るための取組を行う。
①ビデオメッセージの活
用などセーフティブ
リーフィングの実施

②安心安全共同パトロー
ルの実施

③その他、他部署が行う
安心安全啓発事業に対
するサポート

2. 事件・事故等に対する再
発防止等の申入れ

1. 米軍構成員等による事
件・事故を未然に防止す
るため以下の取組を行っ
た。

① 市長のビデオメッセージ
を基地内で活用してもら
い、事件・事故防止の啓
発を図った。

② １２月１２日に安心安全
共同パトロールを実施し
た。

③ 交通事故防止のため、
セーフティドライビング
スクールの実施をサポー
トした。

2. 事件・事故の発生に対し
て、状況に応じて、綱紀
の保持と実効性のある再
発防止策の徹底を要請し
た。

基地政策課 設定者 課長 岡田 雅敏
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

「基地との共存」を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 石本 英二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

その他、基地に関する諸
問題への適切な対応

その他、基地に関する継
続案件や年度を通じて生
じる諸問題について、個
別・具体的に迅速かつ適
切な対応を行う。

基地に起因する諸問題へ
の市民の不安に対し、必
要な情報提供がなされて
おり、問題がある場合は、
国や米軍に対し申入れ等
の適切な対応が行われて
いる。

1. 継続案件について、関係
機関・部署と連携し、進
展を図る。

【継続案件の主なもの】
①地元の意向、航空機の運
用実態等を考慮した第一種
区域等の見直しに向けた協
議

②５ｈａ返還（昭和町藤生
線）協議の進展

③ごみ露出・燃料施設整備問
題への状況把握及び対応

2. 年度を通じて生じる諸問
題への迅速かつ適切な対
応

1. 以下の対応を行った。
① 現在、国において見直し

作業中であり、国から説
明があった際には、これ
までの要望を踏まえ、
しっかり確認する。

② 返還だけでなく共同使用
も視野に入れ、国に協議
の加速化と測量調査の実
施を求め、現在、国と米
側で調整が進められてい
る。

③ ごみ露出問題については、
露出自体の改善はなされ
ているが、今後も注視す
る。燃料施設整備に関し
ては、国に情報提供を求
めているが、一部入札情
報以外進捗が見られない。
引き続き状況把握に努め、
問題があれば適切に対応
する。

基地政策課 設定者 課長 岡田 雅敏

5/6



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

「基地との共存」を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 石本 英二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

2. 市民生活への影響、不安
が懸念される運用（米軍
関係者による事件、外来
機の飛来による訓練等）
について、案件ごとに国
から説明を受け、要請・
情報提供を適切に行った。
FCLP実施の際は、容認
できないという市の基本
方針を堅持し、訓練前後
にわたり国へ中止要請や
抗議を行った。

基地政策課 設定者 課長 岡田 雅敏
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

窓口業務のサービス向上とともに、市民が地域活動へ積極的に携わり、多様な主体と、つながり・支えあう、協働による安
心・安全な地域づくりに取り組みます。

市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 河村 憲二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

誰もが協働参画できる環
境づくり

活動団体の育成支援 中間支援機能の強化を図
り、多様なネットワーク
を形成し、市民活動の自
立性・継続性の向上を目
指す。

•市民活動団体等のつながりや
相互活性化のための交流会や
スキルアップ研修等の開催

•みんなの夢をはぐくむ交付金
の活用推進及び交付団体の活
動状況の確認

•市民活動団体等の交流会を
３回、市民活動カフェ、そ
の他に講座や講演会を実施
した。

•市民活動の活性化と市民活
動団体の発掘・育成を図る
ため２７団体に交付金を交
付した。

参画しやすい環境整備 デジタル技術を活用しな
がら情報共有を推進し、
多様な世代が市民活動等
に参加しやすい環境を目
指す。

•市民活動の事例等を掲載した
情報誌や紹介パネル等の充実

•市民活動パートナー制度の周
知・情報発信の充実によるボ
ランティア活動の推進

•情報誌「ささえ」を３回発
行、ＨＰでの情報発信に加
えパネル展を実施した。

•ボランティアをしてみたい
方と探している団体が４組
結びついた。

地域を支えるひとづくり 協働意識の醸成 協働に関する情報を発信
するとともに、若者の協
働意識の向上を図り、自
治会加入率の向上を目指
す。

•学校を通じて取り組みやすい
ボランティア活動への若者の
参加促進

•社会情勢をとらえた自治会パ
ンフレット、加入促進マニュ
アルの更新

•市民活動カフェに高校生の
ボランティア８名に参加し
てもらった。

•自治会長向けのアンケート
結果による加入促進マニュ
アル更新の準備や宅建協会
加入業者へ加入促進のリー
フレットの配布を行った。

地域づくり推進課 設定者 課長 中田 誠
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

窓口業務のサービス向上とともに、市民が地域活動へ積極的に携わり、多様な主体と、つながり・支えあう、協働による安
心・安全な地域づくりに取り組みます。

市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 河村 憲二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

担い手の育成・人材活用 幅広い人材の育成・活用
に努め、事業者等による
社会貢献活動を促進する
とともに協働事業を展開
する職員の育成を目指す。

•地域活動の担い手を養成する
地域づくり・まちづくりの研
修会、講演会等の実施

•地域の多様な主体が地域課題
の解決に向けた協議を行う地
域づくりワークショップの開
催

•団体向けのまちづくりの講
演会、職員向けの研修会を
各１回実施した。

•開催には至らなかったが、
装港地区のワークショップ
に７回参加した。

開かれた地域経営の仕組
みづくり

自治力向上の支援 話し合いの場づくりを推
進し、自立した運営への
支援を行いながら安定し
た基盤の構築を目指す。

•地区自治会連合会による意見
交換の場として懇談会の実施

•自治会の負担軽減策の検討

•８地域自治会連合会長懇談
会を美和町（美川・本郷合
同）と由宇町で開催した。

•令和７年９月から市報の発
行が月２回から１回となり
自治会の負担軽減につな
がった。

地域づくり拠点の充実 拠点施設の整備充実に取
り組むとともに地域との
つながりの創出を図り自
主的な管理運営の推進を
目指す。

•コミュニティ集会所整備事業
補助による自治会等の支援

•地域課題解決のための学習活
動、実践活動の場の提供

•１３の自治会へ自治会が所
有する集会所等の増改築や
補修等に対する経費の補助
金を交付した。

•各供用会館や集会所を地域
イベントや学習活動等を実
施する場所として提供した。

地域づくり推進課 設定者 課長 中田 誠
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート
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市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 河村 憲二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域の魅力を守り、育み、
心豊かな暮らしづくり

移住・定住、都市部との
交流促進による持続可能
な地域の形成

体験交流を進めるととも
に地域団体によるイベン
ト等を支援し、都市部と
の交流、関係人口の増加
を目指す。

•農山漁村体験交流事業の推進
•効果的な情報発信の充実

交流・関係人口の拡大や中山
間地域の活性化への効果が期
待できる農山漁村体験交流事
業への支援や取り組みの自活
に向けた仕組みや体制づくり
などの支援を実施した。

「地域づくりは人づくり
から」～未来に繋げる人
材育成～

集落活動の支援や観光資
源の開発、地域情報の発
信を行いながら地域への
定住・定着を図る外部人
材の活用を目指す。

•地域おこし協力隊派遣事業の
推進

•集落支援事業の推進

•地域外人材の定住・定着を
図り地域力の維持・強化を
目的に由宇と柱島地域に各
１名を派遣、受入れ希望の
地域では募集を開始した。

•地域課題の解決に向け集落
対策に取り組む支援員を市
内で７名配置、配置希望の
地域では募集を開始した。

市民に信頼され親しみや
すい出張所業務の推進

迅速・丁寧・親切な窓口
サービスの提供

来庁者への接遇の向上や、
円滑な事務処理に向けた
業務改善を目指す。

•本庁関係課との連携
•出張所内及び出張所間での情
報や課題の共有

関係部署との連携や出張所間
での情報や課題の共有を図る
ことを目的に出張所会議を定
期的に開催した。

地域づくり推進課 設定者 課長 中田 誠
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート
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市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 河村 憲二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

消費者である市民の消費
者トラブル防止と解決の
ための取組を充実させま
す。

• 消費者への教育や啓
発活動の推進

• 消費生活相談等の取
組の充実

• 消費者トラブル防止の
啓発

• 消費者教育の推進
• 消費生活相談員の資質

向上
• 消費生活出前講座回数

の増加

• 消費者被害防止の啓発活動
• 消費生活出前講座の実施
• 消費生活相談の受付
• 消費者見守りネットワーク

協議会の構成組織との連携

• 小・中・高校卒業学年の
児童・生徒に対し、消費
生活に関する啓発物を配
布し、消費者としての意
識づけ、トラブル防止の
注意喚起を図った。

• 見守りネットワーク協議
会を開催し、連携強化を
図った。

• 相談業務の向上を図るた
め、各種研修会へ積極的
に参加した。

• 消費生活出前講座を
年１８回開催し、消費生
活相談受付件数も増加し

 た。

○消費生活相談件数
８０５件

くらし安心安全課 設定者 課長 髙宮 紀子
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

窓口業務のサービス向上とともに、市民が地域活動へ積極的に携わり、多様な主体と、つながり・支えあう、協働による安
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市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 河村 憲二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

犯罪が起こりにくい環境
づくりを推進するととも
に、犯罪被害者への支援
を行います。

• 防犯活動や防犯対策
設備導入の推進

• 犯罪被害者への支援
等の推進

• 街頭防犯カメラの適正
な運用

• 防犯灯電気料金の助成
• 防犯灯設置やLED化の

支援
• 刑法犯認知件数の減少
• 犯罪被害者支援の充実

• 防犯カメラ１７７台の適正
運用

• 自治会が設置する防犯灯関
連費用の助成

• 犯罪被害者等への相談支援

• 防犯カメラは適正に運用
されており、刑法犯認知
件数は減少している。

• 自治会が設置する防犯灯
は、電気料金を市が負担
することに加え、設置に
係る高所作業車費用も助
成対象としたことで新規
設置数が増加し、防犯設
備の整備が進んだ。

• 犯罪被害者等支援の充実
を図るため、職員を対象
にした研修会を開催した。

くらし安心安全課 設定者 課長 髙宮 紀子
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

窓口業務のサービス向上とともに、市民が地域活動へ積極的に携わり、多様な主体と、つながり・支えあう、協働による安
心・安全な地域づくりに取り組みます。

課の使命又は目指す姿
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課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の交通安全に対する
意識高揚を図るための取
組を幅広く展開します。

• 交通安全意識の啓発
• 交通安全教室の推進

• 交通安全教室及び啓発
活動の充実

• 交通事故数の減少

• 関係機関、関係団体、企業
と連携して、交通安全指導
や啓発活動を実施

• 子供、高齢者、米軍関係者
を対象にした交通安全教室
の開催

• 子供、高齢者等を対象と
した交通安全教室を年２
２０回開催し、回数・参
加人数ともに増加した。

• 自転車の取締が強化され
ることに伴い、交通安全
啓発は自転車の交通ルー
ル周知を重点的に行った。

• 交通事故数減少には至ら
なかった。

広聴活動の充実を図りま
す。

• 市民の市政に対する
意見等の収集

• 市民の意見等を市政
に反映できる体制づ
くり

• 市政相談等各種相談事
業

• 自治会等からの陳情、
要望対応

• パブリックコメントの
実施

• 電話、来庁、郵便、メール、
市長ホットラインによる相
談・要望を受け付け、助言
や情報提供を行うとともに
関係部署と連絡調整を行い
対応する。

• 問題解決に向けて適切な対
応を行うための調整会議の
開催

• 電話、来庁、メール、文
書相談や要望、苦情等を
受け付け、助言や回答、
また関係部署と調整をし、
対応を行った。

○陳情要望１８団体２８３件
○市長ホットライン１５７件
○市政相談３３４件
○パブコメ６案件

くらし安心安全課 設定者 課長 髙宮 紀子
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心・安全な地域づくりに取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

デジタルを利用し市民
サービスの向上・充実を
図るとともに、業務の効
率化を図る。

• マイナンバーカード
センターの開設

• 住居表示台帳のデジ
タル化を行い、シス
テムで管理する。

• コンビニ交付・オン
ライン申請等マイナ
ンバーカードの積極
利用による利便性の
向上

• マイナンバーカードセ
ンターを開設し、住民
サービスの向上を図る。

• 住居表示のデジタル化
により、事務の効率化
を図る。

• マイナンバーカードを
利用したオンライン申
請の利用及びキャッ
シュレスの利用促進

• コンビニ交付システム
等の利用活用により
「来なくてもいい窓
口」を実現する。

• マイナンバーカードセン
ターを開設し、カード業務
をセンターで一括して行う。

• 既存の市民課窓口業務と分
離することにより窓口の混
雑を緩和し、市民の滞在時
間を短縮する。

• 住居表示のデジタル化によ
り、住居表示の決定までの
時間が短縮されるため、市
民サービスに寄与する。

• 郵送請求業務のマイナン
バーカードを利用したオン
ラインによる申請範囲の拡
大及びキャッシュレスの利
用促進

• コンビニ交付の利活用推進
のため積極的な広報活動等
を行う。

• マイナンバーカードセン
ターを開設し、既存の市
民課窓口業務と分離した
ことにより、窓口の混雑
を緩和し、市民の滞在時
間の短縮を実現した。

• 住居表示台帳管理システ
ムへのデータ移行を完了
した。今後、住居表示の
申請から決定までの時間
が短縮され市民サービス
の向上に寄与すると考え
られる。

• 郵送請求業務の中で本人
から請求される証明書の
一部をマイナンバーカー
ドを利用したオンライン
申請・クレジット決済の
仕組みを構築し、オンラ
イン申請の利用・キャッ
シュレス決済の利用を拡
大した。

• コンビニ交付の広報活動
等を行ったことにより、
利用促進を図ることがで
き、利用率を向上させた。

市民課 設定者 課長 鳥川 真由美
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

個人情報に関することは、
厳格に対応する。

• 個人情報の適正な管
理と取り扱い

• 情報システムの標準
化・共通化に向けた
基幹系システムの正
確な切替

• 個人情報の管理を徹底
し厳格化することで、
市民の安心と信頼を図
る。

• 組織として情報共有を
徹底する。

• 証明書等発行する際、複数
人で確認する。

• また、窓口で交付する際は、
申請者に証明書の内容を確
認の上、交付する。

• 個人情報が記載されている
ものなどを他の職員に引き
継ぐ際には、声掛けを必ず
する。

• 業務終了時は、複数人で確
認しながら施錠のできる
ロッカーやキャビネット等
に収める。

• 各個人の机上の整理を徹底
する。

• 個人情報が放置されている
と思われるときは、必ず作
業中の有無を確認する。

• 組織としてデジタル技術を
利用して情報を共有し、情
報の共通化を図る。

• 証明書を交付する際、発
行者、レジ打ちをした者、
交付者の３名で申請書と
発行した証明書の内容が
一致しているか確認し、
窓口で申請者にお渡しの
際にも証明書等の内容確
認をお願いした上で交付
した。

• 個人情報が記載された書
類を他の職員へ引き継ぐ
際の声掛け及び机上の整
理、業務終了後は施錠の
できるロッカー等への収
納を徹底した。

市民課 設定者 課長 鳥川 真由美

2/2

市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 河村 憲二



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れに即した文化・スポーツの取組を進めます。

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の誰もが生涯を通じ
てスポーツに親しむ（す
る・みる・支える）こと
ができる環境づくり

スポーツ施設の適切な維
持管理、整備、使用料の
見直し

• 市民の誰もが利用しや
すい施設が整備されて
いる。

• 公共施設・サービスの
持続可能性を踏まえた、
適切な使用料（受益者
負担）が設定されてい
る。

• 岩国市公共施設個別施設計
画に基づき、スポーツ施設
の質と量の最適化に繋がる
維持管理、整備を行います。

• 全庁的な公の施設の使用料
の見直しの一環として、ス
ポーツ施設の使用料につい
ても、その適正化を図りま
す。

• 既存施設の適切な維持管
理を行いつつ、県立武道
館、スケートパークと
いった新たな施設の整備
に向けた取組を着実に進
めることができました。

• 全庁的な見直し方針に基
づき、使用料の平準化や、
利用時間区分の見直しを
行いました。

スポーツ推進課 設定者 課長 杉田 久
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の誰もが生涯を通じ
てスポーツに親しむ（す
る・みる・支える）こと
ができる環境づくり

市民が気軽にスポーツに
親しめる機会、ハイレベ
ルなプレイを間近に体
感・交流することのでき
る機会の拡大

市民がスポーツに関わる
機会と関心が増している。

• ニュースポーツ、レクリ
エーション教室等の開催を
通じて、スポーツに関わる
人の裾野拡大を図ります。

• トップアスリートによる指
導教室やスポーツ合宿誘致
等の取組を通じて、市民が
ハイレベルな競技に触れる
機会を確保します。

• スポーツ協会、スポーツ
推進委員協議会、総合型
地域スポーツクラブ連絡
協議会、レクリエーショ
ン連盟、運動公園指定管
理者等と連携して、各種
大会、講座、教室を開催
し、また、今年度は、山
口県スポーツ推進委員研
修会の市内開催により、
スポーツの裾野拡大を図
りました。

• 国内ランキングマッチの
フェンシング加納虹輝杯、
インターハイアーチェ
リー大会、合併２０周年
記念として大迫傑選手を
ゲストランナーとして迎
えた錦帯橋ロードレース
大会、大学野球キャンプ
での子ども野球教室の開
催支援等を通じて、市民
がハイレベルな競技に触
れる機会を拡大すること
ができました。

スポーツ推進課 設定者 課長 杉田 久
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

学校と地域の連携・協働
による、中学校の文化
部・運動部部活動の円滑
な地域展開（地域移行）

中学生の新たな活動の場
となる地域の文化・ス
ポーツ・レクリエーショ
ン団体（地域クラブ等）
の活動推進

• 中学生の多様な体験機
会が確保されている。

• 部活動の地域展開（地
域移行）の取組が、地
域の文化・スポーツ・
レクリエーション団体
活動の活性化、担い手
確保にも繋がっている。

• 中学生が参加可能な団体・
種目の拡大を図り、その周
知に努めます。

• 地域クラブの運営、公的支
援のモデル構築を図るため、
文化部・運動部の一部団体
を対象に、実証事業を行い
ます。

• 地域の文化、スポーツ・
レクリエーション団体の
うち、中学生の新たな活
動として適切な団体を暫
定認定し、団体運営費の
一部を補助しながら、活
動内容や収支状況の把握、
公的支援の在り方等を検
証する実証事業を行いま
した。

• 暫定認定した団体の活動
状況等を周知するため、
全ての団体の現地取材を
終了しており、今後、練
習風景等とともに地域ク
ラブ専用ホームページに
掲載する予定です。

スポーツ推進課 設定者 課長 杉田 久
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文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

岩国の文化を伝え・創
り・活かすことで文化芸
術が彩るこころ豊かなま
ちの実現を目指します。

① 文化芸術情報の効果
的な発信

② 市民参加型事業の充
実

③ 文化芸術の担い手・
後継者等の確保

① 文化芸術に関する情
報の集約や発信が効
果的に行われている
状況

② 市民が文化芸術を身
近に感じることがで
きる機会が充実して
いる状況

③ 中学校部活動の地域
移行の取組が、地域
の文化芸術の担い
手・後継者等の確保
に繋がる状況

① 紙媒体やＳＮＳ等、複数
の広報媒体により、若年
層から高年齢まで、ター
ゲット層に応じた効果的
な情報発信を行います。

② 市民文化祭や錦帯橋芸術
祭等の主要文化イベント
において、市民参加型の
企画を実施し、同イベン
トの来場者や主要文化施
設の利用者増を図ります。

③ 部活動の地域移行に係る
山口県人材バンク及び
ポータルサイト「つなぐ
ＮＡＶＩ」への指導者・
文化芸術団体の登録を推
進します。

① 錦帯橋芸術文化祭など幅
広い年代が興味を持つイ
ベントにおいては、紙媒
体のほかＳＮＳも活用し
て広報に努めました。

② 市民文化祭においては、
昨年に引き続き、広く市
民が参画・鑑賞できる発
表となるよう文化協会の
各団体と調整を行いまし
た。また、錦帯橋芸術祭
では有名アーティストを
迎えた結果、多くの方が
合唱イベントに参加され
ました。

③ 部活動の地域移行に関し
ては、「つなぐＮＡＶ
Ｉ」の登録に代わり、吹
奏楽部門で実証事業を行
いました。

文化振興課 設定者 課長 村中 俊一郎
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課の使命又は目指す姿
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課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

本市の特色を生かした多
文化共生社会の実現を目
指します。

① 異なる文化を持つ
人々との相互理解を
深める取組

② 国際理解を深める取
組

③ 外国人住民への生
活・コミュニケー
ション支援等の取組

④ 愛宕スポーツコンプ
レックス等の施設を
活用した日米交流の
取組

① 国際社会で主体的に
行動できる人材の育
成に繋がる環境が
整っている状況

② 市民の国際感覚や異
文化交流への理解が
深まっている状況

③ 外国人住民の地域社
会参画に繋がる環境
が整っている状況

④ 日米交流・相互理解
が進んでいる状況

① 青少年の海外派遣、基地
内大学への就学を推進し
ます。

② 市民向けの国際理解講
座・国際交流事業等を推
進します。

③ 外国人向けの日本語及び
日本社会に関する学習支
援、日本語ボランティア
の育成等を行います。

④ 直接会話したり、共同で
作業したりといった機会
の多い日米交流イベント
を企画します。

① 青少年の海外派遣につい
ては、７月２５日から８
月９日までの１６日間、
高校生１５人をアメリカ
合衆国エベレット市へ派
遣したほか、基地内大学
へ４人を推薦しました。

② ハングル講座への支援の
ほか県と協力して啓発活
動を行いました。

③ 日本語教室の運営支援の
ほか、支援に携わる日本
語ボランティアを育成す
るための講座を全３回実
施しました。

④ 岩国フレンドシップフ
リーマーケットを２回実
施し、主に米軍岩国基地
住民と市民との交流を図
りました。

文化振興課 設定者 課長 村中 俊一郎
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文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

企画展等の事業実施による
博物館の利用促進

• 教育普及事業の実施
による利用促進

• 調査研究と成果の活
用による利用促進

• 多様な展示を実施する
ことで、より幅広い世
代の入館を図る。

• 各種講座の開催によっ
て、郷土の歴史への関
心を高める。

• 研究成果を発信し、研
究を深める。

• 企画展の実施（年６回）
• 常設展示の活用（年２回以
上の展示替え）

• 郷土史研究会の開催（月１
回）

• 古文書講座の開催（月２
回）

• 書籍等の発行（年１種以
上）

• 企画展を年間５回実施し
た。

• 山口県博の特別展に関連
したミニ展示を常設展示
室で実施した。

• 郷土史研究会（１２回、
５６２人参加）、古文書
講座（基礎・初級各１２
回、５９９人参加）を実
施した。

博学連携の強化 博学連携事業 学校と博物館が相互理
解・連携し、博物館の利
用によって、子どもたち
の地域への関心や郷土を
愛する心を育むとともに、
博物館等の施設や所蔵資
料の周知・利用によって、
博物館の活性化を図る。

出前講座や体験講座等の実施 • 学芸員による出前授業等
を３２件実施した。

博物館整備事業の実施 岩国市博物館基本計画に
基づく博物館の整備

岩国市博物館整備実施設
計の見直し、及び岩国徴
古館の改修設計によって、
より充実した博物館とな
るよう検討する。

• 岩国市博物館駐車場整備ほ
か設計の実施

• 岩国徴古館改修設計の実施
• 事業に係る各種調整

• 岩国市博物館駐車場整備
ほかの設計を実施した。

• 岩国徴古館の改修実施設
計、展示実施設計、アス
ベスト分析調査を実施し
た。

文化財課 設定者 課長 田中 寛二
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課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

文化財の保護 • シロヘビ保護管理事
業

• 民俗芸能まつり開催
事業

• 文化財施設等の維持
業務

• 旧目加田家住宅整備
事業

• 国指定の天然記念物
「岩国のシロヘビ」の
保護のため、飼育環境
の維持を行う。

• 民俗芸能の保存と伝承
及び周知を行う場を提
供する。

• 市内文化財の維持を図
るための環境を整える。

• シロヘビ飼育場の維持
• 民俗芸能まつりの実施
• 市内文化財保護の環境につ
いての維持及び改善

• シロヘビ飼育場の樹木の
剪定や草刈りなどの環境
整備、藤河放飼場の改修
工事を行った。

• 岩国民俗芸能まつりを８
月３１日にハーモニーみ
わで開催した（１０団体
参加）。

• 旧目加田家住宅の整備事
業及び岩屋観音窟の落石
対策事業を進めた。

文化財に関する各種の情
報発信と普及啓発

• 岩国シロヘビの館の
運営

• 文化財HPにおける指
定文化財の掲載・説
明

• 国指定の天然記念物
「岩国のシロヘビ」を
守り伝える意識を子ど
もたちに伝える。

• 市内文化財を多くの人
に知ってもらう。

• シロヘビこども飼育員行事
の実施

• 小学校でのシロヘビ学習会
の開催

• 文化財HPの随時更新
• 天然記念物教室の開催

• シロヘビこども飼育員事
業を実施した（１２人参
加）。

• 市内の小学校３校でシロ
ヘビ学習会を開催した。

• 天然記念物教室の行事を
開催した（４６人参加）。

価値付けが出来ていない
文化財や歴史的資料等の
調査・研究

• 文化財保護業務
• 岩国城跡調査事業

• 文化財の調査や研究を
行い、価値付けするた
めの取りまとめを行う。

• 価値のある文化財の掘
りおこしのための調
査・研究等を行う。

• 文化財審議会の開催
• 埋蔵文化財の確認調査
• 未指定文化財の調査
• 岩国城跡総合調査の実施

• 文化財審議会を３月２３
日に開催した。

• 岩国城跡の文化財として
の価値を明らかにするた
めの調査を進めた。

文化財課 設定者 課長 田中 寛二

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也



錦帯橋課 設定者 課長 棚田 和宏
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

錦帯橋を文化財として保
存管理を行う。

錦帯橋保存管理事業 錦帯橋を定期的に点検し、
適切な対応の実施により、
安全な状態を維持する。

• 毎日及び毎月の点検を行う。
• 点検で発見した箇所を速や
かに対応する。

• 毎日及び毎月の点検を実
施した。

• 点検において発見した修
繕等が必要な箇所は速や
かに修繕等を行った。

• 大規模な修復に向けた検
討を行うため、第１回修
復検討委員会、第１回専
門部会を開催した。

錦帯橋と岩国城下町及び
周辺の山々を文化財とし
て保存活用を行う。

文化的景観保存活用事業 重要文化的景観として選
定された区域（城山、岩
国山、錦川、横山地区、
岩国地区）について整備
計画に基づき保存活用を
行う。

• 整備計画に基づき、生活・
生業支援制度に取り組む。

• 整備計画に基づき、歴史的
建造物の活用スキーム構築
に取り組む。

• 整備計画に基づき、生
活・生業支援を継続的に
実施した。また、文化的
景観保存活用委員会を開
催し、取組状況の報告の
ほか、現地視察を交えな
がら歴史的建造物の保存
活用について審議した。

• 今年度から文化的景観区
域の防災計画策定業務、
空き家利用促進業務に着
手し、地元調査や住民意
見交換会の開催により区
域内の状況把握に努めた。
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

錦帯橋の世界遺産登録へ
の取組を推進する。

錦帯橋世界遺産推進事業 「世界遺産暫定一覧表記
載資産候補提案書 錦帯
橋」を更新するための調
査研究を進め、取組につ
いて啓発活動を行う。

• 推薦書案本文や新たに義務
化された事前評価書の作成
に取り組む。

• 錦帯橋の価値や真実性につ
いて調査研究のほか、各種
委員会の開催、普及啓発イ
ベントを開催する。

• 事前評価書の作成のため、
専門家会議を８月、１１
月、２月に開催した。

• 山口大学での世界遺産セ
ミナー開催のほか、大
阪・関西万博でのPR活動
など、イベント開催のほ
か、各種普及啓発に取り
組んだ。

2/2

錦帯橋課 設定者 課長 棚田 和宏

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れに即した文化・スポーツの取組を進めます。



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

脱炭素社会・循環型社会の構築に向けた取り組みを推進します。

環境部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 環境部長 穴水 辰雄

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

脱炭素社会や快適に暮ら
せる地域環境の構築に向
けた取組を推進します。

• 脱炭素化を図るため
の啓発活動の推進

• 脱炭素社会の構築に
向けた施設の整備

• 脱炭素社会実現に向
けた計画の策定

• 環境性能に優れたク
リーンエネルギー自
動車の普及推進

• 啓発活動を実施し、市
民の環境意識の向上を
図る。

• 脱炭素社会実現のため
に必要な市の施設整備
を推進する。

• 2050年カーボンニュー
トラルの実現のために、
市民、事業者と取り組
む計画を策定する。

• 電気自動車等の普及を
促進するための助成を
行う。

• 市民団体と協働した環境イ
ベントや出前講座の開催

• 斎場照明のＬＥＤ化、ＥＶ
充電施設の整備

• 地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）の策定

• EV・PHVの普及促進助成制
度の設置

• 市民団体と協働で環境イ
ベントを５回、出前講座
を５回開催した。

• 錦斎場、玖珂斎場、由宇
斎場のＬＥＤ化を行った。
民間事業者と締結したＥ
Ｖ充電施設整備に関する
協定に基づき、公共施設
１３か所に整備した。

• 地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）を策定し
た。

• ＥＶ・ＰＨＶの普及促進
助成制度を開始し、３６
件の利用があった。

飼い主のいない猫の不
妊・去勢手術に対する助
成事業等の実施

• 飼い主のいない猫によ
るふん尿被害等が減少
する。

• 活動団体等の活動がし
やすくなる。

• 既存助成制度の継続
• ＴＮＲ活動団体の活動支援

につながる制度の設置

• 既存の助成制度を継続し、
個人による利用が１８０
件ＴＮＲ活動団体による
利用が３９７件あった。

• ＴＮＲ活動団体が猫を保
護するために必要な餌を
給付する制度を開始し、
４３団体の利用があった。

水道未普及地域の解消 周東町下久原の一部地区
に簡易水道を整備する。

簡易水道を整備するための認
可申請の実施

• 認可申請を行い認可を受
けた。

環境政策課 設定者 課長 藤井 哲夫



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

脱炭素社会・循環型社会の構築に向けた取り組みを推進します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

環境教育の充実
（ごみの減量化）

出前講座（各小中学校・
自治会等）

ごみの発生・排出削減、
リサイクルを進めるため、
市民・事業者にごみの減
量や分別の意義などにつ
いて認知度の向上を図る。

出前講座等を通じて、学校や
自治会に対してのＰＲを実施
する。

出前講座 ８件
受講者 １５３人

身近な分別方法から、海洋プ
ラスチックごみ問題、リチウ
ムイオン電池の危険性など、
最新の環境課題をやさしく解
説した。

生ごみ削減のための３キ
リ運動推進

• 運動の啓発
• 生ごみ処理機器購入

補助金制度

生ごみ処理機器の補助を
通して、生ごみの発生抑
制（食材の使いキリ、料
理の食べキリ）と水キリ
の啓発を行う。

• ホームページ（通年）
• 広報いわくに（年１回）
• 自治会への班回覧（通年）
• 環境イベント（６月頃）
• ごみ収集カレンダー内に掲

載

生ごみ処理機器購入補助金実
績
電気式 １１８件
一般式 ６３件
計 １８１件

補助利用者からは概ね高評価
が得られ、生ごみ削減への意
識が着実に浸透している。
※利用者アンケートは昨年度
交付者に対して今年度実施

環境事業課 設定者 課長 藏重 隆之

環境部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 環境部長 穴水 辰雄



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

脱炭素社会・循環型社会の構築に向けた取り組みを推進します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

「岩国市一般廃棄物処理
基本計画」に基づき、安
定したごみ処理及びごみ
の有効利用を促進し、環
境保全と経済性を両立し
た処理施設の管理運営を
行う。

令和４年度に施行された
「プラスチックに関する
資源循環の促進等に係る
法律」への対応

法対応への今後のスケ
ジュール案の策定を行う。

令和６年度に策定したマテリ
アルリサイクル施設整備基本
計画に基づき今後のスケ
ジュールの検討を行う。

「プラスチックに係る資源循
環の促進等に関する法律」に
対応した処理を行うために策
定した「マテリアルリサイク
ル施設整備基本計画」に基づ
き事業スケジュールを作成し
た。

効率的な資源化を安定継
続させ、最終処分量の減
量化を図る。

排出されるごみの有効利
用を検討することで、リ
サイクルを推進し、最終
処分量を削減する。

ごみの資源化等を実施する事
業者などの調査・検討を行う。

ごみの再資源化事業者につい
て調査・検討を行った。ごみ
処理方法の見直しや市民意識
の向上などにより最終処分場
の使用期限は当初より延長の
見込みである。

ごみの有効利用及び安定
処理の促進を図るため、
市民への啓発を行う。

市民への啓発により、ご
みの減量化、リサイクル
意識の向上を図る。

清掃施設、リサイクル施設の
見学を実施することにより、
ごみの減量化、リサイクル意
識の理解と向上を図る。

令和７年度は約１,４００人が
施設見学に訪れた。ごみ処理
の実情を直接見たり聞いたり
することができ、ごみの減量、
リサイクル意識の向上につな
がるとの意見を得ることがで
きた。

環境施設課 設定者 課長 柳原 正義

環境部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 環境部長 穴水 辰雄



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫 

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

生活に困窮している市民
や生活に不安を抱えてい
る市民が、安心して生活
できるよう支援する。

生活困窮者自立支援制度
や生活保護制度等の適切
な運用

• 生活保護に至る前の段
階での自立支援を図る
とともに、要保護者や
被保護者に対して最低
限度の生活を保障した
上で自立助長を支援す
る。

• エネルギー・食料品等
の物価高騰の負担感の
大きい低所得世帯への
負担軽減

• 生活困窮者からの仕事や家
計などの相談に対しては、
就労支援や家計管理支援な
どを行う。

• 被保護者に対しては、個々
の能力や就労阻害要因等を
勘案し、支援プログラムに
基づく就労支援を行うなど、
自立に向けた支援を行う。

• 令和６年度住民税非課税世
帯等の低所得世帯に対し、
「低所得世帯支援給付金」
の支給を行う。

• 令和６年分所得税及び定額
減税の実績額等の確定後、
当初の定額減税補足給付金
の額が本来支給すべき額よ
り不足していた人に対し、
当該不足分を１万円単位で
支給を行う。

【生活困窮者自立支援制度】
• 当年度の相談実件数は、

令和８年１月末実績で
 ２９９件。うち３９件に
 ついて関連機関による合
 議体形式で月例の支援調
 整会議に諮った。

• 支援の経過及び成果の評
価を行った結果、３９件
すべてが支援プランで設
定した目標を達成した。

• 当年度の生活保護受給者
等就労支援事業で令和８
年２月末現在、支援対象
者は延べ１１８人に上り、
うち４１人が再就職した。

生活支援課 設定者 課長 松重 孝史
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫 

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

【低所得世帯支援給付金】
令和７年３月７日から順次通
知書を発送。
３月２８日から６月２０日に
かけて、１７，２７２世帯に
対して給付金の支給を行った。
また、該当世帯のうち１８歳
以下の児童を扶養している世
帯９８３世帯１，７９１人分
の加算支給を行った。

【定額減税補足給付金（不足
額給付）】
「不足額給付Ⅰ」７月２５日
から順次通知書を発送。
８月２９日から１１月２８日
にかけて、１１，５５０人に
対して給付金の支給を行った。
「不足額給付Ⅱ」７月２５日
から順次通知書を発送。
８月２９日から１１月２１日
にかけて、１，１２７人に対
して給付金の支給を行った。

生活支援課 設定者 課長 松重 孝史
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫 

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

高齢者の社会参加を促し
生きがいづくりを促進

高齢者活き行きサポート
事業

移動手段が少ない高齢者
に対し外出する機会を増
やす。

移動手段が少ない高齢者に利
用券を交付し、高齢者の外出
を支援する。

• タクシー利用券を新規申
請者９２６人、更新対象
者８，９９１人、
合計９，９１７人に交付し
た。

• 令和７年度から更新者の
手続きを窓口交付から原
則自動更新・郵送化とし
負担軽減を図った。

• 「高齢者福祉サービスに
ついて」チラシを作成し
事業周知を図った。

高齢者補聴器購入費助成
事業

聴力機能の低下した軽
度・中等度難聴の高齢者
が補聴器を装用すること
により、コミュニケー
ション能力の向上、認知
症の予防や閉じこもりの
防止を図り、ひいては社
会参加を支援する。

軽度・中等度難聴の高齢者に
対し補聴器の購入助成を行う。

• 令和７年度助成申請者
２２４人

• ５月に市報掲載のほか、
３月３日に岩国市民メー
ル、岩国市公式LINE、
ニュースアプリで耳の日
にちなみ聞こえについて
のチェックリストや本事
業の制度紹介の記事を掲
載した。

• 岩国市地域包括ケア推進
協議会展示ブースで聞こ
えチェックリストと事業
紹介チラシを配布した。

高齢者支援課 設定者 課長  山本 隆
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫 

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

• 介護予防・日常生活
支援総合事業

• 包括的支援事業
• 生活支援体制整備事

業

総合事業を推進し、通い
の場や高齢者生きがいボ
ランティアの参加者など、
地域で活躍する高齢者を
増やすことを目指す。

① 住民主体の「通いの場」
の立ち上げを支援し、地
域の人の参加が促進され
るよう支援する。

② 地域住民のニーズに応じ、
高齢者のボランティア活
動への取組を促進する。

① 介護予防教室を終了した
９か所が「通いの場」と
して活動しており、通い
の場が増え参加者が増え
ている。

② 地域住民のニーズに応じ
る高齢者ボランティアグ
ループが８か所増え、

  １２６グループが活動し
ている。

高齢者支援課 設定者 課長  山本 隆
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫 

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

高齢者が安心して生活で
きる環境づくりの推進

介護従事者の人材確保の
推進

多様な人材層の参入に向
けた支援を行い、介護職
員の増加を図る。

① 初めて介護職に就職した
人への給付金支給事業を
実施する。

② 新たな介護福祉士への給
付金支給事業を実施する。

③ 新たな介護支援専門員へ
の給付金支援事業を実施
する。

④ 主任介護支援専門員研修
等の受講料を助成する。

① 初めて介護職に就職した
人２２人に交付した。

② 新たな介護福祉士２５人
に交付した。

③ 新たな介護支援専門員８
人に交付した。

④ 主任介護支援専門員研修
等の受講料助成を２３人
に実施した。

地域包括ケアシステムの
推進

地域に関わる関係機関や
庁内関係課で集まり協議
を行うことで、地域の状
況把握や課題を共有し、
包括的な体制で高齢者福
祉施策に取り組む。

① 岩国市地域包括ケア推進
協議会の専門部会におい
て、分野ごとの推進状況
や課題を共有する。

② 地域包括ケア推進大会を
実施し、高齢者福祉につ
いて目指す方向性を広く
市民に伝える。

① 医療、介護、介護予防、
生活支援、住まい、認知
症対策の各分野について
専門部会を実施し専門職
等と地域の状況及び課題
を共有した。

② 地域包括ケア推進大会を
実施し、専門職等と連携
したイベントブースや講
演会を行い、高齢者福祉
の方向性や取組を周知し
た。

高齢者支援課 設定者 課長  山本 隆

3/6



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫 

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

高齢者が安心して生活で
きる環境づくりの推進

緊急通報システム整備事
業

住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けることがで
きる体制を整備する。

利用者を増やし、住み慣れた
地域での生活を支援する。

• システムの新規設置台数
は令和６年度は１４３台、
令和７年度は１３６台。
利用台数は令和６年度末
時点で８１５台、令和７
年度は８００台。

• ５月号市報、９月９日
（救急の日）に岩国市公
式ＬＩＮＥ、岩国市民
メール、ニュースアプリ
で事業について掲載した。

• 「高齢者福祉サービスに
ついて」チラシを作成し、
事業周知を図った。

• 岩国市地域包括ケア推進
協議会展示ブースで事業
紹介を行った（２月８
日）。

高齢者支援課 設定者 課長  山本 隆
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫 

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

高齢者が安心して生活で
きる環境づくりの推進

要介護認定DX化事業 介護認定審査会のペー
パーレス化・オンライン
化を行い、資料の送付に
かかる日数の削減や、委
員の移動時間削減による
資料確認期間を多く確保
し、認定までに要する期
間の短縮や適正な要介護
認定の実施を図る。

ペーパーレス会議システムの
導入、端末・通信環境の整備
を一体的に行い、委員への研
修等を経て、認定審査会の
ペーパーレス化・オンライン
化を進める。

プロポーザルの実施、提案業
者選定の後、契約を締結した。
タブレット端末の購入・ペー
パーレス会議システムの導
入・通信環境を整備し、委員
への研修を行った。３月より
本格運用を開始しており、今
後順次可能な委員より完全な
ペーパーレス・オンライン体
制へ移行する。

社会福祉法人訪問介護事
業支援補助金

訪問介護サービスの空白
地域が生じることのない
よう、過疎化の進む不採
算地域で訪問介護事業を
行う非営利の社会福祉法
人を支援する。

移動時間や距離の長い訪問が
経営を圧迫していることから、
市内において訪問介護事業所
を運営する社会福祉法人を対
象に、片道１０km以上の訪問
に対し、補助を行う。

新しい制度のため、該当する
可能性のあるすべての社会福
祉法人に制度の説明をした上
で、該当する社会福祉法人か
らの申請を受け付け、審査の
上、補助金を交付した。

認知症総合支援事業 認知症に対する理解を促
進することで、認知症の
人やその家族の出かけら
れる場の拡充や、地域の
見守り支えあいを促進す
ることで安心して暮らせ
るような地域づくりを目
指す。

① 認知症サポーターにス
テップアップ講座を開催
し、活動人数を増やし
チームオレンジの活動を
広げる。

② 認知症カフェや地域の集
いの場の活動を支援し、
拡充する。

① 通津地区でステップアッ
プ講座を開催し、受講者
の累計が１０１人となっ
た。

② 認知症カフェが６か所に
対し、運営費の補助や認
知症地域支援員による訪
問支援を行った。

高齢者支援課 設定者 課長  山本 隆
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫 

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

高齢者が安心して生活でき
る環境づくりの推進

介護給付適正化事業 利用者に必要な介護サー
ビスを提供するとともに、
不適正な給付を抑止する。

① 要介護認定申請に対し、
認定調査・認定審査会の
開催等適切な介護認定手
続を実施する。

② 居宅介護支援事業所等、
外部の事業所に委託した
認定調査票の職員による
チェックを行う。

③ 適切なケアマネジメント
により介護サービスが提
供されるよう、ケアプラ
ンの点検を行う。

④ 縦覧点検及び医療情報と
の突合を行い、誤りがあ
れば事業所に訂正を依頼
する。

① 令和７年度は１２月末現
在で６，５４２件の要介
護認定申請を受け、適切
に介護認定手続きを実施
した。

② 外部の事業所に委託した
認定調査票は職員が全件
調査内容をチェックした。

③ ケアプランの質の向上や
適切なケアマネジメント
に資するため、６８件の
ケアプラン点検を行った。

④ 山口県国民健康保険団体
連合会から提供される帳
票を活用して月ごとに請
求内容の確認を行い、誤
りがあれば事業所に訂正
を求めた。

高齢者支援課 設定者 課長  山本 隆
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

障害者が地域で自立した
生活を送れるよう、地域
や関係機関と協力して障
害福祉サービスの充実、
人材育成を図る。

① 相談支援体制等の強
化

② 障害児への療育と保
護者への支援体制の
充実

③ 障害者の雇用促進と
就労支援

① 日常生活で抱える問
題を身近で相談でき、
適切な助言を受けら
れる相談体制の確立

② 障害のある子どもや
発達に課題のある子
ども、またその保護
者が身近な地域で
困っていることに応
えられる支援

③ 障害者の法定雇用率
の引き上げに伴う障
害者雇用に関する啓
発や情報提供を行い
雇用の促進を図る。

①
• 相談支援事業の利用促進を

図るため、さらなる周知、
ニーズに応じたサービスの
利用計画の作成

• ふれあいeタウンいわくに
での情報発信

②  
• ペアレントメンターやピ

ア・サポート活動を通じ発
達障害児とその家族への支
援

• 保育所等訪問支援は、より
質の高いサービス提供に向
けての事業所支援、重症心
身障害児・医療的ケア児に
対応する通所サービスの充
実

③  地域の民間企業に障害者
雇用につながる研修会や
講演会の開催

④  障害者就労施設等へ通所
する者への交通費の助成

① ふれあいeタウンいわく
に内で、障害福祉サービ
スの情報発信、イベント
情報、市内福祉事業所
マップの更新を行い、相
談支援事業所の役割や利
用促進の周知を図った。

② ペアレントメンターとの
茶話会３回、勉強会６回、
支援者養成研修３回実施
した。保育所等訪問支援
については、月平均７３
人の利用があり、前年比
１７人の増加となった。
また、重症心身障害児・
医療的ケア児に対応する
通所事業所が１か所新設
された。

③ 障害者雇用に積極的な企
業担当者を講師として、
９月に講演会を開催した。
また、就労関係機関によ
る就労選択支援研修、先
進地視察を実施した。

障害者支援課 設定者 課長  光本  明雄
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

④ 障害者就労支援等への通
園助成は１０７人に対し
て行った。前年比１３人
増

障害者支援課 設定者 課長  光本  明雄
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

障害及び障害者への正し
い理解を啓発し、安心し
て暮らせる地域共生社会
の実現に取り組む。

① 障害者への理解と差
別解消の促進

② 社会活動への参加と
共生の推進

③ 地域移行の推進と障
害者の居住の安定の
確保

① 障害者の社会参加を
進める中であらゆる
場面での差別が解消
されるよう幅広い啓
発・広報活動を行い
障害者への正しい理
解を広めていく。

②
• 障害者等、その家族又

は地域住民による自発
的な取組を支援

• 気軽にスポーツや文化
芸術活動などの地域活
動に参加しやすい環境
の整備

③ 障害者の重度化・高
齢化や親亡き後を見
据え、緊急時の受入
れや対応、一人暮ら
し体験の機会や場所
の提供など地域生活
支援拠点等の整備と
機能の充実を図る。

①
• 理解促進イベントや障害者

週間に合わせた作品展の開
催

• 障害者差別解消法の改正に
伴う啓発用パンフレットの
作成

②
• 自発的な活動を実施する団

体への支援事業の継続実施
• 山口県キラリンピックの参

加を支援するなどスポー
ツ・レクリエーション活動
への参加促進

③
• 地域移行支援や地域定着支

援のサービス利用の促進を
図るほか、グループホーム
の拡充

• 障害者等の民間住宅への入
居を支援する法人の情報や、
住まいに関する事業や制度
の周知

① 心身障害者(児)理解促進。
啓発事業をイベント型に
戻し、｢つながり日和 ｉ
ｎＩＷＡＫＵＮＩ｣を開
催した。当日は、ステー
ジイベント、医療的ケア
児等交流事業、物販など
を行った。その他に、パ
ラスポーツの体験会等を
開催し１，４５７人が来
場。また、作品展は２６
６人が来場。障害者差別
解消法を啓発するための
パンフレットを１種、そ
れぞれ５００部作成し、
理解促進に努めた。

② 自発的活動を実施する団
体への支援として２団体
に助成を行った。R7年度
キラリンピック兼派遣選
手選考会の実施に伴い参
加者に対する支援を行っ
た。

障害者支援課 設定者 課長  光本  明雄
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

すべての人が、人としての尊厳を持って、つながり・支え合いのある地域や家庭の中で、その人らしくいきいきと生活が送れ
るよう、地域や関係機関と協力して取り組みます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者  福祉部長 中本 十三夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

③ 地域生活への移行・定着
に向けた地域生活支援拠
点施設利用は２名、延べ
４５日の利用があった。
住まいの部会にも参加し、
障害者等の民間住宅への
入居に関する支援や情報
共有を行った。

障害者支援課 設定者 課長  光本  明雄
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

こども一人一人の権利が守られ健やかに成長できるよう、家庭や地域社会の環境を整えます。

福祉部（こども家庭担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 こども家庭担当部長 宮井 まゆみ

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安心してこどもを産み育
てることができ、こども
が健やかに成長、発達で
きるための取組を行う。

• 妊娠・出産・育児に
関する正しい知識の
普及啓発

• 子育てに関わる関係
機関や支援者との情
報共有、連携した支
援

• 手当、給付金の適正
な管理運営

出産後３か月頃の満足度
アンケート（３か月時健
診アンケート）で「この
地域で今後も子育てをし
ていきたいですか」の問
いに「そう思う」「どち
らかと言えばそう思う」
と回答した保護者の割合
が高くなる。

① 地域すべての妊産婦・子
育て家庭に対して、教室
や健診の場、「母子モ
いわくに」などで情報発
信し、正しい知識の普及
啓発を行う。

② 学校や保育園、幼稚園、
地域子育て支援センター、
医療機関等、子育てに関
わる関係機関との連携強
化

③ 各種手当や新たな給付金
等の適切な実施

① 「母子モ いわくに」を
活用し、情報発信、知識
の普及啓発に努めた。

② 「地域子育て支援ネット
ワーク会議」の開催等に
より関係機関と連携強化
を図った。

③ 新たな「妊婦のための支
援給付金」や物価高に対
応した「子育て応援手
当」等、子育て世帯への
支援を確実に実施した。

④ 出産後３か月頃の満足度
で「この地域で今後も子
育てをしていきたいです
か」の問いに「そう思
う」「どちらかと言えば
そう思う」と回答した保
護者の割合は、令和７年
度末で９７．７％と高い
割合を維持している。

こども家庭課 設定者 課長 多谷本 直美
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

こども一人一人の権利が守られ健やかに成長できるよう、家庭や地域社会の環境を整えます。

福祉部（こども家庭担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 こども家庭担当部長 宮井 まゆみ

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

こどもや子育て家庭に対
する相談支援の充実を図
る。

• 支援が必要な妊産婦、
子育て家庭への相談
支援体制の強化

• ヤングケアラーへの
支援強化

悩みや困難を抱える妊産
婦、こどもや子育て家庭
を、切れ目のなく、漏れ
なく相談支援を実施する。

① 関係機関と連携し、支援
を要するこども・妊産婦
の状況把握や共有を図る
とともに、サポートプラ
ンの作成、評価、見直し
を行い、効果的な支援に
つなげる。

② 妊娠期から子育てまで一
貫して相談に応じ必要な
支援につなぐ。

③ ヤングケアラーを早期発
見・把握するためのアン
ケート調査を市立小・中
学校を対象に実施し、こ
どもの立場に立った調整、
支援を行う。

① 要保護児童対策地域協議
会において、関係機関と
連携、情報共有した。ま
た、包括的な支援を提供
するため、１８２件の個
別支援計画を作成し、
６４件の見直しを行った。

② 妊娠届出時、妊娠８か月
時、出生後に全妊婦との
面談等を実施し一人ひと
りに寄り添った支援を実
施した。

③ ヤングケアラーを正しく
理解するきっかけづくり
と、希望者への支援を行
うため、市立小中学校の
生徒児童へヤングケア
ラー把握のためのアン
ケートを実施し
８２．１％の回答があっ
た。

こども家庭課 設定者 課長 多谷本 直美
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

こども一人一人の権利が守られ健やかに成長できるよう、家庭や地域社会の環境を整えます。

福祉部（こども家庭担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 こども家庭担当部長 宮井 まゆみ

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域における体制づくり
の整備

• 地域資源の把握と活
用

• 新たな地域資源の開
拓

• 関係機関との連携の
強化

地域における子育て支援
の資源を把握、開拓し、
情報提供体制を確立する。

① すべてのこどもが、安心、
安全に過ごせる居場所の
把握を行うとともに、地
域における支援者や関係
者と連携を図る。

② 困難を抱える家庭に地域
資源を利用した支援につ
なげる。

③ 養育環境等に課題を抱え
る、家庭や学校に居場所
のない児童等に対して、
当該児童の居場所となる
場を開設

① ホームページで情報発信
している「こどもの居場
所」について、ジャンル
ごとにURLを表示する形
に改善するとともに、関
係部署と連絡会を開催し、
情報共有を図った。

② 支援を必要とする家庭に、
地域資源の利用に結びつ
けることで効果的な支援
につないだ。

③ 児童育成支援拠点事業に
おいて「街かどａｐ」を
開設し、家庭や学校に居
場所のない児童等に対し
て居場所を提供しサポー
トを行うとともに、必要
に応じて家庭、教育委員
会と連携した。

福祉医療費助成の適正化
及びこども医療費の継続
助成を図る。

福祉医療費助成及びこど
も医療費助成の適正な管
理運営

• 福祉医療費の誤請求の
防止を図る。

• こども医療費助成の継
続に努める。

国保連合会からのデータを活
用した縦覧点検及び医療費請
求情報との突合による点検

レセプト点検を行う職員を配
置し、誤請求を防止した。

こども家庭課 設定者 課長 多谷本 直美
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

こども一人一人の権利が守られ健やかに成長できるよう、家庭や地域社会の環境を整えます。

福祉部（こども家庭担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 こども家庭担当部長 宮井 まゆみ

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

多様化する保育ニーズに
応える保育環境の整備

• 老朽化した公立保育
園の再整備

• 保育需要に応える体
制整備

• 老朽化した施設を建替
えることにより保育環
境が向上する。

• 全ての子育て家庭に対
して、多様な働き方や
ライフスタイルにかか
わらない形での支援を
強化する。

• ひがし保育園、えきまえ保
育園の建替えに関する協議
や基本構想に向けた準備を
進める。

• 令和８年度から実施するこ
ども誰でも通園制度の環境
整備を進め、受入れ体制の
準備を進める。

• 保育園の建替えについて、
ひがし保育園については、
今後も公立で運営してい
くために用地選定などを
継続中。えきまえ保育園
については、民営化の方
針から近隣の民間園等に
おいて園児の受入環境を
整備していく方針に、整
備実施計画を変更した。

• 「こども誰でも通園制
度」事業の実施に向けた、
条例、規則等の整備を行
い、令和８年度からの実
施体制を整備した。

保育幼稚園課 設定者 課長 津嶋 貴宏
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

こども一人一人の権利が守られ健やかに成長できるよう、家庭や地域社会の環境を整えます。

福祉部（こども家庭担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 こども家庭担当部長 宮井 まゆみ

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安定した保育・教育の提
供を行うための体制整備

• 保育園等の受入れ体
制の整備

• 保護者のニーズに
沿った保育サービス
の充実

• 保育士を確保すること
により安心安全な保育
環境を提供する。

• 保育以外での業務負担
を軽減し、業務を再構
築することで保護者
ニーズに沿った保育
サービスを提供する。

• 保育士確保支援給付金を実
施することにより保育士不
足の解消を目指す。

• 保育園等にＩＣＴ支援シス
テムを導入することにより、
保育士の業務効率化を図る。

• 新規保育士等確保支援給
付金支給事業を開始し、
民間園において２５名の
常勤保育士等の雇用につ
ながった。

• 令和７年１０月よりＩＣ
Ｔ支援システムの運用を
開始したことで、業務の
効率化が図られるととも
に、保育士が保育に専念
する時間を広げることが
できた。

保育幼稚園課 設定者 課長 津嶋 貴宏
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

こども一人一人の権利が守られ健やかに成長できるよう、家庭や地域社会の環境を整えます。

福祉部（こども家庭担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 こども家庭担当部長 宮井 まゆみ

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

放課後児童教室の待機児
童解消

待機の発生が続いている
学校について、教室の整
備を進め受入れ体制を構
築する。

• 民間活力の導入により
児童の受入れ体制を整
備する。

• 待機児童の解消に向け
学校の改修も含め協力
を依頼し、学校内での
保育を目指す。

• 民間放課後児童教室の運営
に関する支援を行う。

• 空き教室の活用について協
議を継続するとともに、専
用教室の建設等、待機児童
解消にむけた方策を検討す
る。

• 令和７年７月より新たに
民間放課後児童教室を開
設し、待機児童解消に向
けた支援を行うことがで
きた。

• 待機児童の解消に向け、
各学校とも連携を取りな
がら今後も継続的に協議
を行っていく。

• 年度当初の待機児童数は
３６人から２４人に減少
した。

児童の保育環境の充実と
安定した教室運営

民間活力の導入を推進し
支援員の安定確保と保育
内容に工夫を加えこども
の健全な育成を図る。

ＤＸの活用、支援員への
充実した研修、豊富な保
育コンテンツの活用、弾
力的な支援員の配置によ
り、長期休みや、出席数
に応じたより適切な充実
した保育サービスが提供
できる。

• 灘・中洋・通津・由宇・由
西放課後児童教室の民間委
託を推進する。

• 長期休み期間中に要望の多
い、昼食提供について、協
議を進め、課題が解消され
た教室から昼食の提供を開
始する。

• 令和７年８月にプロポー
ザル方式により、灘ほか
４教室の委託事業者を選
定し、令和８年度から民
間委託を実施する準備を
整えた。

• 令和７年の夏休み期間中
に玖西地区の教室で昼食
提供を始める事ができた。
今後は他の教室にも拡大
していく予定だが、メ
ニュー数や、注文方法な
どの課題について改善し
ていく。

保育幼稚園課 設定者 課長 津嶋 貴宏
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民の命と健康を守り、暮らしを支え、生きがいのある生活を送れるよう支援するとともに、すべての市民が適切な医療を受
けられる環境整備に取り組みます。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民一人一人が生活習慣
病予防や心身の健康づく
りに取り組むことができ
るような環境づくりを推
進する。

健康づくり計画の推進に
向け、市民一人一人が主
体的に健康づくりに取り
組めるような環境づくり
を推進する。

• 健康づくりを推進する
団体や関係機関と連携
した健康づくりの推進
を図る。

• 若い世代から健康への
意識を高めるよう効果
的な啓発を行う。

• 地域部会や行政部会、地区
組織（食推・母推・協賛企
業等）と連携・協働しなが
ら、推進する。

• 若い世代から健康への意識
を高めるため、ＳＮＳなど
の媒体の活用や職域等との
連携を図る。

• ８つの地域部会や食推、
協賛企業等と連携、協働
しながら推進をした。

• 健康だより「お元気です
か」やＳＮＳなどを通じ、
全世代の健康づくりの啓
発を行った。

がんの早期発見、早期治
療や疾病予防、健康づく
りのための健（検）診の
受診及び受診後の生活改
善の重要性を啓発する。

特定健康診査及びがん検
診の受診率、特定保健指
導の実施率を向上させる。

健（検）診の啓発方法を工夫
し受診率向上を図ると共に、
特定保健指導の対象者が利用
しやすい環境づくりを行うこ
とで、生活習慣病予防の効果
を高める。

特定健康診査の受診率
３６．２％、がん検診の受診
率１１．０％、特定保健指導
の実施率２８．８％となり、
いずれも前年度を上回った。

感染症予防のための普及
啓発や予防接種を行い、
疾病予防や感染症の拡大
防止を図る。

• 定期予防接種及び市
が助成する任意予防
接種を円滑に実施す
る。

• 感染症予防に関する
市民への情報発信を
行う。

• 新型コロナワクチンや
帯状疱疹ワクチン等の
予防接種が円滑に実施
されるよう体制整備を
図る。

• 感染症予防の正しい知
識を市民へ情報発信す
る。

• 医師会など関係機関と連携
しながら接種体制を整備す
る。

• 感染症予防について、ホー
ムページなどを通じて適宜
市民への情報発信を行う。

• 関係機関と連携しながら
令和７年度から始まった
帯状疱疹ワクチン等の接
種体制を整備した。

• 感染症予防について、
ホームページなどを通じ
て適宜市民への情報発信
を行った。

健康推進課 設定者 課長 武智 篤史



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民の命と健康を守り、暮らしを支え、生きがいのある生活を送れるよう支援するとともに、すべての市民が適切な医療を受
けられる環境整備に取り組みます。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安定した国民健康保険、
国民年金制度の運用

適正な保険料の賦課・徴
収

所得状況に応じて、適正
に保険料を賦課するとと
もに、現年度収納率の向
上に努める。

• 税の未申告者への申告を勧
奨する。

• 資格異動者への手続勧奨を
行う。

• 保険料等未納者への納付勧
奨、督促、滞納処分を効果
的に行う。

• 年２回申告勧奨を実施し、
うち１回は課税課と連携
の上、実施した。

• 国保連合会データを活用
し資格重複者への手続勧
奨を実施（１１月より職
権喪失実施）

• 保険料等未納者への納付
勧奨、督促を適切に行い、
預貯金等全国電子照会
サービスの導入により効
果的な滞納処分を行うこ
とができた。

安定した保険制度の運用 被保険者が安心して健康
保険制度を利用できるよ
う、制度の周知等を図る。

• 保険給付の制度や手続につ
いて適切に周知、説明を行
う。

• 制度の変更にも適切に対応
し、丁寧に説明を行う。

保険給付については制度の変
更を適切に反映し、国民健康
保険だよりやインターネット、
窓口パンフレット等を活用し
制度の周知説明を行った。

保険年金課 設定者 課長 山脇 誠三郎
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民の命と健康を守り、暮らしを支え、生きがいのある生活を送れるよう支援するとともに、すべての市民が適切な医療を受
けられる環境整備に取り組みます。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

適正な国民年金制度の運
用

国民年金制度について、
年金保険料の納付に理解、
協力を得る。

• 年金制度の問い合わせに対
し、適切に説明を行う。

• 保険料納付の呼びかけを行
うとともに、免除の手続な
どについても適切に説明を
行う。

• 相談者の現況について年
金事務所に確認をとりな
がら、各相談者に必要な
説明を行った（約
６，７００件）。

• 保険料の納付が困難な場
合、免除猶予の申請の案
内をするとともに、将来
の年金受給額の増額につ
ながるよう追納制度につ
いての説明も行った（約
１，２００件）。

保険年金課 設定者 課長 山脇 誠三郎
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民の命と健康を守り、暮らしを支え、生きがいのある生活を送れるよう支援するとともに、すべての市民が適切な医療を受
けられる環境整備に取り組みます。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の健康増進への寄与
と医療費の適正化を図る。

保健事業の推進 市民の健康増進のための
健診や保健指導等を効果
的に行う。

• 特定健診や人間ドックの受
診率向上を目指し、周知を
行う。

• 生活習慣病予防のため、保
健指導を実施する。

• みなし健診の広域化に向
け医療機関への協力依頼
を行った。人間ドックに
ついては広報いわくに、
インターネットで募集を
行った。

• 保健指導は直営及び業務
委託により適切に実施で
きた。

後発医薬品の利用促進 後発医薬品の利用に対す
る理解が深まり、使用率
の向上に努める。

• 医療機関と連携し、ポス
ターの掲示、パンフレット
の配布など、協力を依頼す
る。

• 差額通知や周知のためのパ
ンフレットの配布などを行
う。

• 年２回パンフレットを同
封した差額通知を発送し、
周知に努めた。

• 岩国市薬剤師会に後発医
薬品の周知を図るポケッ
トティッシュを預け、配
布を依頼した。

保険年金課 設定者 課長 山脇 誠三郎
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民の命と健康を守り、暮らしを支え、生きがいのある生活を送れるよう支援するとともに、すべての市民が適切な医療を受
けられる環境整備に取り組みます。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

医師や看護師などの医療
スタッフの確保と育成

医療スタッフの確保対策
事業の実施

将来、市内医療機関に従
事する医師・看護師の確
保

• 研修医受入支援事業の実施
• 看護学生修学資金貸付事業
の実施

研修医受入支援事業は岩国医
療センターで実施している。
今年度は１２人の研修医を受
け入れており県内でも人気の
プログラムとなった。
また、看護師については１９
人の学生が卒業する見込みで
市内の看護師の確保・若者定
住につながった。

市立病院や診療所などの
医療施設の整備と医療
サービスの充実

美和病院建設事業の推進 新病院の建設（令和７年
７月開院予定）

医療機器等の整備 新病院の診療を行うためのＣ
Ｔ・ＭＲＩ・検査機器等を整
備した。救急機能の強化につ
ながった。

錦中央医院等の医療機器
の整備

医療機器等の更新 • 照明設備の更新
• 医療機器の更新

老朽化した検査機器の更新や
照明のＬＥＤ化を実施し医療
の質を向上させた。

持続可能な医療提供体制
の検討

市立病院等において、持
続可能な医療提供体制を
構築する。

• 市立病院等の連携強化
• オンライン診療の拡充
• 岩国市地域医療計画や強化
プランの実行と評価を実施

市立医療機関の連携を図るこ
とやオンライン診療を拡充す
ることで少ない常勤医師で診
療を継続することができた。

市立病院・診療所・訪問
看護等の医療スタッフの
確保・育成

市立病院・診療所・訪問
看護等の医療スタッフを
確保・育成する。

医療人材育成事業（やましろ
架け橋プロジェクト）により
次世代の医療人材を育成する。

医療人材育成事業を実施した。
研修医への個別プログラムを
作成するため、チェックリス
トを指導医と作成した。

地域医療課 設定者 課長 吉本 和彦
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民の命と健康を守り、暮らしを支え、生きがいのある生活を送れるよう支援するとともに、すべての市民が適切な医療を受
けられる環境整備に取り組みます。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

小児・周産期医療や救急
医療の堅持

小児・周産期医療提供体
制の検討

小児・周産期医療提供体
制の確保・充実

山口大学との社会連携講座
「小児・周産期地域医療学講
座」により小児・周産期医療
提供体制の課題解決を図る。

山口大学に社会連携講座「小
児・周産期地域医療学講座」
を設置し教授１名と活動を開
始した。

救急医療機関への運営支
援

本市の救急医療体制を確
保する。

救急医療機関への運営支援を
行うことにより、本市の救急
医療体制を維持する。

小児科来院型オンライン診療
をスタートさせた。

救急医療適正受診の啓発 救急医療の崩壊を防ぐた
め、適切な受診対応等の
普及啓発を行う。

• 岩国市救急医療対策協議会
等の開催

• 様々な媒体を利用して啓発
を実施する。

救急医療市民公開講座を開催
し、市民へ救急医療の適正利
用を呼び掛けた。

地域医療課 設定者 課長 吉本 和彦

2/2



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

新たな産業誘致や既存産業の投資を促進し、地域の「稼ぐ力」を強化します。また、本市の特性を活かした観光施策を展開し、
観光消費を拡大していきます。これらの取り組みにより、地域に賑わいをもたらし、新たな雇用を生み出し、若者定住を実現
することを目指します。

産業振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 産業振興部長 上田 清次郎

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

製造業等の企業誘致、設
備投資に加え、情報・通
信産業等を営む企業やサ
テライトオフィスの誘致
を推進する。

• 事業所等設置奨励金
及び雇用奨励金事業

• ＩＴ・コンテンツ産
業等オフィス誘致推
進事業

• サテライトオフィス
等活用促進事業

• 企業誘致等推進事業

• 地域経済の活性化や雇
用機会の拡大に寄与す
る幅広い企業誘致を推
進する。

• ＩＴや脱炭素などの成
長産業を誘致し、新た
な雇用やイノベーショ
ンを創出する。

• 事業所の新設、増設に対す
る支援

• ＩＴコンテンツ産業やサテ
ライトオフィスの開設経費、
現地視察等に対する支援

• 地方へ進出意欲のある企業
に対する誘致に向けた取組

• 事業所を新設、増設した
４社の企業に対して支援
を行った。

• ＩＴコンテンツ産業等に
よる６社の進出企業に対
して支援を行った。

• 進出検討企業とｗｅｂ面
談や現地視察を実施し、
４社の進出決定に繋がっ
た。

中小企業等の経営基盤の
強化及び起業、創業を推
進する。

• デジタル活用人材育
成・確保支援事業

• しごと交流・創業支
援型地域活性化事業

• 創業支援事業

• 生産性の向上や業務の
効率化等による経営基
盤の強化を推進する。

• 創業者や創業希望者に
適した一体的な支援を
行い、起業、創業を促
進する。

• 企業ニーズに沿ったデジタ
ル活用人材の育成等に関す
る支援

• シェアオフィスやコワーキ
ングスペースの提供及び創
業に必要なセミナーや個別
相談会等の伴走型の支援

• 創業に必要な改装費等の支
援

• ＡＩやＳＮＳ、ＲＰＡの
技術習得機会を提供し、
多くの中小企業が受講し
た。

• Ｃｌａｓｓ Ｂｉｚ.のシェ
アオフィスは７区画のう
ち６区画に入居され、コ
ワーキングスペースも多
数の人が活用した。

• Ｃｌａｓｓ Ｂｉｚ.にてイ
ベントやセミナー、個別
相談会を実施し、１８人
が創業した。

商工振興課 設定者 課長 清水 和也
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

新たな産業誘致や既存産業の投資を促進し、地域の「稼ぐ力」を強化します。また、本市の特性を活かした観光施策を展開し、
観光消費を拡大していきます。これらの取り組みにより、地域に賑わいをもたらし、新たな雇用を生み出し、若者定住を実現
することを目指します。

産業振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 産業振興部長 上田 清次郎

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

若者や就職希望者の就業
促進を図る。

• 若者就職支援事業
• 市内企業情報発信事

業
• デジタル活用人材育

成・確保支援事業

• 若者就職支援イベント
の実施や市内事業所の
紹介、デジタル活用人
材の育成などにより、
市内就業を促進する。

• 若者や保護者に向けた情報
発信や合同就職フェアの開
催

• 市内企業の情報を冊子やＷ
ＥＢにより発信

• デジタル活用人材育成のた
めの研修やセミナーの開催
及びマッチング支援

• 合同就職フェアを開催し、
企業４９社、８１人の学
生や求職者が参加

• 市内企業の情報発信とし
て、前年度より多い
１０６社を掲載

• ｅラーニングを活用した
デジタル活用人材育成講
座を実施するとともに、
企業情報Ｗｅｂサイトに
求人情報を追加

商工振興課 設定者 課長 清水 和也
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート
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することを目指します。
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

中心市街地のにぎわい創
出に向けたまちづくりを
推進する。

• まちなか再生事業
• まちなかプレイスメ

イキング推進支援事
業

• 空き店舗の活用を促進
し、商店街等のにぎわ
いを創出する。

• 地域住民等による共通
の将来像実現に向けた
まちづくり活動を推進
する。

• 空き店舗の活用や店舗の魅
力向上に対する支援

• 地域住民や商店街をはじめ
とした多様な主体の連携に
よる、通りや広場等を活用
したにぎわい創出事業に対
する支援

• まちなか再生事業により、
空き店舗の活用や既存店
舗の魅力向上を行った
２３件（２月末時点）に
対して補助金を交付

• まちづくり会社が実施す
る「歩行者利便増進道
路」導入に向けた実証実
験に併せて、岩国駅前西
口広場等の公共空間を活
用したにぎわい創出イベ
ント等に対する支援を
行った。

商工振興課 設定者 課長 清水 和也
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

観光交流人口の拡大 インバウンドを含む観光
誘客の推進

地域資源の活用や体験型
観光の推進により、地域
の賑わいを創出し、持続
可能な観光を目指す。

• インバウンドを含む効果的
な観光誘客につながる施策
の検討

• 体験型観光や夜型観光の多
様化を検討

• 観光関係団体や広域観光に
関する協議会と連携した情
報発信や様々な事業の実施

• 岩国市観光ビジョンの策定

• インバウンド誘客の取組
の関連予算を計上した。

• 体験型観光と夜型観光の
関連予算を計上した。

• 山口県ＤＣに関連し、広
域周遊につながる連携を
図ることができた。

• 岩国市観光ビジョンを策
定した。

観光客の満足度の向上 観光客受入れ環境の整備 インバウンドを含む全て
の観光客が円滑に訪れ、
快適に過ごすことができ
る観光地を目指す。

• 観光駐車場の整備
• 錦帯橋周辺の観光施設の

キャッシュレス化、多言語
化の促進などの検討

• ２か所の観光駐車場の整
備関連予算を計上した。

• キャッシュレス化の関連
予算を計上した。

観光振興課 設定者 課長 浜中 慎太郎

新たな産業誘致や既存産業の投資を促進し、地域の「稼ぐ力」を強化します。また、本市の特性を活かした観光施策を展開し、
観光消費を拡大していきます。これらの取り組みにより、地域に賑わいをもたらし、新たな雇用を生み出し、若者定住を実現
することを目指します。

産業振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 産業振興部長 上田 清次郎
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【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

企業誘致、観光誘客、若
者定住等につながる効果
的なプロモーションに取
り組む。

市の魅力PR事業 • 各施策と連携し、本市
の魅力を市内外へ効果
的に情報発信して、本
市の認知度や魅力度の
向上、シビックプライ
ドの醸成を図る。

• 交流人口・関係人口の
拡大、若者定住の促進、
企業誘致や観光誘客等
に結び付くプロモー
ションを推進する。

• 市内外でイベントを実施す
るとともに、テレビやSNS
等の媒体を活用して、市の
魅力を発信する。

• 本市公式ファンクラブの会
員増加を図るとともに、関
係性を強化するイベント等
を実施する。

• 中山間地域のワーケーショ
ン施設を市内外の企業に対
してPRする。

• 市内外でのイベント開催、
大阪関西万博や東京ゲー
ムショウへの出展、テレ
ビやＳＮＳ等を活用する
などして、本市の魅力を
発信し、交流人口・関係
人口の増加に取り組んだ。

• クラスビズのイベント等
を利用し、市外の企業に
対し、施設を紹介するな
ど、利用促進を図った。

シティプロモーション課 設定者 課長 光井 国康
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

商品・サービス等の地域
ブランド化を推進し、岩
国ブランドの認知度向上
を図る。

地域ブランド推進事業 • 岩国ブランドの魅力が
全国で認知されて、特
産品の購買力が向上し、
地域産業が活性化され
る。

• 高付加価値化や販路の
拡大を支援し、購入し
たいと思える商品や
サービス等を増やす。

• お土産統一ブランド「つま
んでちょんまげ」の販路拡
大等を支援し、首都圏を中
心にイベント出展を行う。

• 特産品の地域ブランドとし
ての価値が適正に評価され
る市場・販路を開拓する取
組を支援する。

• 魅力ある返礼品の開発等を
支援して、ふるさと納税の
促進に取り組む。

• 「つまんでちょんまげ」
の商品改良や販路拡大等
を支援し、地域ブランド
化の推進を図るとともに、
首都圏でイベント販売を
実施した。

• 首都圏で、ＡＮＡ産直空
輸を活用して農産物のイ
ベント販売を実施すると
ともに、流通事業者等を
招聘して、本市生産者の
商談・交流会を開催した。

• 返礼品の開発支援などを
通じて、ふるさと納税の
促進を図った。

シティプロモーション課 設定者 課長 光井 国康
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産業振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 産業振興部長 上田 清次郎



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

新たな産業誘致や既存産業の投資を促進し、地域の「稼ぐ力」を強化します。また、本市の特性を活かした観光施策を展開し、
観光消費を拡大していきます。これらの取り組みにより、地域に賑わいをもたらし、新たな雇用を生み出し、若者定住を実現
することを目指します。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域、関係機関、団体等
と連携を図り、移住定住
を促進する。

移住定住促進事業 効果的な情報発信、相
談・受入体制の充実化、
体験施設の活用等を図り、
移住定住を促進する。

• 首都圏で開催される移住
フェアへの参加や移住セミ
ナーの開催等を通じて移住
定住の促進に取り組む。

• 空き家情報登録制度や各種
助成制度の周知に努めると
ともに、ＩＪＵ（移住）応
援団の設置促進に努める。

• 市の魅力を体感していただ
くためのいわくに暮らしお
試し住宅の活用を図る。

• 東京や大阪で開催された
移住フェア等に参加し、
移住定住の促進に取り組
んだ。

• 関係部署、移住応援団等
と連携して、空き家情報
登録制度の充実化に取り
組んだ。

• 自治会等と連携して、新
たに２団体のＩＪＵ（移
住）応援団を設置するこ
とができた。

• 市のホームページやＳＮ
Ｓ等を活用して情報発信
を行い、施設の周知や利
用促進を図った。

シティプロモーション課 設定者 課長 光井 国康
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産業振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 産業振興部長 上田 清次郎



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農林水産業を将来にわたって維持していくために、農林水産業を活性化させるための環境・基盤整備や、消費拡大につなげる
生産・流通・販売促進、安心安全な食づくりを担う市場の維持・活性化を推進します

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農林業の後継者・担い手
の確保

• 新規就農者経営安定
対策事業

• 林業担い手育成支援
事業

• 新規就農者・就業者を毎
年複数人確保する。

• 農林業の魅力の発信に努
める。

• 林業企業体に新たに就業
する担い手に対して支援
を行う。

• 就農相談（随時）
• 計画策定支援（随時）
• 支援制度活用支援
• 対象者（企業）への情報提供

• 就農相談を随時実施し、県
就業ガイダンスに参加する
など、就業希望者に対して
積極的に情報提供した。

・新規農業就農者数 7名
・林業担い手育成支援事
業費補助金 ２１名

農林業収入の向上と経営
の安定化

• 経営所得安定対策等
推進事業

• ブランド牛産地づく
り事業

• 岩国産木材搬出流通
促進事業

• 水田を活用した推奨品目
の生産等を支援する。

• 岩国和牛の品質を高める
とともに経営の安定化に
資する支援を行う。

• 本年度より木材の搬出場
所を１か所追加、及び上
限額を撤廃し、制度の活
用向上を推進する。

• 岩国和牛の市内保留と改良増
進

• 支援制度活用支援
• 制度内容の普及

• 優良子牛の保留に向けた支
援を実施した。

ブランド牛導入補助 ３９頭

• 間伐した岩国産木材の搬出
経費の一部を助成すること
で、木材の流通及び利用促
進を図った。

交付件数 ９件

農林振興課 設定者 課長 若林 敏彦

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農林水産業を将来にわたって維持していくために、農林水産業を活性化させるための環境・基盤整備や、消費拡大につなげる
生産・流通・販売促進、安心安全な食づくりを担う市場の維持・活性化を推進します

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

新たな支援制度の普及と
定着

• がんばる農業経営体
支援事業費補助金

• 新規狩猟免許取得者
猟具等購入費補助金

令和６年度より新規の単市
事業としてスタート。今ま
ではなかなか支援メニュー
がなかった層への支援を開
始する。

制度内容の普及、活用促進 • 農業用機械設備の購入、整
備に係る経費の一部を助成
し、農業経営体の経営安定
化を図った。

交付件数 １４２件

• 新規狩猟免許取得者に対し、
猟具等の購入費の一部を助
成し、担い手の確保、育成
を図った。

交付件数 ４件

農林振興課 設定者 課長 若林 敏彦

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農林水産業を将来にわたって維持していくために、農林水産業を活性化させるための環境・基盤整備や、消費拡大につなげる
生産・流通・販売促進、安心安全な食づくりを担う市場の維持・活性化を推進します

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農地や農道等の農業生産
基盤の整備

農業農村施設の整備・保
全

農山村の生産基盤の整備
を推進し、経営安定化を
図る。

農業農村整備事業や特定防衛
施設周辺整備調整交付金を活
用して、生産基盤の整備・保
全を行う。

• 後迫水路整備事業を交付
金により継続事業として
実施した。

• 水利施設等整備事業を県
営事業の継続事業として
実施した。

• 生産基盤の整備・保全に
ついて年次目標を達成で
きた。

日本型直接支払制度の活
用

多面的機能支払交付金に
よる農山村施設の保全管
理

地域資源である農用地、
水路、農道等の保全管理
を行う共同活動を推進す
る。

多面的機能支払交付金による
集落ぐるみの共同活動を支援
する。

活動組織数が昨年度の２６組
織から２２組織と４組織減少
し、取組面積も５０６ヘク
タールから４２２ヘクタール
と縮小となったが、今後も各
組織の活動を支援していく。

林道等の林業生産基盤の
整備

林道の改良・保全事業に
よる森林基盤整備・保全

林道の改良及び保全事業
による森林基盤の向上

集落間林道舗装整備事業、小
規模林道整備事業等を活用し
て保全整備を行う。

森林環境譲与税や単県農山漁
村整備事業費補助金を活用し、
既存林道の舗装改良などの保
全整備を行い年次目標を達成
できた。

農林整備課 設定者 課長 兼田 順二

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農林水産業を将来にわたって維持していくために、農林水産業を活性化させるための環境・基盤整備や、消費拡大につなげる
生産・流通・販売促進、安心安全な食づくりを担う市場の維持・活性化を推進します。

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

水産業の経営支援と育成 • 稚魚等放流事業
• 干潟漁業振興事業

• 離島漁業再生支援事
業

• 漁獲高の増加に向けた
各種有用稚魚等の放流
やアサリの保護区の設
定等、栽培漁業を推進
し、水産資源の計画的
な増殖と資源確保を図
る。

• 離島漁業集落が行う漁
業生産活動を支援し、
離島漁業の活性化を図
る。

• 関係漁協と協力して、放流
量や場所等の調整を行い、
計画的に実施する。

• 離島漁業再生支援交付金を
活用し支援する。

• 漁協の放流部会への参加、
県水産事務所との現地確
認や情報交換を行うなど
して、効果的な放流に取
り組んだ。

• 適宜、現地に出向き、漁
業の活性化や振興を図る
協議の場を多く設け、漁
業集落による活発な活動
につなげることができた。

漁村の生産環境の向上と
生産基盤の整備

• 港湾、漁港及び海岸
施設の改修事業

• 就労環境改善の施設
（浮桟橋）整備事業

港湾、漁港施設の維持管
理計画などに基づいた老
朽化対策事業や施設整備
事業を推進し、施設の安
全性、利便性向上を図る。

関係漁協や関係機関と協議・
調整を十分に行い、各施設事
業の内容に適した補助事業等
により実施する。

• 適切な財源の確保や事業
計画の見直しなどを行い、
各事業に取り組んだ。

• 実施可能な事業はすべて
実施することができたが、
一部の事業は繰越施工と
なった。

水産港湾課 設定者 課長 今井 康之
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農林水産業を将来にわたって維持していくために、農林水産業を活性化させるための環境・基盤整備や、消費拡大につなげる
生産・流通・販売促進、安心安全な食づくりを担う市場の維持・活性化を推進します。

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

自然環境の保全と管理 • 有害鳥獣等被害防除
事業

• 水産多面的機能発揮
事業

• 食害による漁獲高の減
少を防ぐため、追払い
及び駆除を行い、羽数
等の適正化を図る。

• 漁業者等による藻場、
干潟や漁場等の保全活
動により、水産資源の
保護、培養や水質浄化
等の多面的機能の維持、
回復を持続的に図る。

• 関係漁協等へ委託し実施す
る。

• 水産多面的機能発揮対策事
業を活用し、活動グループ
を支援する。

• 関係漁協に事業委託を行
い実施し、また他課等の
防除事業と合わせ、適正
化の目標値である１００
羽／年の捕獲駆除を行っ
た。

• 活動グループが持続的に
継続することができるよ
う、しっかりと意思疎通
を図りながら支援し、漁
業者等の干潟保全活動に
より、干潟機能の維持を
図ることができた。

水産港湾課 設定者 課長 今井 康之
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農林水産業を将来にわたって維持していくために、農林水産業を活性化させるための環境・基盤整備や、消費拡大につなげる
生産・流通・販売促進、安心安全な食づくりを担う市場の維持・活性化を推進します。

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地元の農業・水産業者及
び市場関係業者（卸売業
者・仲卸業者・関連事業
者・売買参加者等）が安
心して活動ができるよう
に地方卸売市場の整備、
維持に取り組む。

施設整備計画の作成 重要性、緊急性の観点か
ら優先順位を決定し整備
を行う。

• 定期点検の実施
• 市場内業者、維持管理委託
業者からの聞き取り

月一回の定期点検を実施、場
内業者などから、不具合箇所
を聞き取りし、修繕および工
事個所の優先順位リストを作
成。リストに基づき、修繕及
び工事を行っている。

空き施設を解消し安定し
た市場運営に取り組む。

空き施設の情報を公開 • 市場内業者に対する利
用促進

• 広報媒体を利用した空
き施設情報の公開

• 市場内業者で行われる会議
での呼びかけ

• 広報やホームページなどを
利用した広告宣伝を行う。

市場内業者へ新規利用の呼び
かけを行ったが、物価高騰や
コスト上昇に伴う厳しい経営
環境から、新規利用には至ら
なかった。

地場産品の流通販売拡大
を図り、市場の活性化及
び地産地消に取り組む。

• 生産者（農産組織）
に対する支援

• 各協議会と連携した
地場産品のPR

• 学校給食への食材提
供

• 消費者に地場産品を
知ってもらう機会を増
やす。

• 地場産品の栽培、開発、
産地維持、育成の支援

• 各地で開催されるイベ
ントへの参加

• 小売店で地場産品の試食販
売を行う。

• 地場産品を使った料理教室
を開催する。

• 栽培や産地育成に関して補
助金等を支給する。

• 広島フードフェスタなどの
イベントで地場産品の試食
販売を行う。

• ふれあい朝市を定期的に開
催する。

• 学校給食納入会議を定期的
に開催する。

• 地場産品を使った料理講
習会を４回開催し、地場
産品の魅力をＰＲした。

• 産地育成振興のため１０
団体へ補助金を支給した。

• ふれあい朝市は毎月第３
土曜日に開催した。

• 学校給食納入会議は３回
開催し、給食に納入でき
る地場産品について協議
した。

流通課 設定者 課長 荒川 大五



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

安心・安全な日常生活が送れる生活環境を実現するため、必要な施設の整備とともに、施設の適切な維持管理に取り組みます。

建設部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 建設部長 村重 総一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

楠中津線などの幹線道路
の整備に努める。

楠中津線等幹線道路整備
事業

楠中津線の第１工区の延
長７９０ｍについて、早
期完成を目指す。

楠中津線（第１工区、Ｌ＝７
９０ｍ）の工事を進める。

計画どおりに事業を推進し、
第１工区については概ね整備
完了。交通環境、住環境の向
上が図られた。

主に生活道路として利用
される市道の整備を進め
る。

市道（生活道路）整備改
良事業

市道の改良率を毎年向上
させる。

• 狭あいな市道を４ｍ以上に
拡幅改良する。

• 民間の開発行為を適切に指
導し、良好な市道を構築す
る。

狭あい制度の推進、適切な民
間活力への指導により、改良
率の向上が図られた。

通学路危険箇所の安全対
策を実施する。

交通安全施設整備事業 関係機関と連携し通学路
合同パトロールの要望箇
所の安全対策を実施する。

通学路の改善要望箇所につい
て、地域の実情を踏まえた効
率的、効果的な安全対策を実
施する。

通学路の危険箇所、２か所に
ついて歩道整備による安全対
策がおおむね完了

橋りょう等の安全性と利
便性を向上させるために
長寿命化及び耐震補強を
実施する。

橋りょうの長寿命化事業
及び耐震補強事業

橋りょうの点検結果に基
づき、修繕・補強を着実
に実施する。

長寿命化修繕計画等に沿って、
緊急性、重要性の高い橋りょ
うから長寿命化事業及び耐震
補強事業を実施する。

長寿命化修繕計画等に沿って、
計画どおり長寿命化対策を実
施。安全性、利便性の向上が
図られた。

道路課 設定者 課長 長谷 倫孝



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

安心・安全な日常生活が送れる生活環境を実現するため、必要な施設の整備とともに、施設の適切な維持管理に取り組みます。

建設部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 建設部長 村重 総一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

土砂災害防止に向けた対
策の推進と啓発活動

• 土砂災害警戒区域等
の周知

• 急傾斜地崩壊対策事
業の推進

• 市民への警戒区域の周
知

• 対策事業に関する事前
説明会

• 対策事業の推進

• ホームページや広報による
情報提供の継続

• 個別説明会の開催
• 小規模急傾斜地崩壊対策事
業等の推進

• 急傾斜地対策費補助金の交
付

• ホームページや広報によ
る情報提供の実施

• 個別説明会の実施 ３回
• 小規模急傾斜地崩壊対策
事業等の推進及び実施中

• 急傾斜地崩壊対策費補助
金交付決定件数 ８件

雨水排水路の整備 雨水排水等排水路整備に
よる浸水対策

• 排水路の計画的改修
• 浸水常習地区の対策

• 愛宕地区、牛野谷地区の排
水路整備と川下地区の樋門
改修

• 横山地区の排水路整備計画
策定

• 南岩国町一丁目地区及び御
庄地区浸水対策計画策定

• 愛宕地区、牛野谷地区の
排水路整備中、川下地区
の樋門改修完了

• 横山地区の排水路整備計
画策定済

• 南岩国町一丁目地区及び
御庄地区浸水対策計画策
定中

浸水被害軽減のための浚
渫や河川改修

浸水被害を防ぐための排
水対策事業の推進

準用河川・普通河川の流
下能力不足の改善

• 緊急浚渫事業の推進
• 緊急自然災害防止対策事業
（河川改修）の推進

• 緊急浚渫事業 １０件実
施

• 緊急自然災害防止対策事
業 １３件実施

河川課 設定者 課長 弘下 直樹



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

安心・安全な日常生活が送れる生活環境を実現するため、必要な施設の整備とともに、施設の適切な維持管理に取り組みます。

建設部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 建設部長 村重 総一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

生活環境の保全に努める
ために、下水道の整備や
下水道施設の適切な維持
管理を目指します。

• 計画的な下水道整備
• 計画的な維持管理に
努める。

下水道普及率を年間
０．４％向上させる。

• 計画的に人口密集地域から
優先して整備する。

• 老朽化が著しい施設から維
持管理・更新を進めていく。

• 新桜ケ丘団地の接続が完
了

• ストックマネジメント計
画に基づき管きょを更新
する工事を約２１０ｍ実
施

• 下水道普及率を０．４％
向上させる目標に対し、
概ね０．５％向上

健全な下水道事業の経営
を目指します。

• 下水道使用料の改定
の検討

• 改築・更新計画に基
づき適切な予算編成
を行う。

経費回収率９０％以上を
目指すための方針を定め
る。

下水道使用料の改定の方針を
定める。

• 令和８年１０月１日より
下水道使用料改定を実施

• 経費回収率９０％以上で
改定する目標に対し、
９５％で改定を行う。

下水道課 設定者 課長 石本真郭



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

安心・安全な日常生活が送れる生活環境を実現するため、必要な施設の整備とともに、施設の適切な維持管理に取り組みます。

建設部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 建設部長 村重 総一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

下水道施設のストック・
マネジメント計画を基に
した改築の推進を図る。

ストック・マネジメント
計画の改築事業計画に
沿った事業の実施

改築を推進することに
よって、ライフサイクル
コストの縮減を図る。

社会資本総合整備計画に沿っ
た事業の進捗管理

ストック・マネジメント計画
の改築計画に沿って整備を進
めることができた。

川下・横山地区のポンプ
場整備を計画的に進める。

土木・建築・機械・電気
等各工事の進捗状況を把
握し計画的に工事を進め
る。

川下・令和９年度末、横
山・令和11年度末の供用
開始を目指している。

それぞれのポンプ場の完成目
標に沿った年次計画を基に事
業の進捗管理

川下地区は機械、電気設備工
事を発注、横山地区は土木工
事を計画どおり実施し、それ
ぞれ年次計画どおり整備を進
めることができた。

雨水ポンプ場施設の維持
管理・改築・修繕を行い、
施設の最適化を図る。

緊急自然災害防止対策事
業債を活用し計画された
ポンプ場の修繕、改築を
進める。

小舛ポンプ場、通津南開
作ポンプ場について、令
和７年度中の完成を目指
している。

それぞれのポンプ場の完成目
標に沿った年次計画を基に事
業の進捗管理

小舛ポンプ場、通津南開作ポ
ンプ場とも令和７年度中に計
画どおり完成し、供用開始す
ることができた。

都市排水施設課 設定者 課長 長津 信之



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる持続可能な都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

幹線道路の事業進捗率を
増加させる。

岩国・大竹道路及び藤生
長野バイパスの幹線道路
の早期開通の促進

岩国・大竹道路及び藤生
長野バイパスの早期開通
に向け、国の幹線道路関
連予算が計上され事業進
捗がみられる。

• 早期開通に向け、国土交通
省等の関係機関に要望を行
う。

• 事業の進捗に向け、随時行
われる各種調査・協議等に
ついて、県等の関係機関と
も連携の上、適切に対応す
る。

• 早期開通への機運の醸成を
図るため、各種ＰＲ活動を
実施する。

• 早期開通に向け、国土交
通省等の関係機関への要
望活動や市民を対象とし
た周知活動を実施した。

• 岩国・大竹道路は、室の
木ＩＣアクセス（仮称）
岩国トンネルの工事等が
進捗しているとともに、
藤生長野バイパスについ
ては、令和６年１月から
用地買収を行っており、
用地取得率は約２７％と
なっている。

都市計画課 設定者 課長 岡原 達也
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる持続可能な都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域特性を活かしたまち
づくりを推進する。

• 土地区画整理事業見
直し計画の策定を行
う。

• 新たなまちづくりに
向けた公共事業の推
進を図る。

• 川下地区は、まちづく
り整備計画を推進する。

• 西岩国駅前地区は、住
民主導のまちづくり計
画を策定する。

• 南岩国駅前地区は、ま
ちづくり整備計画を推
進する。

• 川下地区は、地域と関係課
の調整及び事業を支援する。

• 西岩国駅前地区は、まちづ
くり協議会によるまちづく
り計画策定を支援する。

• 南岩国駅前地区は、地域と
関係課の調整を行い、まち
づくり整備事業を実施する。

• 川下地区については、ま
ちづくり勉強会を実施し、
関係課の事業内容につい
て意見交換を行った。

• 西岩国駅前地区について
は、計画策定に向けて、
歴史や文化を背景に公園
や道路、水害対策などの
ワークショップ等を実施
した。

• 南岩国駅前地区について
は、道路用地の取得や境
界復元など、関係課と調
整しながら業務を実施し
た。

都市計画課 設定者 課長 岡原 達也
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる持続可能な都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

予測される都市構造の変
化に対応したまちづくり
の計画を行う。

• 将来を見据えた都市
計画の改定を行う。

• 集約型都市づくりに
向けた施策の推進を
図る。

大きく変化する社会情勢
に対応するため、将来を
見据えた都市計画マス
タープランの改定を進め
るとともに、立地適正化
計画を運用することで持
続可能なまちづくりを推
進する。

• 市民意見の集約を行い、都
市の将来像を明確にし、将
来を見据えた都市計画マス
タープランの計画の改定を
行う。

• 集約型都市づくりの実現に
向け、立地適正化計画の各
施策の進捗管理を実施する。

• 都市計画マスタープラン
の改定については、地域
別の住民ワークショップ
を実施し、地域住民の将
来まちづくりに対する意
見を計画に反映させると
ともに、都市計画審議会
や国県市の関係部署との
協議・調整を図り、計画
改定案の取りまとめを
行った。

• 立地適正化計画に記載す
る施策について担当課の
進捗状況を把握し、次期
改定に向けた課題の整理
に努めた。

都市計画課 設定者 課長 岡原 達也
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる持続可能な都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

良好な景観の形成に向け
た景観まちづくりを推進
する。

景観形成事業補助金の活
用推進

歴史的建築物やまちなみ
を保全するとともに、周
囲の歴史的なまちなみと
調和した建築物が建てら
れ、良好な景観を目指す。

修繕対象物件所有者の理解を
深めて、横山・岩国重点地区
の修景・修繕助成を１２件以
上行う。

横山・岩国重点地区内の住民
に対し、７月１日号市報の配
布に併せ補助制度の案内パン
フレットを全戸配布し、また、
オープンハウス型説明会やパ
ネル展示を実施することで補
助制度の周知を図った。そう
した取組を通じて、目標を上
回る修景・修繕助成１９件を
行うことができた。

屋外広告物の適正な掲出
に向けた取組を推進する。

市の独自条例制定に向け
た取組の推進

良好な景観を形成し、風
致を維持するとともに、
公衆に対する危害を防止
することを目指す。

昨年度検討した市の独自条例
案に対するパブリックコメン
トの募集や説明会の開催等を
経た上で、今年度中に条例案
を議会に上程する。

パブリックコメントや説明会
での意見等を踏まえた条例案
を岩国市景観審議会で審議い
ただいた上で、１２月市議会
定例会に条例案を上程した。
同議会で条例案が可決され、
令和７年１２月２３日付けで
「岩国市屋外広告物等に関す
る条例」の公布に至った。

景観整備課 設定者 課長 片野 光一
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる持続可能な都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

本市における歴史的風致
の維持及び向上を図る。

歴史的風致維持向上計画
の推進

歴史的なまちなみの環境
整備の促進と歴史的な資
源の保存活用、伝統的な
活動の普及啓発や歴史的
な建造物の滅失など歴史
的風致が失われないよう、
本市に受け継がれる歴史
的風致の維持及び向上に
必要な取組を実施し、歴
史や文化を大切にするま
ちづくりの推進を図って
いく。

• 歴史的風致維持向上計画協
議会を中心に、計画の進捗
管理・評価などの計画推進
に係る事項や計画変更の協
議などを行う。

• 庁内においては、関係各課
で構成する「庁内会議」を
設置し、計画の業務調整や
進捗管理などを行う。

• 必要に応じて「文化財審議
会」などへ報告し、国や県
との協議を行い、計画の推
進に取り組んでいく。

歴史的風致維持向上計画協議
会を開催し、計画の進捗管理
や評価など計画推進に係る事
項について協議を行った。ま
た、庁内においては、関係各
課と連携し、計画に位置付け
られた事業の進捗管理を図っ
た。なお、今年度は文化財審
議会等への報告を要する案件
はなかった。

城下町地区における官民
協働によるまちづくりを
推進する。

「城下町地区グランドデ
ザイン」の推進

グランドデザインに基づ
く推進体制により、官民
協働のまちづくりの推進
を目指す。

まちづくり事業の進捗状況等
を地域との意見交換会におい
て情報提供するとともに、庁
内プロジェクトチーム会議等
を定期的に実施し、事業の横
断的な情報共有と連携に努め、
まちづくり事業を効果的・効
率的に進めていく。

城下町地区のまちづくり事業
の進捗状況について、地域と
の意見交換会において情報提
供を行うとともに、庁内プロ
ジェクトチーム会議を実施し、
事業の横断的な情報共有と連
携を図った。

景観整備課 設定者 課長 片野 光一
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都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

公園緑地の整備等の推進 岩国市みどりの基本計画
に基づいた公園緑地の保
全及び緑化の推進

市民ニーズを把握し、
人々が集い安らぎのある
公園緑地の整備を目指す。

• 桜の保全活動を通じて、み
どりを守り育てる体制づく
りの活動支援や情報発信を
行う。

• 吉香公園の樹木や植栽の健
全度調査等を行い、必要な
保全・安全対策を図るとと
もに景観の向上にも努める。

• 横山、本郷、美和、錦地
域を対象に桜保全活動を
実施。岩国小学校では桜
講座を実施するとともに、
市役所や岩国駅等では桜
名所の案内板を掲示した。

• 吉香公園では桜６０本、
高木６０本を対象に、樹
木健全度調査を実施、緊
急度に応じて伐採、剪定、
施肥等の保全・安全対策
を講じた。

岩国市都市公園施設長寿
命化計画に基づく整備の
推進

岩国市都市公園施設長寿
命化計画に基づいた効率
的な整備、維持管理の推
進

市民ニーズを把握し、誰
もが安心・安全に利用で
きる公園整備を目指す。

老朽化した公園遊具の更新や
トイレのバリアフリー化を実
施する。

• 老朽化した遊具更新を
１２箇所実施した。

• バリアフリートイレの整
備を２箇所実施した。

市民協働による街区公園
等の維持管理の推進

まちづくり協議会や市民
団体との意見交換を踏ま
え、持続的な活動を進め
る。

公園の清掃奉仕活動や緑
化・芝生化の推進活動へ
の支援

清掃活動や緑化活動に必要な
資材や器具の配布又は貸出し
を行う。

清掃活動への支援として「清
掃器具の配布」や「ごみ収集
対応」のほか自治会からの要
望に対して「自走式芝刈機の
貸出」を３３自治会へ延べ
９４回実施した。

公園施設課 設定者 課長 木村 房俊
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駐車場や駐輪場の改修及
び維持管理の推進

計画的な設備更新を行い、
効率的な活用を図る。

設備更新については、優
先度の高いものから順に
行っていく。

麻里布駐車場のエレベーター
の安全対策強化を図る。

麻里布駐車場エレベーターの
耐震改修を行うため工事を発
注、令和８年５月末に完成予
定

公園施設課 設定者 課長 木村 房俊
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる持続可能な都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

岩国駅前南地区市街地再
開発事業の推進

岩国駅周辺再開発事業 事業完了に向け、行政と
しての支援及び法手続を
行う。

組合への指導や助言、関係機
関との調整を行う。

定期の組合理事会に出席する
など、組合への指導助言、関
係機関との調整を行ったが、
昨今の工事費の高騰などを受
け、計画の見直しが必要とな
り、事業期間が延伸となった
が、引き続き、市の役割を踏
まえた適切な支援を行うこと
を確認した。

にぎわい創出施設整備事
業の推進

にぎわい創出施設整備事
業

再開発事業のスケジュー
ルに合わせて図書館機能
を核としたにぎわい創出
施設の整備を目指す。

にぎわい創出施設整備に対す
る市民の周知及び機運の醸成
につながるプロモーション計
画を策定するとともに、各種
プロモーション施策を実施す
る。

再開発事業の進捗状況に合わ
せたプロモーション計画策定
業務に取り組み、岩国まつり
や岩国駅周辺などプロモー
ション活動を行った。

新岩国駅前広場の整備に
よる交通結節点の機能強
化及び利便性の向上

新岩国駅前広場整備事業 令和７年度末の完成を目
指して整備を行う。

当該年度分の工事発注を行い、
既発注工事と調整して、全体
の整備を行う。

新岩国駅前広場については、
既発注工事と調整を行い、当
該年度分の工事発注と工事に
取りかかることができたが、
新たに街路樹の撤去等が必要
となり、やむを得ず工期を延
伸した。

都市拠点整備課 設定者 課長 土井 崇嗣
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート
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都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

「いこいと学びの交流テ
ラス」の整備推進

• いこいと学びの交流
テラス整備事業

• いこいと学びの交流
テラスアクセス道路
整備事業

• 愛宕町一丁目ほか急
傾斜地対策事業

• 令和７年度末の完成を
目指して整備を行う。

• アクセス道路の整備を
推進する。

• 令和７年度末の完成を
目指して整備を行う。

• 当該年度分の工事発注を行
い、既発注工事と調整して、
全体の整備を行う。

• 用地取得や建物補償を行う。

• 当該年度分の工事発注を行
い、整備を行う。

• いこいと学びの交流テラ
ス整備事業について、概
ね整備が完了した。

• いこいと学びの交流テラ
スアクセス道路整備事業
は、用地取得や建物補償
を概ね進めることができ
た。

• 急傾斜地安全対策事業は、
整備を完了した。

都市拠点整備課 設定者 課長 土井 崇嗣
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる持続可能な都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安全な宅地の形成や開発
行為による良好な市街地
の形成を図る。

都市計画法、宅地造成及
び特定盛土等規制法など
の法令に対し、適正かつ
的確な審査や検査を行う
とともに、大規模盛土造
成地の耐震化の促進に努
める。

法令の遵守を的確に指導
し、対応することで、安
全で良好なまちづくりに
つながる。

• 開発許可等において、適用
基準の遵守等を促進し、適
正かつ的確に取り組む。

• 宅地耐震化推進事業を着実
に進めていく。

開発許可等について、適正な
審査を実施するとともに、宅
地耐震化推進事業の二次スク
リーニング計画策定における
追加調査を２か所実施した。

建築物の建設及び既存建
築物の維持保全等におい
て、安全性や住環境の向
上を図るとともに、カー
ボンニュートラルの推進
に努める。

• 建築基準法、建築物
省エネ法、長期優良
住宅の法令などに対
し、適正かつ的確な
審査や検査を行うと
ともに、既存建築物
の維持保全も図る。

• 建築物の耐震化の促
進にも取り組む。

関係する法令を遵守し指
導対応することで、安全
で快適な建築物が形成さ
れ、良好な住環境が図れ
るとともに、持続可能な
環境が構築される。

• 建築確認や許可、省エネ適
合判定や届出、低炭素建築
物認定、長期優良住宅認定
等の審査や検査を適正かつ
的確に取り組む。

• 定期報告制度により、既存
建築物の維持保全を促進し
ていく。

建築確認や建築許可、建築物
省エネ法等にかかる審査等を
適正に実施し、条例の改正等
を遅滞なく行い、法令順守の
周知徹底を図り、建築行政
サービスに努めた。

専門分野（土木・建築
等）における知識の習得
や技術力の向上に継続的
に取り組む。

職種や職位にあった各種
研修に積極的に取り組み、
受講の促進や資格の取得
に向けた支援制度を推進
する。

職員全体で資格取得や技
術力の向上に継続的に取
り組むことで、安定的な
人材確保と変動する技術
の進化に対応できる。

• 国土交通大学校や全国建設
研修センター等が実施する
専門性のある研修や講習会
等を計画的に継続して受講
する。

• 各種会議等の課題検討を情
報共有し、実務へ反映して
いく。

国土交通大学校や全国建設研
修センター等の実施する研修
に参加し、職員のスキルアッ
プに努めるとともに、資格試
験を受験するなど技術力の向
上を図った。

建築指導課 設定者 課長 兼田 義浩
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

各種の申請や届出におい
て、的確かつ迅速な行政
サービスの提供を図る。

様々な相談に対して、迅
速かつ適正な対応が行え
るように、情報の共有や
各分野との連携を図る。

相談対応において、指示
や指導の食い違いや手戻
りを防止し、相談者が満
足できる行政サービスが
提供できる。

相談内容やその対応等を課内
で情報共有を図り、逐次確認
を行い、業務の円滑な対応に
努める。

相談や照会事項について、情
報共有を図り、適宜必要に応
じて協議対応を迅速に行い、
課題解決に努めた。

建築指導課 設定者 課長 兼田 義浩
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市営住宅の適正管理及び
戦略的な住宅供給に取り
組みます。

• 関係施策と連携した
住宅供給

• 市営住宅の立地と供
給の適正化

① 移住定住施策等と連
携し、情報提供する。

② 市営住宅長寿命化計
画に基づき住宅供給
の適正化を図る。

① 関係施策と併せた住宅取
得に関する情報提供

② 老朽化団地の用途廃止等
を行う。

③ 民間賃貸住宅の活用検討

① 地域おこし協力隊やDV被
害者提供住宅等、情報提
供及び情報共有を行った。

② 市営住宅の用途廃止８戸、
市営住宅の解体撤去６戸

③ 家賃補助による民間賃貸
住宅の活用を検討した。

居住支援体制の構築に取
り組みます。

住宅確保要配慮者が暮ら
し続けることができる住
環境の提供

福祉部局と住宅部局が連
携した居住支援体制を構
築する。

① 相談対応の連携を図る。
② 市営住宅の住戸改善を進

める。
③ 市営住宅の個別改善・長

寿命化を進める。

① 入居者の生活環境向上の
ため、福祉部局と情報共
有を行った。

② 市営住宅の住戸改善２戸
③ 市営住宅の防水改修２棟、

市営住宅のガス配管改修
４棟

建築住宅課 設定者 課長 青木 泰憲
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

空き家対策の推進、建築
物の耐震化の促進に取り
組みます。

• 空き家の管理徹底、
老朽化予防の働きか
け

• 建築物耐震化の促進
の働きかけ

① 関係する多くの情報
を発信する。

② 相談体制の強化を図
る。

③ 助成制度の推進を図
る。

① 空き家の適正管理の推進
と増加抑制に向けた情報
発信

② 岩国市空家等対策計画の
改定

③ 危険な空き家の解体費用
の助成

④ 建築物の耐震診断・改修
工事費用の助成等

① 生前整理セミナー及び個
別相談会を実施１回、耐
震対策パネル展を実施
１回

② 岩国市空家等対策計画を
改定

③ 老朽危険空家除却費補助
１０件

④ 木造住宅耐震診断員派遣
３０件、木造住宅耐震改
修費補助１件、危険ブ
ロック塀除却費補助５件

建築住宅課 設定者 課長 青木 泰憲
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人と環境に優しい公共施
設（建築物）の整備を推
進します。

建築・設備関係の専門的
分野における技術力の向
上に努め、各事業におけ
る公共施設（建築物）の
適正な整備・保全の取組

① 専門的な技術力を生
かし、設計や工事監
理に役立てる。

② 各事業の目的や計画
に則した整備を進め
るとともに、誰もが
利用しやすく、環境
にも配慮した公共施
設整備を推進する。

① 専門的な技術研修の受講
や資格取得に積極的に取
り組む。

② 耐震化、長寿命化、バリ
アフリーや省エネ等に配
慮した公共施設の整備に
努める。

① 建築士指定講習会、建築
物石綿含有建材調査者講
習会等参加２５名延べ
５０名、一級建築士ほか
資格受験者５名

② いこいと学びの交流テラ
ス整備
中央公民館整備
岩国高校記念館整備
小中学校空調設備整備
小中学校トイレ整備
公共施設照明設備整備
（ＬＥＤ化）

建築住宅課 設定者 課長 青木 泰憲
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民との協働により地域の課題を解決し、住み続けたいと思えるまちづくりに取り組みます。

由宇総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 由宇総合支所長 下岡 新治

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域活動の推進 自治会や地域団体との連
携による地域活動の支援

• 各自治会、団体への情
報発信

• 地域住民との協働によ
る課題解決

• 地域で活用できる制度等の
広報・周知を図る。

• 各種団体、地域住民との連
携を図り、企画・運営に取
り組む。

• 制度等について、広報に
よる積極的な情報発信、
集会等での説明を行い、
各地域における活動を支
援した。

• 商工会、観光協会、地域
住民と連携して、地域活
動の円滑な運営に取り組
んだ。

観光資源の活用 観光による地域活性化へ
の支援

イベントや観光情報の発
信による関係人口の増加

地域おこし協力隊及び観光施
設と連携し、積極的な観光Ｐ
Ｒに取り組む。

地域おこし協力隊や観光関係
諸団体と連携して、イベント
の実施や観光情報の発信に取
り組んだことで、にぎわいの
あるまちづくりに繋がった。

消防体制の充実 火災、災害発生時の即応
体制の強化

多発する災害等に対応す
る能力の向上

方面隊訓練、各分団での放水
要領訓練へ協力する。

全分団による年間２回の合同
放水訓練を実施し、災害対応
能力の向上に取り組んだ。

防災組織の活性化 自主防災活動の支援 活動休止状態にある自主
防災会の再結成

活動再開に向けて情報収集を
行い、地元自治会への説明を
実施する。

災害に対する身近な取組につ
いての防災講演会を行い、再
結成に向けての意識向上に努
めた。

地域振興課 設定者 課長 上原 規寛



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民との協働により地域の課題を解決し、住み続けたいと思えるまちづくりに取り組みます。

由宇総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 由宇総合支所長 下岡 新治

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民が「素早く、正確」
で「わかりやすく、丁
寧」だと感じてもらえる
サービスの提供

来庁（電話等）された市
民の用件を「素早く、正
確」に把握し、市民側の
立場に立って「わかりや
すく、丁寧」にご案内す
る。

• 来庁された市民が望む
手続が完了するまでの
ストレスを軽減する。

• 来庁（電話等）された
問い合わせに対して、
十分納得された状態を
目指す。

• 課全員が積極的な声掛けと
用件の聞き取りを行い、手
続等をご案内する。

• 混雑時には番号札を配布し、
待ち時間を見える化する。

• 問い合わせに対しては、市
民ひとりひとりの状況に配
慮し、わかりやすく、丁寧
な説明を心掛ける。

• 課全員が積極的な声掛け
と用件の聞き取りを行い、
手続き等をご案内するこ
とを心掛けた。

• 対応については、市民ひ
とりひとりの状況に配慮
し、わかりやすく、丁寧
に行うことを心掛けた。

地域が一体になった生活
環境の保全・美化の推進

• 町内一斉清掃等の清
掃活動の実施

• 不法投棄廃棄物への
対応

生活環境の保全・美化の
推進

• 市民、各種団体の協力や情
報提供等により実施する。

• 定期的に不法投棄パトロー
ル等を実施し、不法投棄物
の発見及び抑止効果に努め
る。

• 適切なごみの出し方の指
導等により、生活環境の
保全・美化の意識向上に
努めた。

• また、不法投棄パトロー
ル等により不法投棄物の
発見に至り、適正に処理
した。

市民福祉課 設定者 課長 角永 和彦



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民との協働により地域の課題を解決し、住み続けたいと思えるまちづくりに取り組みます。

由宇総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 由宇総合支所長 下岡 新治

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域住民や各種団体と協
働し、公共施設の利便性
向上とコスト削減を図る。

• 公共施設のパトロー
ルの実施

• 市民協働による生活
道路や公園の維持管
理の推進

• 公共施設の安全性と利
便性が確保される。

• 地域において互いに助
け合う快適で住みよい
地域社会となる。

• 定期的なパトロールを行い、
公共施設の異常個所の早期
発見に努める。

• 自治会単位で自主的に地域
の公共施設の草刈り及び清
掃活動の定期化

• 公共施設の定期パトロー
ルや市民からの情報によ
りその状態を把握し、速
やかに対処することで施
設の安全性と利便性の確
保に向け取り組んだ。

• 公園の草刈りや清掃を地
域住民に呼びかけ、その
作業で発生した草木やゴ
ミを職員で収集処分した
ほか、高木の剪定など地
域住民では困難な作業に
ついても、職員が直営で
対応するなどコスト削減
を図った。

農林建設課 設定者 課長 小池 泰弘
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民との協働により地域の課題を解決し、住み続けたいと思えるまちづくりに取り組みます。

由宇総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 由宇総合支所長 下岡 新治

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

有効な施策を活用し、鳥
獣被害の防止に向けた取
組を推進する。

• 鳥獣被害の防止と駆
除

• 耕作放棄地の発生防
止

• 鳥獣被害の防止と駆除
のための支援を推進す
る。

• 中山間地域の集落単位
等での共同活動による
保全管理と保全活動を
促進する。

• 地元猟友会との連携を強化
し、有害鳥獣等の駆除に取
り組む。

• 対策補助制度や捕獲方法等
の周知、各種制度の利用促
進を図る。

• 中山間地域の共同活動につ
いて支援する。

• 有害鳥獣による被害や出
没の通報があった時は、
速やかに現地確認を行う
とともに、猟友会に対し
見回りや罠の設置を依頼
するなど有害鳥獣対策に
取り組んだ。また、猟友
会の見回りに同行するこ
とで、近隣地域の情報や
特性など鳥獣に関する知
識の習得にもつながった。

• 鳥獣被害の相談に対して
は、柵の設置や追い払い
などについて適切なアド
バイスを行い、各種制度
の利用促進に努めたほか、
補助制度について支所だ
よりに掲載するなど周知
を図った。

• 中山間地域の共同活動に
係る補助金の事務手続き
を支援し、農地の保全管
理と保全活動を促進した。

農林建設課 設定者 課長 小池 泰弘
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民との協働によるまちづくりを促進し、地域課題の解決に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 藤岡 達也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域住民の自主防災意識
を高める。

• 防災リーダーの育成
• 自主防災組織や自治
会等が行う防災活動
の支援

• 緊急情報伝達手段の
周知

• 防災の専門人材の育成
• 自主防災の啓発および
活動を地域と協働して
実施

• 防災行政無線戸別受信
機の設置率向上

• 市の補助金を活用し、各地
区において防災士資格取得
者の段階的増員を目指す。

• 各種研修会等の機会を捉え
て、防災講話等を実施する
とともに、防災ラジオや市
民メールの活用を周知する。

• 昨年度から開始した防災
士育成事業において今年
度は自主防災連合会から
２名が防災士資格を取得
した。

• 単位自治会等へ出向き、
防災訓練や研修会等の機
会を捉え、防災講話を実
施するとともに防災ラジ
オや市民メールの活用を
促した。

地域交通の利便性向上 • 生活交通バスの利便
性向上

• 路線の安全確保

• 地域住民の要望や意見
を参考に、地域の状況
に沿った運用への見直
しを検討

• 気象状況等による道路
の不具合等の把握

• 運行経路や運行時間の変更
等、地域の要望に対して検
討、調整を行う。

• 安全に運行できるよう、運
行業者と連携し、道路の状
況把握と早期対応を行う。

• 利用者のいない運行経路
の見直しを行い、次年度
から効率的な運行ができ
るよう調整を行った。

• 運行業者と連携を密にし、
早期に道路状況などを把
握し対応を行い、安全に
運行することができた。

地域振興課 設定者 課長 杉本 泰子
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民との協働によるまちづくりを促進し、地域課題の解決に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 藤岡 達也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

自治会および地域との連
携

自治会や地域の活動を支
援

• 各地域への情報発信
• 各地域との情報共有

• 地域で活用できる有効な制
度等の提案

• 情報を広く提供できるよう、
地域との情報交換に努める。

• ５年ぶりに総会を開催し、
視察研修も実施した。ま
た理事会も年３回開催し、
理事と意見交換や情報共
有をすることができた。

• 周東地域内だけでなく、
玖珂地域の自治会連合会
とも交流会を開催し、情
報交換を行った。

集落支援員活動の推進、
連携

集落支援員と地域住民、
団体等の交流を推進

集落支援員と情報を共有し、
地域活性化に向けた取組に対
するアドバイスと調整を行う。

• 祖生地区の集落支援員と
就業前及び月１回のミー
ティングを実施し、情報
共有を強化するとともに
アドバイスと調整を行っ
た。

• 新たに３自治会の集落点
検を実施し、地域の話し
合い活動につなげた。

地域振興課 設定者 課長 杉本 泰子
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民との協働によるまちづくりを促進し、地域課題の解決に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 藤岡 達也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民が満足できる接遇と
適切な対応

• 丁寧な市民サービス
の提供

• 職員間での情報の共
有及び関係機関との
連携

• 市役所窓口での市民が
満足する行政サービス
の提供

• 情報を共有し、職員間、
関係機関で迅速・適切
な対応を行う

• ていねいで優しい接遇を心
掛ける

• 通路、窓口の来庁者へ注意
を向け、声掛けを行うこと
で市民が迷わない対応

• 担当業務のスキルアップに
より、市民に分かりやすく

• 研修会などに積極的に参加
し、復命することで、職員
全体の意識と能力の向上を
図る

• 各業務における誤処理防止
のためにチェック機能を徹
底する

• 年間を通じ、おおむね来
庁者に不快感や不安のな
い窓口対応が行えた。

• 研修会や情報交換の会に
積極的に参加し、課内で
共有を行った。

研修会等参加１８回／延べ
２８人

• 処理の誤りはおおむね防
ぐことができたが、ひや
りはっと含め発生した場
合は、手順の再確認を
行った。

市民、各種団体、関係機
関と連携して生活環境の
保全・美化を推進

• 町内一斉清掃等の清
掃活動及び不法投棄
廃棄物への対応

• 生活環境の保全・美化
を推進

• 不法投棄パトロールの
実施

• 市民や各種団体の協力や情
報提供等により実施

• 定期的に週２回の不法投棄
パトロール

• 苦情処理や情報提供がお
おむねご迷惑をかけない
期間で処理が行えた。

• パトロールは地域の御協
力をいただき、問題なく
実施できた。

パトロール実施 延べ２３９
回

• 地域や関係機関との連携
により解決された実例を
作ることができた。

市民福祉課 設定者 課長 中原 剛



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民との協働によるまちづくりを促進し、地域課題の解決に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 藤岡 達也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

所管施設の安定的かつ安
全な管理・運営を行い、
施設更新等に関しては、
迅速かつ計画的に進めて
いく。

• 食肉関係施設の更新
等に向けた施策・方
針の検討

• 丸太村施設老朽化に
伴う方針等の検討

• 山口大学共同獣医学
部及び国際総合科学
部との連携

• 食肉流通センター及び
汚水処理施設の更新に
係る補助事業等の活用

• 丸太村の知名度アップ
と、宿泊棟のリニュー
アルを行う。

• 山口大学共同獣医学部
と連携した食肉関係の
拠点を作る。

• 農山漁村振興交付金採択を
目指し、組合や県・国等と
の協議

• 山口大学国際総合科学部と
の連携により、ＰＢＬ学習
による丸太村の課題抽出等
を行う。

• 丸太村でのイベント開催及
びＨＰのリニューアル等を
行う。

• 山口大学共同獣医学部・玖
西食肉加工事業協同組合と
の連携事業を開催、また、
関係各課と今後の事業展開
についての調整・協議

• 農山漁村振興交付金より
も有利な地域未来交付金
の採択に向け国・県と協
議しながら申請を行った。

• ＰＢＬ学習による周東町
における研究報告を受け、
次年度以降の参考とする。

• 丸太村を活用した初のイ
ベント「森林（もり）で
遊ぶ」を開催。併せてＨ
Ｐ及びパンフレットをリ
ニューアルした。

• 獣医学・食品衛生等に対
する理解度を高めるため、
中高生対象の共同獣医学
部に特化したオープン
キャンパスを開催

農林課 設定者 課長 向原 英昭
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市民との協働によるまちづくりを促進し、地域課題の解決に取り組みます。
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農村集落機能を補完する
仕組みの構築

• 農村ＲＭＯ設立に向
けた地域におけるコ
ンセンサスの醸成

• 補助事業の活用及び
次年度以降の地域ビ
ジョン等の作成

• 祖生地区における農村
ＲＭＯの設立に向けた
事業を展開する。

• 祖生地区をモデルケー
スとし、他地区での農
村ＲＭＯの設立

• 専門家によるＷＳや講演を
行い、地域課題等について
住民のコンセンサスをとる。

• 補助事業を活用し、令和８
年度の農村ＲＭＯ設立に向
けた実証等を行う。

• 県内初の農村ＲＭＯ設立に
向け、補助事業の申請及び
計画の策定

• 農村ＲＭＯ設置運営に係る
集落支援員の活用

• 専門家による講演会及び
ワークショップを開催し、
対象地域のＲＭＯ認知度
が向上した。

• 補助事業を活用し、ラジ
コン草刈り機の実証や先
進地（２か所）への視察
等を行った。

• ＲＭＯ設立を令和８年度
中に設定しスケジュール
を計画

• 集落支援員を配置した。

農林課 設定者 課長 向原 英昭
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担い手の確保、育成・支
援に関する取組を行うと
共に耕作放棄地拡大防止
を図る。

• 農業者の高齢化や離
農者の拡大を防止す
るための施策を進め
ると共に、担い手確
保に努める。

• 耕作放棄地拡大防止
対策を進める。

• 移住者等を含めた担い
手や新規就農者を確保
し、同時に農地の荒廃
に歯止めをかける。

• 鳥獣被害の減少

• 農業大学校やＪＡによる研
修や、市内外の就農希望者
とのオンラインも含めた就
農相談の場の設置

• 地域おこし協力隊による半
農半Ｘの検証や、SNSによ
る地域情報発信

• クマ・イノシシ・サル等鳥
獣被害に対する啓発及び猟
友会との連携強化

• 就農希望者に対する面談
や相談を受け付けた。

• 地域おこし協力隊員が８
月で任期を終え、ミッ
ションである半農半Xの検
証等３年間の報告を行っ
た。

• 農家を対象に鳥獣被害防
止対策に係る研修会を開
催した。また、田尻地区
においてワイヤーメッ
シュ柵設置事業を実施し
た。

農林課 設定者 課長 向原 英昭
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安全性や利便性に配慮し
た生活道路の整備を図る。

• 市道（生活道路）の
整備、維持管理

• 安全施設の整備

• 定期的な市道パトロー
ルによる維持管理及び
整備・改修の実施

• 通学路等の安全面に配
慮した交通安全施設の
設置

• 毎月パトロールを実施し、
支障のある場合及び地元要
望に対して迅速に対処

• 危険箇所を把握し、区画線、
防護柵等を設置

• パトロールの実施による
維持管理により事故はな
く、地元要望に対する迅
速な対処及び早期の工事
実施により、道路整備も
進んだ。

• １０路線において安全施
設の設置を行った。

憩いの場である公園の維
持管理に努める。

公園施設の維持管理 • 公園の遊具や施設の点
検、トイレの清掃を定
期的に実施

• 老朽化したフェンスの
修繕工事を実施

• 遊具等の点検を３か月に１
回行う。

• トイレの清掃を地元に委託
• 施設を点検し、破損した
フェンス等の修繕の実施

• 今年度より、久田児童公園
のフェンス改修を実施する。

• 定期的な点検で事故はな
く、トイレ清掃は、清潔
に維持できた。

• 久田児童公園の老朽化し
たフェンス、７０mの改修
を行った。今後、数年間
で２４０m全てのフェンス
の改修を行う。

水質保全のため生活排水
処理施設の整備、維持管
理に努める。

下水道（集落排水、特定
排水）の維持管理

• マンホールポンプ異常
時の対応可能体制

• 下水道施設の点検、清
掃、水質検査を実施

• 異常時に迅速に対応できる
よう業者との連絡体制を整
える。

• 水質、水環境の保全に努め
るため、定期的な維持管理
の実施

• 連絡体制を整えたことで
異常時の対応が迅速、的
確にできた。

• 定期的な維持管理を実施
したことで早期の異常な
事態を発見することがで
き、部品の交換や４基の
ポンプの更新を行ったこ
とで施設の長寿命化につ
ながった。

建設課 設定者 課長 前崎 竜次
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

浸水被害対策として浚渫
等による流下能力の改善
を図る。

• 排水機場の維持管理
• 河川の維持管理

• 排水機場の定期的な点
検の実施

• 定期的な河川パトロー
ルを実施し、堆積が顕
著な場合は浚渫工事を
実施

• 非常時に稼働できるよう委
託先の地元自治会と毎月点
検を実施

• 浚渫が必要な河川は、優先
順位をつけ計画的に工事を
実施

• 地元自治会と共に毎月点
検を実施し、非常時の稼
働に備えた。

• パトロールを実施し、河
川の現状を把握した上で、
浚渫が必要な６河川にお
いて工事を行った。

建設課 設定者 課長 前崎 竜次
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域づくりの意識を共有
し、協働のまちづくりを
推進する。

地域活動の支援や参加促
進

• 地域コミュニティの機
運醸成

• 地域による自主的なま
ちづくり活動の実施

• 自治会連合会等と連携を図
り、地域における課題を検
討する。

• 地域づくりの協働推進のた
め、各種サービスの積極的
なＰＲや研修会等への参加
を促す。

• 空き家の有効活用に対応
するため、自治会連合会
にＩＪＵ応援団を設立、
令和７年度より移住定住
促進事業の取組を開始し
た。

• また、自主防災活動を地
域づくりの核に位置付け
て人材育成・地域コミュ
ニティの活性化を図って
おり、災害に強いまちづ
くり、地域づくりを目指
し研修会等を実施してい
る。今年度は、下関市彦
島地区にて視察研修を実
施した。（２６名）

玖珂支所 設定者 支所長 山本 直文

1/3



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート
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周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 藤岡 達也

課の使命又は目指す姿
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域住民が自ら対応、行
動できる防災体制を構築
する。

• 防災アドバイザーの
養成支援

• 防災教育研修会等の
開催支援

• 災害等に自らが対応、
行動できるよう意識を
高め、安心・安全を確
保する。

• 防災アドバイザーによ
る地域支援を確立する。

• 幼稚園児・小学生・中学生
を対象とした防災教育研修
の開催

• 地域住民を対象とした防災
体験研修の開催

• 玖珂幼稚園（９名）、玖
珂小学校（８５名）、玖
珂中学校（５５名）を対
象に防災学習会を実施し
た。

• また、単位自治会長及び
防災委員（７２名）を対
象に自主防災リーダー研
修を実施したほか、地域
住民を対象とした親子防
災教室（親子４９名）を
開催し、防災に対する意
識啓発を図った。

• 自治会連合会との協働に
よる防災アドバイザーの
養成
令和７年度３名
令和８年度 登録者２１名

玖珂支所 設定者 支所長 山本 直文
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

窓口サービスを、円滑・
迅速に提供できる体制を
実現する。

接遇の向上推進 • 案内待ちが無いような
窓口対応

• 支所のワンフロアーを
生かしたワンストップ
窓口サービスの実施

• 接遇研修における職員のス
キルアップ

• 支所内の他の業務を意識し、
情報共有を図り、円滑な業
務遂行に努める。

• 玖珂支所のワンフロアー
を生かし、他の班にまた
がる複数の業務を円滑に
進められるよう、毎月の
ミーティング等を通し支
所内の情報共有を図って
いる。

• また、親切丁寧な接客を
提供できるよう、接遇研
修等により窓口業務の向
上を図った。

玖珂支所 設定者 支所長 山本 直文
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

まち全体が笑顔で溢れ、そこに住みたい・暮らし続けたいまちづくりを目指します。

錦総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 錦総合支所長 的場 敏

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域住民による意欲的な
コミュニティ活動を推進
する。

• 自治会活動や地域活
動の支援、参加促進

• 魅力的な地域づくり
の推進

• 地域による自主的なま
ちづくり活動や環境整
備活動の実施継続

• 地域活動を継続するた
めの担い手の育成

• 移住定住の促進

• 市民や地域団体が実施する
イベント等の支援や参加機
会を提供する。

• 集落支援員を配置し、地域
課題解決のための支援活動
を行う。

• 地域、関係機関と連携し移
住定住相談・受け入れ態勢
の充実を図る。

• 地域ささえ愛交付金事業
を活用した集落内の環境
美化・整備活動（１８自
治会）の支援を行った。

• 高根地域に集落支援員１
名を配置し、地区の祭り
やイベントの補助、環境
整備活動を補助し、地域
コミュニティ持続のため
の支援に取り組んだ。

地域団体と連携した体験
交流事業を推進する。

体験メニューの充実と誘
致

都市と農山村との交流人
口の増加

• やましろ体験交流協議会と
連携した体験型観光を推進
する。

• 自然環境など地域特性を生
かした体験企画を通じ、周
辺地域との結びつきを創出
する。

• 市内小学生を対象に、錦
川清流線を利用した川遊
び体験などの日帰り体験
イベント「わんぱく列
車」を実施し、１１１名
を受け入れた。

• 沢トレッキングや豆腐作
り体験をふるさと納税返
礼品として提供し、都市
部から６名の体験参加が
あった。

錦総合支所地域振興課 設定者 課長 藤本 修正
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域資源を生かした観光
交流の推進と観光情報を
発信する。

効果的な情報発信の充実 観光資源の認知度向上と
周遊促進による観光交流
人口の拡大

• 全国鉄道資源活性化サミッ
トの開催

• 地域おこし協力隊による錦
川清流線やとことこトレイ
ンを活用した広域的な観光
交流の推進と情報発信を行
う。

• １０月４日～５日に「第
５回 全国鉄道資源活性
サミットｉｎ岩国」を開
催。全国から約６００名
の参加があり、地方鉄道
の様々な活動事例の発表
を行い、また、錦川清流
線やとことこトレインの
乗車体験、ＳＮＳ動画を
作成し様々な観光情報の
発信を行った。

観光施設の適切な維持管
理と整備を進める。

観光・交流施設の健全な
運営のための整備

観光施設への訪問者の増
加

施設の有効活用策を検討し、
施設等の整備を進める。

• とことこトレインの路面
整備や観光施設内の危険
設備の撤去、雑木除去を
行い、利用者が健全に利
用出来るよう整備を行っ
た。

錦総合支所地域振興課 設定者 課長 藤本 修正
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

まち全体が笑顔で溢れ、そこに住みたい・暮らし続けたいまちづくりを目指します。

錦総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 錦総合支所長 的場 敏

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

接遇能力及び事務処理能
力の向上を図り、市民が
満足し納得のできる対応
をする。

窓口対応マニュアル及び
業務マニュアルの充実と
共有

• 来庁者のニーズを的確、
迅速に判断し、担当課、
担当者に引き継ぐ。

• 課員全員が班の垣根を
越えて課内の業務全般
について把握している。

• 来庁者に対する声掛けの意
識を向上させる。

• 各班の業務マニュアル等を
最新の状態に維持し、わか
りやすく整理することで共
有しやすくする。

• 来庁者に対して声掛けは
おおむねできていた。

• 業務マニュアル等は課員
全員が共有できるよう共
有フォルダにまとめ、探
しやすいよう整理するこ
とができている。

市民や関係機関との折衝
記録をわかりやすく整理
して記録し、各班内で共
有する。

各班内で情報共有できる
ようファイルを整理し活
用する。

記録した情報を正確に引
き継ぎ、継続中の手続や
折衝などをいつでも誰で
も速やかに活用できる。

• 市民からの情報提供には速
やかに対応する。

• 取組中の案件や折衝記録を
共有できる保管方法を研究
し、整理活用する。

• 情報提供や苦情処理につ
いては、速やかに対応す
ることができていた。

• 対応記録などを共有する
ことで、同様の案件での
活用ができた。

市民福祉課 設定者 課長 水谷 裕昭



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

まち全体が笑顔で溢れ、そこに住みたい・暮らし続けたいまちづくりを目指します。

錦総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 錦総合支所長 的場 敏

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

持続可能な農林業の推進 • 農林畜産業の担い手
への支援

• 農地の維持と森林環
境の整備

• 農林事業の経営が安定
して行われている。

• 営農や施業によって農
地や森林の荒廃地が減
少し、環境の保全がで
きている。

• 直接支払制度事業の推進
• 再生協議会事業の推進
• 鳥獣被害対策への取組
• 畜産経営への支援
• 森林整備事業の促進
• 作業道整備事業の推進

担い手の確保が課題であるが
新規参入の法人が営農を開始
したのは明るい材料である。
しかし、全体的に耕作面積は
縮小しており継続した取組が
必要である。

快適な生活環境の整備 生活環境の維持保全 • 生活インフラが適切に
維持されている。

• 集落内の環境が適切に
維持されている。

• 下水道施設の維持管理
• 簡易給水施設管理者への
支援

• 空き家情報の把握

上下水道について大きなトラ
ブルはなかったが水道の管理
組合への支援を十分行うこと
ができなかった。今後、ス
マート化に取り組んでいく必
要がある。

農林業施設を活用した交流
促進

周辺地域との交流促進 体験交流施設が盛んに利
用され、地域の活性化に
つながっている。

• 府谷体験交流施設を活用
した交流

• 木質チップ工場の活用推
進

• 農林産品加工所の活用

体験交流事業は錦地域におい
て必要な事業として取り組ん
でいる。新たにチップ工場を
活用した交流を考えていたが
具体的に実施できなかったの
で継続して取り組んでいく必
要がある。

生活道路や河川の整備 道路や河川の適切な維
持管理

幹線である国県道や市道
が適切に管理され快適に
通行できている。

• 巡視や占用の確認などの
市道管理

• 市道河川の維持工事
• 国県道管理者との連携の
強化

昨年の雪害による道路や河川
への倒木を撤去し影響を解消
することができて、本来の機
能を取り戻しつつある。

農林建設課 設定者 課長 坂本 泰司



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

まち全体が笑顔で溢れ、そこに住みたい・暮らし続けたいまちづくりを目指します。

錦総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 錦総合支所長 的場 敏

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域住民が安心して安全
に暮らすための共同体制
づくりの推進

• 地域活動の支援
• 住民の防災意識の向
上

• 災害時の情報共有
• 減災対策の推進

住民の安全安心を守るた
め、災害や緊急事態に備
え、平時から地域や関係
機関との連携体制を構築
する。

• 地域住民主体の交流事業を
支援する。

• 防災意識の強化を図るとと
もに、地域間における連携
を強化する。

• 災害の未然防止対策を計画
的に実施するよう関係機関
に要請する。

• 都市住民との交流事業な
ど、集落支援員を中心に
運営支援を行い、地域主
体の活動の継続と活性化
につなげた。

• 指定管理者との定期的な
協議を通じて連携強化を
図り、観光振興を進めた。

• 防災に関する意識啓発や
情報共有を行うことで、
地域間の連携を深めると
ともに、防災の備えの意
識向上につながった。

市民に寄り添い信頼され
る接遇と適切な対応で安
心と満足を提供する窓口
サービスに取り組む。

• 職員の接遇スキルの
向上

• 市民からの問い合わ
せ等に対して、分か
りやすく丁寧な説明
を行い、安心して相
談できる環境をつく
る。

住民窓口で、丁寧かつ的
確な対応を心がけること
で、質の高いサービスを
提供する。

• 明るく優しい対応を心がけ
る。

• 担当業務のスキルを向上さ
せ、複雑な制度を簡潔に分
かりやすく説明する。

• 業務におけるミスを防ぐた
め、確認機能を強化する。

• 部署内での会議、協議を
積極的に実施するととも
に、住民や関係組織との
連携を図り、職員の能力
向上に努めた。それによ
り、丁寧で的確な窓口対
応を行うなど質の高い市
民サービス提供につな
がった。

美川支所 設定者 支所長 隅 桂子



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

地域課題に市民目線で向き合い、各課の連携と地域との協働で「魅力ある地域づくり」を目指します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所 宮本 宜明

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域づくり支援機能を強
化し、市民との協働によ
り地域の諸課題を解決す
る。

• 集落支援事業
（集落支援員２名の配
置）

• 市民協働による移住
定住の促進

① 集落支援員を中心に
旧小学校エリアでの
地域活動を支援する
ことにより広域で支
えあう仕組みづくり
が構築される。

② 各地域のＩＪＵ応援
団と協働し移住定住
の促進に積極的に取
り組むことにより、
地域活動の担い手が
確保され、集落機能
の維持・活性化が図
られる。

① 地域活動が定着している
地域は、持続可能な活動
になるように支援してい
く。また、阿賀地区、秋
掛地区においては、農林
建設課と連携した特産品
開発や、教育委員会と連
携した地域の史跡調査な
ど、県事業を活用した取
組を支援し、持続可能な
地域づくりを進める。

② ＩＪＵ応援団との協働に
より空き家の情報の収集
と調査を進め、移住者に
対してはＩＪＵ応援団や
管内各課と連携の上、定
着に向けて支援する。

① 地域活動が定着している
地域では関係人口が増加
した。また、県事業を活
用し、阿賀地区では黒米
を使った特産品の開発と
販売の開始、秋掛地区で
は史跡の入ったマップを
作成しウォーキングイベ
ントを開催、両地区とも
持続可能な地域づくりを
進めることができた。

② ＩＪＵ応援団と協働で空
き家の掘り起こしを行い
７件候補に挙がり、うち
４件登録ができた。

地域振興課 設定者 課長 原田 忠信
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

地域課題に市民目線で向き合い、各課の連携と地域との協働で「魅力ある地域づくり」を目指します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所 宮本 宜明

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

生活交通バスが便利で利
用しやすく将来にわたり
持続可能なものとするた
めに運行の適正化を図る。

生活交通バス運行最適化 バス路線再編の検証を随
時行うことにより、効率
的・効果的で誰もが安心
して快適に利用できる公
共交通サービス環境を提
供する。

① バス利用者からの意見や
苦情の情報を収集し整理
するとともに、運行計画
の点検・評価を行い、必
要であれば改善する。

② 美和病院移転開院に伴う
運行について、本郷地域
を含む利便性の向上を、
病院・本郷支所・教育委
員会と連携し進める。

① 昨年度実施した新たな経
路や時刻での運行に対し
て、バス利用者にアン
ケート調査を実施、点
検・評価を行った。

② ７月の美和病院移転に伴
う運行については関係部
署等と連携しバス停の位
置やバス停車場所などを
協議、利便性の向上に取
り組むことができた。

弥栄湖を中心とした観光
拠点の充実により交流人
口の拡大を図る。

• 観光拠点地域の活性
化

• 地域おこし協力隊派
遣事業

• 観光から移住へとつ
なげていく取組

弥栄湖周辺施設の機能向
上及び外部人材の活用に
よる魅力的な観光拠点づ
くりを目指すことにより、
都市部との交流が促進さ
れ、観光客数や交流人口
が増加する。

① 利用状況や利用者の意見
を整理し運営方針の点
検・評価を行い改善する。

② 住民と管内各課と協働で、
観光資源の見直しを行う。

③ 外部人材と連携し、観光
客に対して美和地域の情
報や空き家情報などを積
極的にＰＲする。

弥栄湖周辺施設を利用する
様々なイベントを支援しなが
ら、来客者に対し美和地域の
情報発信や意見聴取を行った。
また、集落支援員が活動して
いる地区の情報をＩｎｓｔａ
ｇｒａｍや市のホームページ
に掲載するなど積極的に地域
外にＰＲした。

地域振興課 設定者 課長 原田 忠信
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

地域課題に市民目線で向き合い、各課の連携と地域との協働で「魅力ある地域づくり」を目指します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所 宮本 宜明

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

防災意識の醸成を図り、
災害時に迅速に対応でき
るようにする。

市民協働による自主防災
事業

各地域で避難計画や緊急
連絡網を整備することに
より、互助、共助機能が
発揮され、災害時に迅速
に対応できる。

① 自治会連合会と連携し、
各地域の緊急連絡網の作
成・支援を行う。

② 自治会連合会と協働し地
域防災についての研修会
を開催する。

自治会連合会と連携し、各地
域の緊急連絡網の作成支援を
行った。また、坂上東部地区
において地域防災講座を開催
し、防災に対しての意識の醸
成を図ることができた。

地域振興課 設定者 課長 原田 忠信
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民から満足を得られる
よう窓口サービスを提供
する。

• 職員の意識改革と資
質・能力の向上を図
る。

• 業務改善

• 職員の資質・能力向上
により市民から信頼さ
れる。

• 業務改善により、効率
的、効果的に業務を推
進する。

• コンプライアンスの遵守
• 業務に関わる法的根拠の確
認

• 接遇・業務改善について課
題の確認、検証、改善策の
検討、実施

• コンプライアンスに係る
各種研修を実施、受講し
職員の意識向上を行った。

• 慣例的に行ってきた業務
の法的根拠を確認し、職
員間で情報を共有した。

• 問題が発生したものにつ
いて、原因を検証し、改
善策を検討し対応すると
ともに、今後の参考とな
るよう職員間で情報を共
有した。

地域との協働、庁内の連
携により、適切な住民
サービスを提供する。

• 地域団体との密接な
連携

• 行政課題に対する庁
内の連携

地域からの意見・要望に
対する行政課題を各課の
連携により解決、実現を
目指す。

• 課題点の整理、情報共有
• 解決策の検討、実施

• 地域的な課題について、
関係部署、地域団体と協
議を重ね、対応策を検討
し実施した。

市民福祉課 設定者 課長 山田 博之

地域課題に市民目線で向き合い、各課の連携と地域との協働で「魅力ある地域づくり」を目指します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所 宮本 宜明



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所 宮本 宜明

地域課題に市民目線で向き合い、各課の連携と地域との協働で「魅力ある地域づくり」を目指します。

農林建設課 設定者 課長 田中 英司

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域農業を支える担い手
の育成、支援

• 担い手農家等の経営
基盤安定

• 荒廃農地の防止

• 担い手や集落営農法人
の経営が安定し、地域
農業が持続している。

• 農地や森林の荒廃が減
少し生活環境が保全さ
れている。

• 日本型直接支払制度の推進
• 地域計画を活用した担い手
支援

• 経営所得安定対策事業の支
援

• 鳥獣被害対策

• 中山間直接支払の第６期
対策に２５協定が取り組
んだが前期から４協定減
少した。

• 認定農業者１件の更新を
支援した。

• 農業経営の改善を図るた
め、専門家による中核農
業者２名の経営診断を
行った。

地域特産物の産地振興 「岸根ぐり」の生産基盤
強化と収益性の向上

• 担い手の確保、生産基
盤の整備により生産量
が安定している。

• 地域や多様な人材が連
携し、青果や加工品の
知名度、付加価値が向
上している。

• 地域おこし協力隊の導入や
関係団体と協働による産地
振興の組織づくり

• 優良系統樹の保全と母樹園
の適正管理

• 栗保冷庫の改修

• 特産物振興を含む地域農
業の持続支援を目的に地
域おこし協力隊を募集し
たが導入に至らなかった。

• 岸根栗ＰＲキャラクター
の愛称を公募し、特産物
の知名度の向上を図った。

• 母樹園の通常管理のほか、
地元の高校生徒の協働で
ＰＲ看板を作成した。
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所 宮本 宜明

地域課題に市民目線で向き合い、各課の連携と地域との協働で「魅力ある地域づくり」を目指します。

農林建設課 設定者 課長 田中 英司

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

生活道路の安全性と利便
性の確保

• 市道（生活道路）の
適正な維持管理

• 交通安全施設等の整
備

生活インフラが安全に機
能している。

• 日常の巡回点検を実施し、
異常箇所の早期の発見、対
応に努める。

• 地域からの要望や苦情に速
やかに対応する。

• 道路、河川の関係機関との
連携

• 日常的に生活道路の巡回
点検を実施、地域要望等
に対処し、適正管理を
行った。

• 管内５路線において安全
施設設置等を実施した。

中山間地域の生活環境向
上

飲料水供給施設等の改修
及び適正管理

地域の生活環境が改善さ
れ安心して暮らすことが
できる。

• 飲料水供給施設等の維持管
理と改良

• 営農飲雑用水施設の整備推
進

• 水源不足の向畑・長浴飲
料水供給施設について、
水源改修工事に取り組ん
だ。
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域での住民サービスを
維持するため、災害時な
どの緊急時には職員が互
いに連携・協力して、災
害対応の施策を推進する。

災害時など緊急時や繁忙
期の支所内の連携・協力
体制の促進

災害警戒体制時などは支
所職員が支所業務を把握
し班の垣根を越えた対応
ができるようにする。

支所内の２班（地域振興班、
市民福祉班）が連携し、地域
住民の安心安全の要望に応え
る。

支所内の２班（地域振興班、
市民福祉班）と教育委員会本
郷支所の職員が連携し、各種
気象警報の待機や、早期避難
所開設に伴う運営が問題なく
実施できた。

地域住民主体によるまち
づくりの広まりを推進す
る。

夏・秋のイベント時を中
心とした地域住民との協
働推進

イベント時期は支所職員
と地域住民の協働により
関係事業を実施する。

本郷夏フェスタや本郷ふるさ
とフェスタなど地域住民に関
係する事業について、各種団
体や地域住民との協働により
企画運営を実施する。

事前準備も本番も地域住民や
各種団体と協力しながら実施
できた。また、支所の職員も
班の垣根を越えた取り組みが
できた。

公共交通サービスの充実
と構築推進する。

利用者目線でニーズに
あった路線構築

美和病院が７月に移転す
るにあたり病院利用者の
利便性の向上

• 美和病院の診療時間帯や美
和地域のスーパーで買い物
が可能となるようなダイヤ
改正を目指す。

• 利用者にアンケートを実施
するなど利用者のニーズを
詳しく把握する。

利用者を対象に実施したアン
ケート調査での意見を基に美
和病院の診療時間終了時間帯
や美和地域のスーパーでの買
い物時間の確保を中心とした
ダイヤ改正を４月１日に行う
予定となった。

観光地における利便性・
快適性を向上させ観光客
の増加、観光施設の整備
等を推進する。

らかん高原への観光客を
増やすため関係部署との
連携、協力体制の向上

らかん高原への観光客が
年々減少している状況を
食い止め、活性化してい
く。

施設の改修や新たな観光資源
の掘り起こしのため現在募集
中の地域おこし協力隊員と共
に「らかん高原の観光ビジョ
ン」の策定を目指し、らかん
高原の方向性を示す。

老朽化が著しい既存施設は解
体し、観光拠点として必要最
低限の複合施設を再整備する
「らかん高原関係施設の再編
方針・実施方針」を策定し、
らかん高原の今後の方向性を
示すことができた。

本郷支所 設定者 支所長 原田 常三

地域課題に市民目線で向き合い、各課の連携と地域との協働で「魅力ある地域づくり」を目指します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所 宮本 宜明



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

市民の財産である公金を出納保管する組織として、適正かつ効率的な会計事務を執行します。

出納室の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 会計管理者 田村 幸恵

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

公金の適正な出納及び保
管に努めるとともに、更
なる効率化に努める。

出納事務の効率化 市、指定金融機関双方の
事務負担が軽減される。

指定金融機関との協議等、検
討を継続して行う。

• 小切手廃止に伴う事務処
理方法について、他市の
先行事例を参考に、本市
での対応方法を検討し、
指定金融機関と調整を行
い、令和８年度からの支
払い業務を円滑かつ効率
的に行えるよう準備でき
た。

• 業務負担軽減のため、関
係課と協議し、窓口（現
金）払い件数の削減に努
めた。

支出帳票等の適正な審査
事務を実施するとともに、
更なる効率化に努める。

• 正確かつ迅速な審査
事務の実行

• 差し戻し件数の削減

• 支払い希望日に円滑に
支払いできるよう、締
切日までに的確で公正
な審査を行う。

• 各課財務会計担当者へ
の研修資料の見直しを
行い、事務処理能力を
高める。

• 班内での協議と情報共有に
より、迅速な問題解決を図
る。

• 庁内に向けて、口座支払い
締切日の周知と、会計事務
留意点に関する情報提供を
行う。

• 班内で協議し、また情報
を共有し、出納班と連携
して締切日までに的確で
公正な審査を行った。

• 特に誤りの多い部署につ
いては、留意事項を取り
まとめ、正しい事務処理
を行うよう個別指導を
行った。

• 庁内に向けて、口座支払
い締切日の周知に加え、
正しいルート設定方法の
周知を行うことで事務の
効率化に努めた。

出納室 設定者 室長 田村 幸恵



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安全で安心して教育が受
けられる環境整備

岩国市学校施設長寿命化
計画に基づいた学校施設
整備事業

学校施設の適切な管理に
よる財政負担の縮減や平
準化などを図りながら、
効率的・効果的に教育環
境の改善を進める。

学校適正規模適正配置に関す
る基本方針との整合を図りな
がら、学校施設長寿命化計画
に沿って老朽化対策を着実に
進めるとともに、トイレの洋
式化や空調設備の整備など、
学校施設の環境改善に取り組
む。

• 杭名・河内小の統合に伴
う岩国西中学校敷地内の
増築棟建設については、
基本設計及び実施設計業
務と並行して、統合準備
委員会（第３回、第４
回）を開催し、新たな学
び舎のイメージを共有す
ると共に、校名・校歌等
の基本的事項を協議し、
合意形成を図った。

• また、トイレ改修事業、
空調設備整備事業とも本
年度の予定事業の整備を
終え、併せて学校体育館
への空調設備の整備に向
けての検討等を行い、来
年度から先行して２校の
実施設計に着手すること
となった。

教育政策課 設定者 課長 村重 武志
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

岩国市全体が英語の学
び・学び直しや国際交流
の機会が充実した「英語
交流のまち」を実現し、
地域活力の向上を目指す。

英語交流のまちＩｗａｋ
ｕｎｉ推進事業

日本人と外国人が自然に
交流できる機会やイベン
トなどを充実させること
で、生きた英語が使え、
訪れたくなる国際都市と
して、活気ある地域を実
現する。

英語交流センターを拠点とし
て多様な事業を展開すること
で、日本人と外国人が自然に
交流できる機会の充実を図る
とともに、これらの取組を幅
広く紹介・発信していくこと
で英語環境が整った地域とし
てのイメージの形成を図る。

• ２月末現在で、英語交流
センターで開催したイベ
ントは１１７件、外国人
参加比率は３４．８％。
センターへのＡＬＴの配
置は、利用者が増える夏
休み期間中、平日を含め
てほぼ毎日ＡＬＴを配置
することができた。

• 情報発信については、他
県他市町からさまざまな
視察を受け入れると共に、
岩国高校や岩国短期大学、
さらに山口県立大学など
へ赴き講義等を行うなど、
パブリシティの向上に取
り組んだ。

教育政策課 設定者 課長 村重 武志
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心や生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

子供たちが安心で安全な
学校・園生活を送ること
ができる教育環境づくり

教育環境の改善 子供たちが安心して教育
を受けることができ、安
全に通学できる環境づく
りを目指す。

① 学校図書や授業で使用す
る教育備品の充実を図る。

② 遠距離通学の児童生徒に
対するスクールバス等の
運行や、通学補助金の支
給により、通学手段の確
保ならびに通学路の安全
確保を図る。

③ 就学援助費により経済的
負担の多い世帯の支援

④ 各種健康診断により、園
児・児童・生徒の健康維
持管理を図る。

• 各学校の整備状況に応じ
て予算配分を行うことで、
効果的な備品の整備を
図った。

• 遠距離通学の児童生徒に
対して、スクールバス等
の通学手段を確保すると
ともに、通学路照明の修
繕、道路管理者への通学
路危険個所の情報提供な
ど、通学路の安全対策を
進めた。

• 就学援助等の電子申請や、
申請案内の個別配布など、
制度の周知を図り、保護
者の経済的負担軽減に努
めた。

• 児童生徒の定期健康診断
を実施するとともに、適
宜、要処置者への受診勧
奨を行い、児童生徒等の
健康維持管理に努めた。

学校教育課 設定者 課長 五郎丸 哲也
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教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心や生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安心安全で栄養バランス
のとれた学校給食を提供
する。

学校給食の充実と食育の
推進

安心安全で栄養バランス
のとれた学校給食を提供
する。

① 成長期にある子供に栄養
バランスのとれた安心安
全な学校給食を提供し、
心身の発達と健康の増進
を図る。

② 学校教育活動全体を通じ
て、食事や栄養に関する
正しい理解と、望ましい
食習慣を養う食育を推進
する。

• 栄養価の高い食品の献立
への追加や、栄養価の改
善方法などを栄養教諭間
で情報共有を図り、バラ
ンスのとれた給食の提供
に努めた。

• 各学校で「食に関する指
導の全体計画」を作成し、
栄養教諭を中心に、望ま
しい食習慣の定着や、バ
ランスのとれた食事の重
要性を指導した。

学校教育課 設定者 課長 五郎丸 哲也
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教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心や生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

各中学校区で有する特色
ある取組を伸長しながら、
小中一貫教育を深化・発
展させる。

小中一貫教育の推進 義務教育期間の９年間を
通じて継続的で一貫性の
ある学習指導や児童生徒
指導を行うことで、子供
一人一人の個性を伸ばし、
健やかな体、豊かな心の
育成を図る。

① 各学校で作成している
「学校・地域連携カリ
キュラム」を基に、各中
学校区で特色ある取組を
推進する。

② 各学校の小中一貫教育担
当者合同研修会を開催し、
教員の人材育成、授業改
善、好事例の情報共有を
図り、児童生徒の確かな
学力を育成する。

• 小中一貫教育担当者を対
象に、「学校・地域連携
カリキュラム」をもとに、
各中学校区での取組事例
について研修を行った。

• また、他市の取組事例も
共有し、「子ども」を主
語にした学校づくりにつ
いて、教職員の意識を高
めた。

情報化に対応する教育の
充実

ＩＣＴを活用した学びの
質の向上のための授業改
善

刻一刻と変化する情報化
社会に対応できる資質・
能力を育成するため、Ｉ
ＣＴ機器を生かした授業
改善を推進する。

① 児童生徒の情報活用能力
体系表に合わせた指導を
行う。

② 学習支援ソフト等を活用
し、個別最適で協働的な
学びの充実を図る。

③ ＩＣＴ機器の効果的な活
用方法等について、教職
員の技能研修を引き続き
行う。

• １人１台タブレット端末
の整備や、学習支援ソフ
トの見直しを行い、児童
生徒の個別最適な学びの
向上を図った。

• また、教職員のＩＣＴ活
用技能向上に向けた研修
を１２回開催し、授業で
の効果的な活用など、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業
改善を推進した。

学校教育課 設定者 課長 五郎丸 哲也
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心や生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

児童生徒の健全育成のた
めの非行防止活動を推進
するとともに、家庭環境
等を背景とする問題行動
等の実態把握及び支援を
行い、自律をめざした生
徒指導を展開します。

岩国市青少年育成セン
ターによる街頭補導活動

課題を抱える児童生徒へ
の支援

問題行動の未然防止と防
犯の意識づけを高める。

学校と関係機関等との連
絡・調整を行う。

① 街頭補導員（日中・夕
刻）による「愛の声か
け」運動を継続的に行う。

② 補導員研修会を年３回開
催し、補導員同士の情報
共有と資質向上を図る。

① 指導主事が校内ケース会
議等に積極的に参加し、
指導・助言を行う。

② ＳＳＷやＳＣなどの専門
家による支援を調整する。

③ 校長会や生徒指導主任会
で適切な情報共有と指示
を行う。

• 延べ２００名以上が７０
回を超える補導活動を行
い、問題行動の未然防止
と防犯に貢献した。また、
今年度は年３回の研修会
を実施し、補導員の資質
向上に努めた。

• 市内各小・中学校からの
報告・相談件数は
１，０００件を超えており、
ＳＳＷやＳＣをはじめ市長
部局の関係各課とも連携し
た取組を行った。特に、今
年度は学校と保護者等との
よりよい関係づくりについ
て研修を行った。

青少年課 設定者 課長 植田 明男
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課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

児童生徒や保護者の悩み
に寄り添う教育相談活動
を実践するとともに、不
登校児童生徒への支援を
拡充し、教育環境の充実
に努めます。

教育相談活動の充実のた
めの教職員のスキルの向
上

各校の不登校生徒の実態
に応じた支援の充実

市内の小中学校の教育相
談担当を対象とした研修
会を開催する。

学校と関係機関等との連
絡・調整を行う。
支援教室（３教室、１分
室）の円滑な運営を行う。

ＩＣＴを活用した不登校
生徒への学びの機会を提
供する。

① 教育相談担当者会議を年
２回開催し、担当者同士
の情報共有と資質向上を
図る。

② ＳＳＷによる研修会案内
を各校に周知し、研修会
参加を促す。

① 指導主事が校内ケース会
議等に積極的に参加し、
指導・助言を行う。

② ＳＳＷやＳＣなどの専門
家による支援を調整する。

③ 支援教室の運営状況を把
握し、支援するための訪
問を定期的に行う。

① 各支援教室や各校におけ
るeラーニング教材の活用
について推進する。

② ＩＣＴ環境の整備の充実
に努める。

• 教育相談担当者のスキル
アップをめざして、市内
小・中学校の不登校対策
の充実に取り組むととも
にヤングケアラーへの理
解を深める研修も行った。

• 校内ケース会議を含む学
校訪問を年間約５００回
行ったり、不登校児童生
徒の保護者の会を年４回
開催したりした。また、
支援教室には４０名以上
の児童生徒が通室し、特
別支援教育の視点に立っ
た支援にも力を入れた。

• 「誰一人取り残されるこ
とのない学びの保障」を
めざして４０名近くの児
童生徒がｅラーニング教
材を利用しており、タブ
レットを活用した教員と
児童生徒との関りも行わ
れている。

青少年課 設定者 課長 植田 明男
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課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

幅広い世代が科学の面白
さを体験できる場を提供
する。

市民を対象に科学に関す
る学びの機会を提供する。

科学に関するイベント等
に多くの市民が参加する
ことによって、科学に対
する知識や理解を深める。

科学講演会や科学振興展覧会
などを開催する。

• 科学講演会として、数学
と宇宙をテーマに実施し、
合わせて２９４人の参加
者があった。

• 科学振興展覧会に、小・
中学校合わせて３２８点
の応募があった。

児童・生徒が学校の授業
では経験できない実験や
科学体験の機会を提供す
る。

「科学の面白さ」を伝え
たり、「自然体験」の場
を提供する講座やイベン
ト等を開催する。

工夫された実験・工作・
自然体験を通じて、「不
思議だと感じ、よく観察
して確かめ、考える」と
いう科学の基礎が身につ
くようにする。

科学教室、科学クラブ、科学
の祭典などを通じて、科学に
関する様々な講座を開催する。

• 指導員のほか、企業や学
校と連携した科学教室を
４４回開催した。

• 科学クラブを４７ 回開催
し、延べ５９６人の参加
があった。

• 青少年のための科学の祭
典で今年度は科学学習漫
画の映画を同時上映し、
８０６人の参加があった。

科学センター 設定者 館長 大黒屋 誠
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課の使命又は目指す姿
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課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

新たな科学センターにお
いて、新たな事業や、継
続事業をより充実させる
ことで、施設のさらなる
発展を目指す。

事業ごとに、関係機関等
と詳細な協議・調整を行
い、内容を決定するなど、
事業実施や拡大に向けた
具体的な準備を進める。

新たな施設において実施
する理科授業、科学教室
やサイエンスショー、展
示などを通じて、小・中
学生を中心に幅広い世代
が科学を楽しく学べる施
設を目指す。

• 学校連携事業は、来館スケ
ジュールの調整・内容決
定・実施準備を行う。

• 科学体験事業は内容検討・
計画の策定・実施の準備を
行う。

• 展示や事業に必要な設備の
設置や備品の購入について
も遅滞なく進める。

• 理科学習プログラムの内
容を検討し、理科学習指
導案を策定した。

• 展示内容を精査・決定し、
製作・設置を行った。

科学センター 設定者 館長 大黒屋 誠
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

誰もが生涯学習に親しめ
る環境が整備されている。

• 生涯学習講座等各
種講座の開催

• 生涯学習情報の提
供

• 社会教育関係団体
や各種サークル等
活動団体の支援

• 指導者の確保・育
成

受講者、受講件数、講師
登録者の増加

• 市民大学講座等の実施や生涯学
習市民講座イカルス（出前講
座）のメニュー充実による学習
機会の提供

• 生涯学習情報誌や親子向け情報
誌の発行による生涯学習情報の
提供

• 社会教育関係団体への活動支援
• 花いっぱい運動の推進、視聴覚

機器貸出等による生涯学習活動
の支援

• 講座の講師や各種指導者を対象
としたスキルアップ講習会の実
施

• 二十歳のつどいの実施

• 市民大学講座：５回（う
ち サテライトカレッジ
２回）開催、延べ３２９
人受講

• 公開講座（岩国短大実
施）６講座、６９人受講

• 地域文化講演会（周東文
化会館）４５０人受講

• イカルス出前講座：登録
２００講座（行政編
９６・市民編６０・子ど

 も編４４）３４回開催、
４９５人受講

生涯学習課 設定者 課長 河本 葉子
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

子供たちが健やかに成長
し、社会で活躍している。

• 地域連携教育の推
進による社会全体
で子供の育ちを支
える仕組みづくり

• 家庭における教育
力の向上

• 地域学校協働活動推進
員の増加

• 放課後子供教室数の増
加

• 学習会等の実施校、参
加者の増加

• 家庭教育支援員の増加

• 地域協育ネットの仕組みを生か
した支援活動の実施

• 地域住民の参画による放課後子
供教室の実施

• 子育て学習会（小学校）の実施
• 家庭教育学習講座（中学校）の

実施
• 地域人材が保護者を支援する

「とどける」家庭教育支援事業
の実施

• 子育て学習会（小学校・
幼稚園PTA）２７校・１
団体実施、１，２８６人
参加

• 家庭教育学習講座（中学
校）１４校実施、

 ２，５０７人参加
• 地域協育ネット（１４中

学校区）の地域学校協働
活動実施

• 放課後子供教室（１２教
室）１５４回実施、延べ
２，１９９人参加

• 「とどける」家庭教育支
援員（２３校：６４人）
を配置

生涯学習課 設定者 課長 河本 葉子

2/3

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

一人一人の人権や多様性
が大切にされている。

• 人権研修の拡充
• 人権啓発講師の派

遣

受講者、受講件数の増加 人権教育・啓発指導者養成講座等 • 人権教育啓発指導者養成
講座の開催

• 人権フェスタの開催
• 人権教育啓発推進協議会

の開催
• 関係団体等主催の人権教

育研修会への講師派遣

生涯学習課 設定者 課長 河本 葉子

3/3

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

誰もが生涯学習に親しめ
る環境が整備されている。

• 公民館施設の整備
• 公民館活動の推進
• 公民館の管理運営方

法の見直し

• 中央公民館整備事業の
推進

• 生涯学習講座等の参加
者の増加

• 公民館利用者数の増加

• 中央公民館建設工事の実施
• 学校、地域と連携した講座

の実施（夏休みや参観日の
利用の工夫）

• 放課後児童教室と連携した
講座の実施

• 他課と連携した講座の実施
• 企業、団体と連携した講座

の実施
• 他の公民館と連携した講座

の実施
• 夏休みの子供の居場所や体

験活動を意識した講座の実
施

• 子供と高齢者など異年齢の
交流を意識した講座の実施

• 国際交流を意識した講座の
実施

• 中高生との連携による事業
実施

• 公民館における人権教育の
充実

• 中央公民館建設工事の実
施（令和８年３月完成）

• 学校、地域と連携：
１５９講座、６，４８３

 人受講
• 放課後児童教室と連携：

１講座、６５人受講
• 他課と連携：９９講座、

２，６６２人受講
• 企業、団体と連携：１７

講座、３９０人受講
• 他の公民館と連携：７講

座、１６０人受講
• 夏休みの子供を対象：

５４講座、１，８５１人
 受講
• 子供と高齢者など異年齢

の交流：１０講座、
５９６人受講

• 国際交流：４講座、
２４５人受講

• 中高生との連携：８講座、
５１４人受講

• 人権教育：１７講座、
６４８人受講

生涯学習課 中央公民館 設定者 館長 河本 葉子
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主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

読書環境の整備、充実 • 図書館施設の維持管
理業務

• 社会ニーズに対応し
た図書館運営・環境
の整備

• 安心・安全で、快適な
環境及び質の高いサー
ビスを提供する。

• 社会情勢や多様化する
ニーズに応じた情報の
提供を行う。

• 各館職員との定期的な情報
交換

• 自主点検等を実施し、施設
の早急な修繕に努める。

• 市民からの意見・要望、適
正な選書、選書会議の実施

• 選書・館長会議１０回実
施し、意見交換や好事例
の共有を行った。

• 職員における自主点検、
業者による定期点検を行
い、施設の早急な修繕に
努めた。

• ニーズ把握のために利用
者アンケートや学生アン
ケートを実施し、延べ
４，６３４件の回答を得
た。

• 自動車図書館３台で市内
全域を巡回した。

中央図書館 設定者 館長 藤中 朗子

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の読書活動の推進 • 子育て家庭への支援
• 充実した講座・行事

の実施
• 小学校・中学校・高

等学校等との情報共
有

• 安心して子育てができ
る環境整備のため、子
育て家庭への情報提供
等を行う。

• 生涯学習施設として充
実した講座・行事を開
催する。

• 子どもたちがあらゆる
機会とあらゆる場所に
おいて自主的に読書活
動が行える環境整備に
努める。

• ブックスタート事業、おは
なし会等を開催する。

• 講演会（一般）や古典文学
講座を開催する。

• 学校図書館部会等への参加、
学校司書等との情報共有の
場を設ける。

• ブックスタート事業２２
回（６８２人）、おはな
し会を５９回（３９０
人）開催した。

• 岩国市合併２０周年記念
企画としてシールラリー
やクイズを開催、また、
勝丸恭子氏（１２７人）、
あんびるやすこ氏（９７
人）講演会を開催した。

• 学校図書館部会の研修会
へ司書２人が参加し講義
及び情報共有を図った。

地域の学習・文化・情報
の拠点としての整備

• 図書館利用者の増加
• レファレンスの充実
• 電子図書館の利用促

進

• 図書館の利用登録率を
４０％とする。

• 利用者からの様々な要
求にこたえることがで
きるよう努める。

• 電子図書館の来館者数
を月平均７，０００人
とする。

• 図書館施設利用者、図書館
事業参加者へ、利用登録を
促進する。

• 県立図書館や職員主催研修
等を受講し、広く知識を深
める。

• 電子図書館の利用促進に繋
げるため周知に努める。

• 図書館利用者は
 ２１３，３１２人、利用

登録率は３９.２％で前年
 比０.６％の減少となって

いる。
• 県立図書館主催の研修会

等に現地及びオンライン
で参加し知識を深めた。

• 電子図書館の来館者数は
１２５，６２３人と昨年
度の８１，８６９人を大
きく上回った。

中央図書館 設定者 館長 藤中 朗子

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

生涯学習活動の推進 成人、子どもを対象とし
た魅力ある講座・イベン
トを開催する。

各種生涯学習講座、イベ
ントの参加者が増加する。

• アンケート調査等を通じ利
用者のニーズを把握し、
ニーズに応える講座を企画
する。

• 地域で活動されている団体
と連携し、地域間・世代間
の交流を図る講座、イベン
トを企画する。

• アンケート調査のほか、
受講者の生の声を生かし
た講座の企画立案をした。

• 今年度は公民館や供用会
館だけでなく、地域に出
向いて生涯学習講座を行
い、乳幼児から高齢者ま
で幅広い年代の方に興味
を持ってもらえる講座を
開催した。

• 結果として参加者の増加
につながった。

安心して使える教育施設
を提供する。

学校や公民館等、所管す
る施設を適正に管理する。

• 施設（公有財産）の現
地点検を１年に１回以
上実施する。

• 点検結果に基づき、施
設の長寿命化の計画的
な推進を図る。

公共施設の自主点検チェック
シートを活用し、施設の状況
を把握するとともに、適切な
維持補修を行い安心・安全で
快適な施設環境を維持する。

毎月の定期点検や各種保守点
検業者との連絡を密に行い、
施設の現状と必要な補修の把
握に努め、早期の修繕を行う
とともに、長期的視点に立っ
た改修について検討を進めた。

教育委員会由宇支所 設定者 支所長 山本 英裕

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

教育、スポーツ施設等を快
適に利用できる環境を整備
する。

所管施設を適切に管理す
る。

各種施設が適切に管理さ
れており、利用者が安
心・安全に施設を利用し
ている。

• 施設管理者との連携を密に
することにより施設の状況
を把握する。

• 把握した状況をもとに施設
整備の優先順位をつけ、迅
速に実施する。

学校、指定管理者等と点検依
頼書や電話連絡を通して施設
の状態を把握し、現地調査を
踏まえ迅速に改修等対応を図
り、安心・安全な利用環境を
整えた。

住民のニーズに応えた生涯
学習活動の充実を図る。

住民のニーズを把握し、
事業に反映させる。

住民のニーズに即した生
涯学習講座を企画立案す
ることにより、多くの
方々が講座に参加してい
る。

• 講座受講生を対象としたア
ンケート調査等を実施し、
住民ニーズを把握する。

• 把握した住民ニーズを反映
した生涯学習講座を企画・
実施する。

講座受講者を対象としたアン
ケートによるニーズ調査を行
い、その結果を翌年度の講座
開催計画に反映させた。

教育委員会周東支所 設定者 支所長 中村 洋一

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域と連携を図り、ニー
ズを把握して幅広い生涯
学習活動を行う。

生涯学習講座、スポーツ
イベント等の開催

市主催、共催の生涯学習
活動、スポーツ活動の実
施回数、参加者数が増加
する。

各種団体（生涯学習団体、学
校等の教育関連団体、地域ス
ポーツグループ）等と連携を
とり、イベント活動の充実を
図る。

今年度の市主催、共催による
生涯学習活動、スポーツ活動
事業は５１件実施し参加者数
は延べ１，６００人程度と
なっている。昨年度より参加
人数は減少しているが実施回
数は増えており、各種団体と
連携をして活動を行うことが
できた。

施設利用者や管理者の要
望を踏まえて、施設の整
備、管理を充実させる。

学校施設、生涯学習関連
施設の整備

• 学校施設の状況が把握
され管理されることに
より、児童生徒が安
心・安全な学校生活を
送ることができる。

• 生涯学習施設の状況が
把握され安心・安全に
施設を利用できるよう
になり、利用が促進さ
れ活動が盛んになる。

各学校、施設利用者、施設管
理者との連携を強化し綿密な
情報共有を行うことにより施
設の安全性・利便性の向上を
図る。

• 学校施設については、各
校からの修繕要望に対し
て速やかに状況の把握を
行い適切な修繕を行うこ
とにより、児童生徒が安
心・安全に学校生活を送
れるようにした。

• 生涯学習施設については、
拠点施設である「錦ふる
さとセンター」大ホール
の天井改修及び照明設備
の改修工事を令和８年度
にかけて行うことにより、
安心・安全に施設を利用
できるように取り組んで
いる。

教育委員会錦支所 設定者 支所長 常国 良徳

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

子どもが学校等において
快適な環境で学習するこ
とができるよう施設等の
整備を推進する。

学校施設の整備促進を図
る。

施設の老朽化が進行して
いるので、迅速な対応を
行う。

小中学校の施設が、安心して
快適な環境で学習できるよう
に施設整備を推進する。

• 小中学校において、修繕
が必要な箇所について、
優先順位を考慮しながら、
迅速に対応した。

• また、老朽化の進む美和
中学校の屋内運動場につ
いて、近隣運動施設とと
もに複合施設として整備
するため実施設計にとり
かかった。

子供たちを取り巻く環境
の整備促進を図る。

施設の老朽化が進行し、
危険なため迅速な対応を
行う。

老朽化して危険な本郷山村留
学センターの施設整備を推進
する。

• 崩れた石積みの改修、老
朽化が進んだ木柵を更新
し危険な外構を改修した。
あわせて、空調更新及び
ボイラーの改良を行い留
学生が安心安全に生活で
きる環境整備を促進した。

• また、ソフト面について
も安定的に留学センター
が継続できるよう体制づ
くりを行った。

教育委員会美和支所 設定者 支所長 藤中 峰雄

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

志高く豊かな心と生き抜く力を育むため、教育環境を整備するとともに、生涯を通じた学習の推進に取り組みます。

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

生涯を通じての学びを促
進し、参加して楽しい生
涯学習活動を推進する。

楽しく参加できる生涯学
習と新規生涯学習の企画
運営

他団体（高齢者、小学校
など）と共同実施する新
しい企画の実施と生涯学
習参加者の増

時代のニーズにあわせた生涯
学習講座の実施

• 防災センターへの研修、
異文化コンサートや盲目
のピアニストを講師に呼
ぶなど防災、多様性等に
関心が高まっていること
を意識した講座を実施し
た。

• 併せて、昔ながらの技術
に触れる機会をつくるた
め、けん玉や投扇興、そ
ば打ち、活版印刷の講座
を実施した。

教育委員会美和支所 設定者 支所長 藤中 峰雄

教育委員会の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 教育次長 賀屋 和夫
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

議会活動に必要な情報の
収集や提供

幅広い情報収集と各課か
ら提供された情報を整理
する。

議会活動が適切に行える
よう、環境整備を行う。

各課から提供される情報や他
市の情報を適切に収集、管理
し、共有する。

各課および他自治体等からの
情報収集に継続的に取り組み、
内容の重要性や緊急性を踏ま
えた上で、適切に各議員、庁
内で共有を行った。情報提供
にあたっては、メールや通知
アプリ等を活用し、デジタル
化による一元管理と検索性の
向上を図った。

議会活動を理解してもら
うための情報発信

議会の活動内容をわかり
やすく情報提供する。

ホームページの更なる内
容の充実

ホームページを適宜適切に更
新する。

議会のタイムリーな情報発信
に努め、閲覧者に分かりやす
い情報発信を意識し、継続的
な更新を行った。また、議長
等の公務について、適時適切
にホームページへ掲載し、活
動状況の見える化に努めた。

庶務課 設定者 課長 藤本 佳子

議員による議会活動が円滑になされるよう、適宜適切な情報の収集や提供ができる組織体制の構築に努めます。
市民に対し、議会活動を理解してもらうための情報発信に努めます。

議会事務局の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 議会事務局長 桂 健治



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

議員による議会活動が円滑になされるよう、適宜適切な情報の収集や提供ができる組織体制の構築に努めます。
市民に対し、議会活動を理解してもらうための情報発信に努めます。

議会事務局の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 議会事務局長 桂 健治

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

議会活動の安定的な運営
のための適切なサポート
及び議会活動、議員活動
に生かせる情報収集を行
う。

地方自治法、議会会議規
則等に則った議会運営の
サポート及び正確で有益
な情報提供を行うための
情報収集

議会活動が正確な知識の
集積に基づく適切なサ
ポートにより、安定的か
つ活発に実施される状況

• 議会活動の円滑な運営や活
発化につながるための情報
の収集

• 議員の政策形成等につなが
るための知識の習得や各種
サポート

• 議会活動各般にわたる調査
研究や情報提供

• 議会運営においてイレ
ギュラーな状況が発生し
た際、専門書での調査や
専門機関への問合せを適
宜行って、議会運営の安
定化を図った。

• 議員から調査依頼があっ
た際、インターネットで
の検索をはじめ、担当部
署や他自治体への電話や
メールによる照会を３３
件実施し、議会活動の活
発化に寄与した。

• 議会の運営方法やルール
づくりを検討する際も同
様に照会調査を行って、
得た情報を基礎資料の作
成等に活用した。

議事課 設定者 課長 船本 和利

1/2



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

議員による議会活動が円滑になされるよう、適宜適切な情報の収集や提供ができる組織体制の構築に努めます。
市民に対し、議会活動を理解してもらうための情報発信に努めます。

議会事務局の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 議会事務局長 桂 健治

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民に対して市議会を理
解してもらうための情報
を発信する。

市民に議会活動、議員活
動の内容、必要性及び重
要性への理解を促す詳細
かつ正確な情報発信

議会の仕組み、本会議や
委員会の活動内容等の情
報が市民に広く、深く理
解される状況

市議会ホームページへの会議
録等の議会情報の掲載、市議
会だよりの発行及びウェブサ
イトでの本会議一般質問の録
画配信

年４回発行の市議会だより、
随時更新の市議会ホームペー
ジ、適時発信のＬＩＮＥ公式
アカウントなどの多様な媒体
による議会の活動状況のお知
らせと併せて、傍聴案内や一
般質問のユーチューブ録画配
信等、議会に関する様々な情
報発信を行って、市民の議会
に対する理解や関心度の向上
を図った。

議事課 設定者 課長 船本 和利
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

厳正で的確な監査を実施することにより、行財政の適法性及び経済性、効率性、有効性を確保し、市民から信頼される市政運
営に寄与します。

監査委員事務局の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 監査委員事務局長 林 孝造

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

定期監査の実施 定期監査 監査結果が「良好」 • 監査基準に基づき、年間計
画に沿って、定期監査を実
施

• 各部局の指摘事項を前回よ
り減少させるため、チェッ
ク項目や指摘事項を事前に
周知

• 年間の実施計画に沿って
定期監査を実施した。

• 事前審査のチェック項目
や監査資料の様式につい
て適宜見直しを行い、業
務改善の具体策や効率化
のための提言が行えた。
事前審査の指摘事項の減
少にはなったが、監査結
果は「おおむね良好」

決算審査の実施 決算審査 審査意見が「誤りがな
い」

• 監査基準に基づき、年間計
画に沿って、決算審査を実
施

• 決算審査にあわせて、健全
化指標審査を実施

担当部署から提出された決算
書及び資料に基づき決算審査、
健全化指標審査を計画的に実
施し、局内で相互チェックを
行った。審査意見は「誤りが
ない」

今後内部統制制度が導入
された際の監査の在り方
の検討及び監査スキルの
向上

検討及び研修 • 内部統制制度導入の検
討が行われる予定であ
り、導入を視野に入れ
た今後の監査の在り方
を検討

• 監査スキル向上のため、
研修に参加

• 今後内部統制制度が導入さ
れた際の監査の在り方につ
いて、県や他市の状況・ガ
イドラインを参考に局内で
検討

• 研修後において受講内容を
局内で共有

• 定期監査に合わせ、岩国
市監査基準に基づき、内
部統制に依拠するテーマ
を設定して行政監査を実
施することとした。令和
７年度のテーマは、公用
車における事故防止・安
全運行対策の取組

• 財務事務のセルフチェッ
クに監査編を追加した。

監査委員事務局 設定者 次長 宇野 弥恵子



令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農業の振興と中山間地域の保全のため、農業委員会組織として地域と行政を結ぶ懸け橋となり、多面的機能を有する農地が適
正に管理されるよう取り組みます。

農業委員会事務局の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農業委員会事務局長 佐伯 史公

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農業委員会総会の実施 農地法に基づく法定許可
業務の適正な実施

総会に諮る議案作成に当
たり、詳細かつ確実な事
務を行い、総会を滞りな
く行う。

原則、月１回の開催
例）
申請書の受付締め切り

４/２２
申請内容の目合わせ

４/２３
総会

５/１６

毎月１回（年１２回）の総会
は、受付等の事前準備を含め、
滞りなく実施できた。

遊休農地について、遊休
状況を解消する面積を増
加させる。

農地利用状況調査（農地
パトロール）及び農地利
用意向調査の実施

農地の利用状況を調査し、
遊休農地については、そ
の利用に関する意向を把
握することで、情報共有
を図り、遊休農地の発生
の防止と遊休農地の面積
減少につなげる。

1. 利用状況調査実施準備
（５～６月）

2. 農地利用最適化推進委員
による農地利用状況調査
と現地指導の実施（７～
９月）

3. 調査結果のとりまとめ
（１０～１１月）

4. 農地利用意向調査の実施
（１２～１月）

5. 調査結果に基づき、遊休
農地減少に向けての関係
機関との調整

• 委員の選任替えにより、
新規委員にとっては初め
ての業務となり、若干の
遅れを生じている。

• 遊休農地については、関
係機関との情報共有を
図っているが、増加傾向
にある。担い手不足等の
問題が影響しているが、
引き続き関係機関と連携
を図り減少に向けて取り
組んでいきたい。

農業委員会事務局 設定者 次長 藤本 慎司
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農業の振興と中山間地域の保全のため、農業委員会組織として地域と行政を結ぶ懸け橋となり、多面的機能を有する農地が適
正に管理されるよう取り組みます。

農業委員会事務局の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農業委員会事務局長 佐伯 史公

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農地に関する情報収集や
提供を進め、農地管理の
適正化、及び農地等の効
率的な利用促進を図る。

情報ツールとしてタブ
レット及びサポートシス
テムの活用を推進する。

農地の状況確認や、所有
者等の意向確認の情報集
約をより簡便に行える環
境を整備する。

• タブレットの貸出し等の管
理

• サポートシステムの情報更
新の実施（年１回）

• タブレットの貸し出し等
の管理は問題なく実施で
きた。

• サポートシステムの情報
更新は突合先のシステム
が変更されたため、現在
調整を行っている。準備
が整い次第、実施する。

農業委員会事務局 設定者 次長 藤本 慎司
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令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

公正かつ適正な各種選挙の執行及び投票率向上のための選挙啓発に取り組みます。

選挙管理委員会事務局の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 選挙管理委員会事務局長 古本 健二郎

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

参議院議員通常選挙の適
切な管理執行

法令に基づいた正確かつ
迅速な選挙事務の執行

公明かつ適正に選挙を執
行することにより、選挙
人の信頼を得ることがで
き、その結果、投票率の
向上につながる。

• スケジュール管理の徹底
• 期日前投票所も含めた投票
環境の改善

• 投開票事務フローの徹底
• 投開票速報の迅速化
• 選挙に関する適切な情報発
信

スケジュール管理を徹底し準
備を早めに進めたことにより、
適正に参議院議員通常選挙事
務を実施することができた。

山口県知事選挙の適切な
管理執行

法令に基づいた正確かつ
迅速な選挙事務の執行

公明かつ適正に選挙を執
行することにより、選挙
人の信頼を得ることがで
き、その結果、投票率の
向上につながる。

• スケジュール管理の徹底
• 期日前投票所も含めた投票
環境の改善

• 投開票事務フローの徹底
• 投開票速報の迅速化
• 選挙に関する適切な情報発
信

急な衆議院解散により、衆議
院議員総選挙が県知事選挙と
同日に執行となったが、他部
署の職員の応援などにより、
適正に選挙事務を実施するこ
とができた。

選挙システム再構築業務
の確実な遂行

選挙システムの再構築に
伴う移行事務処理の確実
な遂行

名簿の登録、抹消及び投
票処理等選挙事務を適正
に間違いなく継続して行
う必要がある。

新書式への対応やデータ作成 選挙システムの移行事務処理
を確実に実施し、新しいシス
テムを使用した名簿登録処理
等を適切に行うことができた。

明るい選挙の推進 常時啓発事業や主権者教
育の充実

有権者が主権者としての
自覚を持って進んで投票
に参加し、選挙が公明か
つ適正に行われ、有権者
の意思が正しく政治に反
映される。

• 啓発作品の募集、優秀作品
の展示

• 選挙啓発物品の貸出し
• 成人式等での選挙啓発
• 選挙出前講座の開催

啓発作品の募集（応募作品：
習字１，１４７点、標語
３２８点、ポスター９２点）、
優秀作品の展示を行った。

選挙管理委員会事務局 設定者 次長 本田 成彦


